
2024年度 授業概要

学 科 看護科

担当教員
1

※ 2
修
択
必
選

必修 年次

※lO ※20(英 )

科目名
形態機能学 I

(概論・循環器・運動器 )

Functional

コース

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

３０

　

‐

曜日・時限 ※l水・1・ 2※ 2月・4

I星毎齋暫びご謝翻 馬鉛暦鰹膚潔灘の婦・緯鱗とlo年の霧としての簸がある

の体人 間 体 )(人 にと心 る知識が必要と関す 高校まさオしる。 で は 、 般的な知識を生物学として学んだ。 目本科
体に関す人 る生物学的知識を学ぶのが形態機能学 (解剖学・生理学)である。形態機能学 体と心に関では人

環器・循 血 に つ概論 管・運動器 てヽ学習 る。す

【授業の学習内容】 (※

の健康

1松本澄久

知見を有す が、どのよ のか、具体的に記載する)

植物と動物についての一

人体の構造と機能 (循環器・血管・運動器)について系統的に学び生命のメカニズムに関した生理機能を説明できる

具体的目標>
目標①形態機能学の学習の必要性について理解し積極的に授業に参加することができる
目標②血管系の仕組みについて説明できる
目標③循環の働きについて仕組みと関連付ける
目標④人体の骨格を作る骨と関節の仕組みについて説明できる

目

目標⑤人体の筋肉の働きについて仕組みと関連付ける

播業計画・内容

1回 目

14～|ま

(目 標①)解剖学と生理学の対象、解剖学と生理学の関連を述べることができる

を挙げることができる

語 (P17～ 24)

体内の四つの陸所名と内

2回 目
(目標①)ホメオスタシスの意味を説明できる
フィードバック機構 (P26～ 29)
(目 標①)人体におけるフィードバンク機構の役害1を説明できる

ホメオスタシス(恒常性)

3回 目
(目 標①) ができる

4回 目
1-´ 61

について、その特徴を述な組織 筋組織、

5回 目
(目 標②) 称を挙

`ず

ることが

6回 目
～ 1

心に述べることができるを循環

7回 目
ることができる(目 標②)

8回 目
リンパ

動脈と静脈の名称を述べるこ る

9回 目

(目標①)頭蓋の骨の名称を挙げることができる

(P278～ 28
(目 標⑥)骨格系の機能を3つ以上挙げることができる
蓋、体幹の骨格の構造と機能(P284～ 289)

10回 目
体肢の合格の構造と機能 (P290～ 295)
(目 標①)脊柱を構成する椎骨の名称を挙げることができる

11回 目
関節の構造と種類 (P296～ 300)
(目標④)4種類の関節の名称を挙げることができる

12回 目
屈曲、仲展、外転、内転、国内、回外の言葉を説明できる
(304～ 306)

(P301～

特徴、存在する臓器名を述べることができる(目 標⑤)

(目 標

13回 目

筋の機能(P307～ 310)
(目 標⑤)ネ中経接合部とアセチルコリンの作用を説明できる
身体の運動と骨格筋 (P311)
(目 標⑤)骨格筋の収縮に関連して、活動電位、等張性収縮、等尺性収縮を,丸明することができる

14回 目
(目 標 な筋の名称を、顔面 腹部、背部 について体 表

る

理 P312

15回 目

準備学習
時間外学習

専門用語が多いので、事前にわからない言葉を調べておくと授業中の理解が進みます。わからないことはそのままにせず、その都度質問するように心がけましょう。

評価方法

筆記試験(100%)
※1(50%)
※2(50%)

受講生への
メッセージ

はじめての専門用語などで難しい気持ちをモ)つと思いますが、看誰師として必要な知識です。少しずつ粘り強くがんばりましょう。

<教科書>
ナーシング・グラフィカ 人体の構造と機能C解剖生理学 : 林正 健二 ≪メディカ出版≫

参考書】

科



2024年度 授業概要

学 科 看謹科

科目名
(英 )

形態機能学Ⅳ

(血液・腎・泌尿器 )

Functionalヽ4orphOlogy Ⅳ

必修

選択
必修 年次 1

担当教員
※1松本 澄久(8)
※2河野 啓助(7)

実務経験 ※10 ※20

授業
形態

講義
総時間
(単位 ) 1

30 開講区分 前期

コース 曜日・時限
11

2

2

【授業の学習内容】 (※実務経瞼のある教員、知見を有する教員が、どのよ るのか、具体的に記載する)

手家好黍后疑鼻話振躍豪翻探巽純曳Υ翼処甚密宅浄
人課花鯉 豊協登鑑 を理塞鶏 騒 摯協羅熙 。講隷 輸ヽ 脚

※1松本澄久…自衛隊病院において29年間歯科医師としての実績がある
※2河野啓助…大学病院および地域の病院において、腎臓専門医として20年以上の実績がある。

【到達目標】

人体の構造と機能 (血液。腎・泌尿器)について系統的に学び生命のメカニズムに関した生理機能を説明できる

<具体的目標>
目標①形態機能学の学習の必要性について理解し積極的に授業に参加することができる
目標②血液の構造と機能について説明できる
日標③体液の調節と尿の生成の仕組みと働きについて説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目 る

2回 目
(目 血 ることができる

3巨酎目
血預とその機能 (赤血球・白血球)
(目標②)血球の名称と機能を説明できる

4区]日
血穎とその機能 (血小板と血ィ枚疑固及び血栓の線溶
(目標②))造血にかかわるサイトカインを挙げることができる

5巨可目
血預型と輸血 (ABO式血液型・Rh式血液型)
(目標②)ABO式、Rh式の血液型について説明できる

6回 目
(目標②)止血のメカニズムを説明できる

7回 目
(目 輸血につし できる

8巨研目
(目 造血につし

9回 目
とができる

10回 目
(日標③)糸球体の濾過と尿細管の再吸収、分泌によ べることができる

H回 目
尿管
(目標③)尿に含まれる物質を挙げることができる

12回 目
(目標③)無尿、乏尿 る る

13回 目
(目 アルドステロ ぼす影響について説明できる

14回 目
排 尿 の 生 理

(目 標③)JF尿の機構を述べることができる

15回 目
泌尿器系の成長と老化
(目 標③)尿道の構造について男性と女性の差を説明できる

準備学習
時間外学習

専門用語が多いので、事前にわからない言葉を調べておくと授業中の理解が進みます。わからないことはそのままにせず、その都度質問す
がけましょう。

評価方法
筆記試験(100%)
※1(50%)
※2(50%)

受講生への
メンセ~ジ

はじめての専門用語などで難しい気持ちをもつと思いますが、看護師として必要な知識です。少しずつ粘り3蛮くがんばりましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ人体の構造と機能① 解剖生理学 :林正 健二 ≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学

科目名
(英 )

小児看護学方法論Ⅲ

Pediatric Nursing Methodoligy Ⅲ

必修

選択
必修 年次 2

担当教員
※1古野憲司 (2)
※2金城唯宗 (2)
※3伊規須千春 (11)

実務経験 ※10 ※20

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限
※1月 2 44

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
今日、子どもの生活習慣病の増加、こころの問題、思春期の子どもの自殺、育児不安、児童虐待など、子どもを取り巻く社会や家族に深く関わる子どもの健康問
題が増加している。小児看護に携わる看護者は、権利を有する一人の人として子どもを尊重し、さまざまな健康レベルの子どもが社会の中で健やかに発達し生き
ていくことができるよう1こ、看護を提供していく必要がある。小児看護学方法論Ⅲでは、小児期に多い疾患の病態生理・症状・検査・治療およびその看護を学習す
る。

※1-大学病院などの小児科で、専門医として20年以上の実績がある
※2-大学病院などの小児科で、専門医として15年以上の実績がある
※3…看護師として20年間以上の実績がある

I到注目標】

小児の健康障害および健康障害が子どもやその家族に与える影響を理解し、健康状態に応じた看護について説明できる

〈具体的目標〉
目標①小児期に多い疾患の病態生理・症状・検査・治療を説明できる
目標②健康障害を持つ子ども・家族への看護の実際について説明できる

授業計画・内容

1回 目

(目 標①)小児期に多い疾患 (呼吸器炎症性疾患、気管支喘息、先天性心疾患、心臓炎症性疾患)の病態生理・症状・検査・治療を説明できる
(目 標①)小児期に多い疾患 (Π囚頭扁桃炎症性疾患、上部消化管潰瘍性疾患、下部消化管炎症性疾患)の病態生理・症状・検査・治療を説明でき
る

2回 目

( 目標①) 旭 児ヽ期に多し疾患 (月干 月二 膵炎症性疾患 全身性エリブ マ トー ア ノ 、、頭蓋内圧克進症、脳炎 髄膜炎 骨 折 脱 臼 捻挫、運動器系の炎
) の 病態生理 症状 検査 治療を説明できる

(目 標①)小児期に多い疾患(貧血、白血球減少症、出血性疾患、血液腫瘍性疾患)の病態生理・症状・検査・治療を説明できる

3回 目

(目 標 小児期に多い疾患 (鼠径ヘルニア、間脳・下垂体疾患、甲 副腎皮質・髄質疾患脊髄腫瘍、てんかん、脳腫瘍)の病態生理・症
状・検査・治療を説明できる
(目標①)小児期に多い疾患(視覚障害、皮膚障害)の病態生理・症状・検査・治療を説明できる

4回 日

イこ し ス ィー、ノ

( 目標①) 小児期に多し 疾ヽ患 (腎炎 イ曼性 腎臓 病 腎孟腎炎 膀脱炎 泌尿器系の腫瘍 女性 男性生殖器の疾患) の病態生理 症状 検 査 治療
る

5回 目
(目標②)健康障害や入院に伴う子どものストレスと対処法について理解し、子どもと家族 について述べることができる

6回 目 (目 標②)集中治療を受けている子どもと家族の看護の実際について説明できる

7回 目 (目 標②)ハイリスク新生児と家族への看護の実際について説明できる

8回 目 (目 標②)先天的な健康障害を持つ子どもと家族への看護の実際について説明できる

9回 目 (目標②)心身障害のある子ど葉)と家族への看護の実際が説明できる

10回 目 (目 標②)痛みのある子どもと家族への看護の実際が説明できる

H回 目 (目標②)ネフローゼ症侯群をもつ子どもと家族への看護が展開できる(演習)

12回 目 (目 標②)ネフローゼ症候群をもつ子どもと家族への看護が展開できる(演習)

18回 目 (目標②)ネフローゼ症侯群をもつ子どもと家族への看護が展開できる(演習)

14回 目 (目 標②)成人への移行期にある健康障害をもつ子どもと家族への看護の実際が説明できる

15回 目 (目標②)成人への移行期にある健康障害をもつ子どもと家族への看護の実際が説明できる

準備学習
時間外学習

事例をよく読んで必要な調べ学習は名ヽ自行ってから授業に臨むこと。課題やレポートはその都度指示する。忘れ物のないよう1こ留意することぅ

評価方法

筆記試験
※1(30%)1筆記試験
※2(70%):内 、筆記試験 (40%)、 態度・提出物(30%)

受講生への

メッセージ
小児看護学概論、I、 Eで学んだことの総まとめとして看護過程を展開します。
疾病・治療、薬理、解剖などいろいろな知識を統合して取り組みましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシンググラフィカノ」ヽ児看護学① 刀ヽ児の発達と看護
ナーシンググラフィカ /卜児看護学③′卜児の疾患と看護

中野 綾美 (編集)≪メディカ出版≫
中村 友彦 (編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

母性看護学方法論 I

Maternity Nursingヽ 五ethodology I

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 前田 梓

実務経験 ○

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限 水・4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に る)

母性看護学は、女性の一生を通じた母性の健康の保持・増進を目指した看口隻を基盤として次世代の健全育成を目指す看護について学ぶ。母性看護学方法論 Iで
は、ツプログクティブヘルス/ライツの概念を学び、女性のライフサイクル各期における特徴と健康問題への看護について学習する。

前田梓…急性期病棟や集中治療棟で看護師として9年間、助産師として大学病院などの周産翔センター、産帰人科クリニックなどで10年以上の実績がある

到達目標】

女性のライフサイクル各期における特徴と健康の維持・増進のための看護の役割について説明できる

<具体的目標>
目標①女性のライフステージ各期における看護について説明できる
目標②ツプログクティブヘルスクアについて説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標②)生殖に関する生理を理解し説明できる

2回 目
(目 標①)思春期の健康と看護について説明できる
(目 標②)性感染症とその予防について説明できる

3回 目
(目 標①)成熟期の健康と看護について説明できる
(目 標②)女性生殖器の腫瘍と看護について説明できる

4回 目
(目 標①)妊孝性にかかわる不妊という健康問題の特徴について説明できる
(目標②)不妊治療を受けているカップルヘの支援について説明できる

5回 目
(目 標①②)更年期女性の特徴・健康問題と看護について説明できる
(目 標①②)老年期女性の特徴・健康問題と看護について説明できる

6回 目

(目標②)母性看護における倫理的課題について分析方法を説明できる
(日標②)人工妊娠中絶に関する現況、倫理的。法的。社会的課題を説明できる
(目標①)予期せぬ妊娠に妊娠継続を悩む事例に対する倫理的課題の実際について説明できる

7回 目
(目 標②)出生前診断に関する現況、倫理的・法的・社会的課題を説明できる
(目 標①)出生前診断を受けるか否かを悩む事例に対する倫理的課題の実際について説明できる

8回 目
(目標②)生殖補助医療に関する現況、倫理的。法的・社会的課題の実際について説明できる
(目標①)生殖補助医療のステップアップに悩む事例に対する倫理的課題の実際について説明できる

準備学習
時間外学習

口果題はその都度指示します。興味のある人は、先を進めてください。

評価方法

終講試験(60%)
小テスト、課題レポート(30%)
授業態度(10%)

受講生への
メンセ~ジ

母性看護学は生物の起源であり現在・未来の根源となる学問です。自分自身や自分をこれまで支えてくれた人々の存在に感謝し、これからの自分の生
き方、看護師としての生き方を考えるきっかけになってもらえたらうれしいです。一緒に広く多様的で柔軟な視野をくぅって母性看護学を楽しく学んでいきま
しょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシンググラフィカ 母性看護学①概論・ツプログクティブヘルスと看護 ≪メディカ出版》

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

母性看護学方法論 Ⅱ

(正常な妊娠・分娩 。産褥・新生児 )

Maternity Nursingヽ lethodology Ⅱ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 前田梓

実務経験 O

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 ) 1

30 開講区分 前期
コース 曜日・時限 木 ■

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、

母性看護学は、女性の一生を通じた母性の健康の保持・増進を目指した看護を基盤として次世代の健全育成を目指す看護について学ぶ。母性看護学方法論Ⅱで
は、正常な妊娠期・分娩期・産褥期。新生児期の経過およびその看護を学習する。

前田梓…急性期病棟や集中治療棟で看護師として9年間、助産師として大学病院などの周産期センター、産婦人科クリエックなどで10年以上の実績がある

到達目標】

妊方民期・分娩期・産褥期・新生児期の援助を行うための基礎的援助技術を習得する

<具体的目標>
目標①妊娠期における看護を説明できる
目標②分娩期における看護を説明できる
目標③新生児期における看護が説明できる
日標④産褥期における看護が説明できる

授業計画・内容

1回 目
々

(目標①)妊婦の生理と妊娠期にお 1こつい る

2回 目
目 つ し

(目標①)出産を控えた妊婦と の心理 と看護について説明できる

3回 目 (目 標①)妊娠期の健康維持のためのセルフマネジメントとそのアプローチについて説明できる

4回 目 (目 標①)妊娠期の変化に対するセルフマネジメントとそのアプローチについて説明できる

5回 目 (目標②)分娩期における看護師の役割と分娩の生理について説明できる

6回 目 (目 標②)分娩第1期 2期における産婦と胎児のアセスメントと分娩進行に影響を及ぼす因子について説明できる

7回 目 (目 標②)分娩第3期4期における産婦と胎児付属物のアセスメントについて説明ができる

8巨可目
目 つ し

(目標②)産婦と家族の心理について説明できる

9回 目 (目 標③)新生児期の看護師の役割と新生児の生理的特徴の説明ができる

10回 目 (目標③)新生児のアセスメントの方法を説明できる

11回 目 (目 標③)新生児期の看護ケア(沐浴・清拭)について説明できる(演習)

12回 目
に る こつい

標④)褥婦のアセスメントと看護について説明できる

13回 目
日 セルフ ツつし る

(目 標④)母親になることへの看護について説明できる

14回 目
目 母 乳 r)し

(目 標④)新生児の生理機能と ニズムに基づいた母乎L育児支援について説明できる

15回 目
(目標①)母親へのエモーショナルサポートとエンハワメントについて説明できる
(目標④)母子保健に関する施策や多職種連携に基づく包括的体制について説明ができる

準備学習
時間外学習

の都度指示します。興味のある人は、先を進めてください。

評価方法
終講試験 (60%)
」ヽテスト、課題レポート(30%)
授業態度 (10%)

受講生への

メンセ~ジ
母性看護学は生物の起源であり現在・未来の根源となる学問です。自分自身や自分をこれまで支えてくれた人々の存在に感謝し、これからの自分の生
き方、看護師としての生き方を考えるきっかけになってもらえたらうれしいです。一緒に広く多様的で柔軟な視野をもって母性看護学を楽しく学んでいきま
しょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシンググラフィカ 母性看護学②母性看護の実践 ≪メディカ出版≫
ナーシンググラフィカ 母性看護学③母性看護技術 《メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看誰科

科目名
(英 )

母性看護学方法論Ⅲ

(異常な妊夕√く・分娩・産褥・新生児・

女性生殖器疾患)

Maternity Nursingヽ lethodology Ⅲ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員

1中並 尚幸 (4)
2前田 梓 (11)
※

※

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

コース 曜日・R寺限
※ 1ノ lく 。1
※ 2 /1、・2

～ 4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

母性看護学は、女性の一生を通じた母性の健康の保持・増進を目指した看護を基盤として次世代の健全育成を目指す看護について学ぶ。母性看護学方法論Ⅲは、
周産期における異常について理解し母子、夫、家族に必要な看護を学習する。

※1-大学病院などの周産期センターの産科で、専門医として25年以上の実績がある
※2-急性期病棟や集中治療棟で看護師として9年間、助産師として大学病院などの周産期センター、産帰人科クリニックなどで10年以上の実績がある

到達目標】

妊娠期・分夕免期・産褥期・新生児の異常とその看護を理解し母子とその家族への支援を説明できる

<具体的目標>
目標①女性生殖器系の疾患・症状について説明できる
目標②妊娠の異常と看護について説明できる
目標③分娩の異常と看護について説明できる
日標④新生児の異常と看護について説明できる
目標⑤産褥の異常と看護について説明できる
日標⑥精神障害合併妊婦と家族の看護について説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目標①)生殖における健康問題 (月 経異常・性感染症・女性生殖器腫瘍など)|こついて説明できる

2回 目
(目標⑫)ハイリスク妊娠について説明できる
(目標②)妊娠期の異常について説明できる

3回 目
(目標③)分娩期の異常について説明できる
(目標③)分娩期に行う処置や手術について説明できる

4回 日
(目標③)産褥期の異常について説明できる
(目標⑤)産褥期の異常に対する対策や治療について説明できる

5回 目 (目標②)妊娠期の異常(異所性妊娠・妊娠維持器官の異常・ハイリスク妊lノ√＼)と看護のポイントについて説明できる

6回 目 (目標②)妊娠期の異常 (妊娠に伴う異常・多胎・妊娠期の感染症・河台児と胎児付属物における異常)と看護のポイント|こついて説明できる

7回 目 (目 標③)分娩期の異常(産道・娩出力・娩出物の異常)と看護について説明できる

8回 目 (目標③)分娩期の異常 (児頭骨盤不均衡・磨帯の異常・月台児機能不全)と看護について説明できる

9回 目 (目標③)分娩期の異常(分娩時裂傷・異常出血)と看護について説明できる

10回 目 (目 標③)産科処置(分娩誘発・促進、会陰切開、市王切開)と看護について説明できる

11回 目 (目標④)ハイリスク新生児 (出生直後)の特徴と看護について説明できる

12回 目 (目標④)早期新生児の異常と看護について説明できる

13回 目 (目標⑤)産褥期の身体的異常、帝王切開後の褥帰について学習し、その看護について説明できる

14回 目 (目標⑤)産褥期の精神障害と看護について説明できる

15回 目
(目標⑤)流産・死産後の女性と家族への看護について説明できる
(目標⑤)先天異常・障害を持つ新生児の家族ケアについて説明できる

準備学習 時
間外学習

課題はその都度指示します。興味のある人は、先を進めてください。

評価方法
※1(30%):筆 記試験
※2(70%)内訳 :筆記試験 (70%)、 課題レポート(25%)、 授業態度 (5%)

受講生への
メッセージ

母性看護学は生物の起源であり現在・未来の根源となる学問です。自分自身や自分をこれまで支えてくれた人々の存在に感謝し、これからの自分の生
き方、看護師としての生き方を考えるきっかけになってもらえたらうれしいです。一緒に広く多様的で柔軟な視野をもつて母性看護学を楽しく学んでいきま
しょう。

【使用教科書・教材。参考書】

<教科書>
ナーシンググラフィカ 母性看護学①概論・ツプログクティブヘルスと看護 ≪メディカ出版≫
ナーシンググラフィカ 母性看護学②母性看護の実践 ≪メディカ出版≫
ナーシンググラフイカ 母性看護学③母性看護技術  ≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

精神看護学方法論 H

Mental Health Nursing MethodOgy H

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 粒崎 一典

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限 金1～4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

精神看護学は、心の問題を有する苦悩を理解し、生きることを支えることであり、また心の健康時の援助と、心の健康が障害された時の回復への援助をすることであ
る。そのため、精神看護学を学ぶため、心の健康、心の発達、働きについて理解するが必要であり、人間の人生の過程で生じる心の問題に対する看護を学習すること
が必要です。
精神看護学方法論Ⅱでは、精神障害のある対象の看護に必要な技術について学び実践へ向けて基礎的能力を身に着けることをめざします。

粒時 一典…精ネ中科の看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

心のバランスを崩している人や精神的諸問題を持つ人の症状、問題の特徴、治療方法及び看護について説明できる
<具体的目標>
目標①精神科で行われる医学的検査と心理検査について説明できる
目標②精神科で行われる主な治療について説明できる
目標③精神科看護における対象の理解について説明できる
日標④精神科におけるケアの方法について説明できる

授業計画。内容

1回 目 (目標①)医学的検査および心理検査における看護師の役割を説明できる

2回 目 (日標②)精神科における治療の特徴について説明できる

3回 目 (目 標②)薬物療法について説明できる

4回 目 (目 標②)精神療法について説明できる

5回 目 (目 標②)社会療法について説明できる

6回 目 (目 標②)電気療法について説明できる

7回 目 (目 標③)精神科におけるアセスメントの視点について説明できる

8回 目 (目 標③)治療の場の人間関係について説明できる

9回 目 (目標④)治療的関わりの考え方について説明できる

10回 目 (目 標④)治療的かかわり1こ向けて自己のコミュニケーションを洞察できる

11回 目 (目 標④)治療的コミュニケーションが実践できる

12回 目 (目 標④)日 常生活行動の援助について説明できる

13回 目 (目標④)服薬治療にかかわる援助について説明できる

14回 目 (目 標④)入院環境と治療的アプローチについて説明できる

15回 目 (目標④)救急医療現場における患者支援と精神的関わりについて説明できる

準備学習
時間外学習

心のバランスを崩している人や精4中的諸問題を持つ人の症状、問題の特徴、治療方法及び看護について学習効果を高めるための予習が必要です。

評価方法

筆記試験 (80%)
レポート提出(10%)
授業への参加及び学習状況 (10%)から総合的に評価する

受講生への

メッセージ
精ネ中の疾病・障害に関する基礎的な知識を学び、それぞれの疾病・障害の概念を理解し、その特徴、診断基準、治療方法と、精神障害をもつ人を理解
し、基本的な援助技術を学びましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ精神看護学② 精神障害と看護の実践 : 出日禎子 (編集)≪メディカ出版≫

<参考書>
精神看護学ノート第2版 :武井麻子 ≪医学書院≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 利 : 看誰科

科目名
(英 )

精神看護学方法論Ⅲ

Mental Health Nursing Methodogy Ⅲ

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 粒時 一典

実務経験 ※10 ※20

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限
※1水。3.4
※2金 1～ 4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

精神看護学は、心の問題を有する苦悩を理解し、生きることを支えることであり、また′いの健康時の援助と、心の健康が障害された時の回復への援助をすることであ
る。そのため、精神看護学を学ボため、心の健康、心の発達、働きについて理解するが必要であり、人間の人生の過程で生じるJいの問題に対する看護を学習すること
が必要です。
精神看護学方法論Ⅲでは、健康障害時の看護として精神に障害をきたした人を理解し、対象に応じた看護援助につて説明できるよう1こなる。

粒崎 一典…精神科の看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

精神障害のある対象に対する看護過程が展開できる

<具体的目標>
目標①精神症状と疾患の概要が理解できる
目標②精神疾患のある患者に対して看護過程が展開できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)精神症状と精神疾患(総論、神経発達症・成人期の自開症スペクトラム、統合失調症)について説明できる。

2回 日 (目 標①)精神症状と精神疾患(抑うつ障害と双極性障害、不安障害、強迫性障害、ストレス因関連障害)について説明できる。

3回 目 (目 標①)精神症状と精神疾患(解離性障害、身体症状および関連症、摂食障害、H垂眠一覚醒障害)について説明できる。

4巨可目 (目 標①)精神症状と精神疾患 (物質関連障害、神経認知障害、パーンナリティ障害、身体疾患と精神症状)について説明できる。

5回 目 (目標②)統合失調症(急性期)患者の看護の実際について説明できる

6回 目 (目 標②)統合失調症 (急性期)患者の看護の実際について説明できる

7回 目 (目 標②)統合失調症(慢性期)患者の看護の実際について説明できる

8巨可目 (目 標②)統合失調症(慢性期)患者の看護の実際について説明できる

9巨可目 (目標②)パーノナリティ障害患者の看護の実際について説明できる

10回 目 (目 標②)パーソナリティ障害患者の看護の実際について説明できる

11回 目 (目 標②)うつ病忠者の看護の実際について説明できる

12回 目 (目 標②)うつ病患者の看護の実際について説明できる

13回 目 (目 標②)パニック障害患者の看護の実際について説明できる

14回 目 (目標②)摂食障害患者の看護の実際について説明できる

15回 目 (目標②)被虐待児症候群、解離性障害患者の看護の実際について説明できる

準備学習
時間外学習

精神障害のある患者との治療的関係成立が理解できるよう1こ学習効果を高めるための予習が必要です
精神疾患、検査、治療について予習と復習をしてください

評価方法

※1(30%):筆 記試験
※2(70%)内 訳 :筆記試験 (50%)、 レポート提出(10%)授業への参加及び学習状況(10%)

から総合的に評価する

受講生への
メッセージ

講義およびグループワークをとおして、精神医学の視点から主な精神疾患に関する基礎的な知識を得、また、精神科看護方法に関する技術を学びま
しょう。

【使用教科書・教材。参考書〕

<教科書>
ナーシング・グラフィカ精ネ中看護学② 精神障害と看護の実践 : 出日禎子 (編集)≪メディカ出版≫

<参考書>
精イ申看護学ノート第2版 :武井麻子 ≪医学書院≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科 目名
(英 )

看護管理

Nursing Management

必修
選択

必修 年 次 3
担当教員 大原 朋子

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

月。1～ 2コース 曜 日'時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護管理は、看護の目的を効率的、効果的、そして創造的に果たすための機能である。看護職が、高齢化や重症化によるケアニーズの増大、生き残りをかけたヘルス
ケア組ヤ,Hその経営圧力の中で、人々の尊厳を守リケア専門職としての責任を果たしていくためには、看口隻管理がこれまで以上に重要とされる。
看護管理では、看護者自身の自律を支え促進し、ケアの対象者、提供者双方の多様性をふまえた協働のしくみについて学習する。

大原 朋子―・30年の看護師としての臨床経験あり。現在総合病院での副看護部長としての実績あり

【到達目標】

看護の経済性、効率性について考え、看護管理についての基礎的知識を養う

<具体的目標>
目標①看護管理の基本となるものについて説明できる
目標②看護師の仕事とその管理について説明できる
目標③看護の質向上について説明できる
目標④看護管理に求められる能力について説明できる
目標⑤看護職とキャリアについて説明できる
目標⑥看護と経営について説明できる
目標⑦看護活動を取り巻く法律・制度について説明できる

授業計画。内容

1回 目
(目 標①)人々の生活と看護のかかわり|こついて自分の考えを述べることができる
(目標①)看護職の活動の変遷について説明できる

2巨可目 (目標①)看護管理の基本となるものについて説明できる

3回 目 (目 標②)看護師の仕事とその管理について学習し自分の考えを述べることができる

4巨]目
(目標③)看護管理と倫理について説明できる
(目標③)医療安全、医療・看護の質と評価について説明できる

5回 目 (目標④)看護管理に求められる能力について説明できる

6回 目 (目標⑤)看護職とキャリアについて自分の考えを述べることができる

7回 目
(目標⑥)看護に関わる医療・介護制度について説明できる
(目標⑥)病院経営と看護管理について説明できる

8回 目 (目標⑦)看護活動を取り巻く法律。制度について説明できる

準備学習
時間外学習

テキストをよく読んでおきましょう

評価方法
授業態度 (50%)
課題レポート(50%):看 護部長・看護師長の役割について

受講生への
メンセ~ジ

べての看護職者に看護管理能力が求められます。
実習を思い出し現場を思い浮かべながら身近に感じられるように想起しながら授業に参加してください。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書 >
ナーシング・グラフィカ看護の統合と実践① 看護管理 吉田千文(編集)、 志田京子(編集)、 手島 恵(編集)、 武村 雪絵(編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科
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利 搬ネ
(英 )

行動科学
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0既 ,神経ぶ 覚器・I～分格 `4,註 絲〕ほ‐)い て羊縦れをに学 1141F,cヽ ユカ■デム

'こ

開 (ィた生却吟烏々、4り 1('きる

鼻体n4H森 >
Я橡(「|,形態税結学の学孝すの好坪伴itiついて理農子と,裁静的,こ景特tと参加サ

‐
る■とがで■る

出1■ Oj,翼

“

体濡系の帯渡と,賓能に:・●ラゝて税引できる
』1,C券 界の別滋を愛本ナち感覚捗

`′

′:いとを紙権につⅢてヽ莞り1でユ与
Oぼ②tⅢ白,から緒報を取り入れる帯ど組み

'と

ついて晟舛
マぐきる

費標04:聴捧の掛造を熊熊子とつlィ 【`説夢1できる

自採

R甚・沖器系
(鶴 標0)形権機構半 r′ ,学習

"必
要性についてラを明でき4

(謝 練堂→犬態イア)1幾織 常́導について説Iriで きる

麟軽髯
t弱環の,碍薦・ユ髯幹'ノJ｀巌の構造と殺能iiヤンヤ`(載群

‐
rを 4

1と 'F甲 工ヽ れヽ

畠廊:瞬 麟ヽ標②〕ゼ,球の機紺と構造につヤヽて監切てきる
1歯

“

甲:｀工れ

猛世1件 :
]音・神無系
(偶 係②薄静経^帝撻神金(′奇イド造と終他に,し てヽ載排 f■み

3ⅢI吾
(昌 導O)鱒壌・導室の祐舞の構造を機構
∬議・耳申 l・f｀ゲ冷

61ヽ】:属
町 '稗イ子糸

と目れをくЭ)4当 ′
―,生管の構造と機能

Tlti:β
r目導③〕業←負輩み●

'す

と籍みlf´,い て説r鷺できも
歩ぞ疫 糸

81耳:I::
f日 採()'占然免袋系つ仕織力と装得免疫革と寃i朗運につい (
彙寮 系

,膊 雲
(日 帯0)免職鼻i感染荘(■マ,い て説拐ぐきる
殆寝 承

:命盛 博
免堤 糸

I日 株a))γしルギ 十兼↓:.免震疾患

illll H
(厨襟0'凸分泌の仕無みをホィンモンについて識明でき疼,
]`分了
`系

:ι Oi博
r麟 凝蓮),となホノ

'そ
ンの分♯を作舜埠冷彰ヽ(義学!てきる

内,I糸

1報
=:斜

ぬ介泌系
く雲馨◇〕措質・描質'″ンノくク質の代議1(ヤれ て`執嵯 〔ヽ る

11観 臓

内分導系
(棗 帯こうグルi訳一久の流れ|´ rンス4/1こガ〔■止統嗣針ilこついて説riで本る
為介泌イrt講蝶 官ゎ構造とr式推tこ ういて誰明せ*あ

i5,11担
(耳 祭6)子再生残す俄組みr'ヤ rr裁弊t=`,
往韓 恭 糸

群常■世
おli滋 1タト■!習

専鉾用:語が

'い
ので、事:れとにわおうない

=慕
を調ハヽ
=汚
くを,/‐■年|→Httrがこと

'ェ

ます.ォ !か■ない
=1黛
そ劣求tt4せ ず、その都縦賞加サ^ろ にうにと主′チ

か,す亡したゔ

群籠 オ4
革烹li特路 (ilθ券)
＼:(14%〕 |イを(お0%| ※岳(iθ努)

費i苺生への

メメとマジ
,tとめての専牌繋謡などで難 1′か気持与 も々つた思いますが、千i鮮Ⅲたヽ′IIイ スな如長です.Jヽキ′ず′,|ふリサれくがんtrゃ まミ′rう .

〔標:月 1秋
`■

●:域材イ李4番 〕

て教子1苦 ,ヽ
| オングT方イカ  人体螂 造と機能0群科生翠学 :沐■ 舞二 くⅢ十力学I坂ヽ
f― ,'レ クイダン,ィカiXC歩 層・(4経 くメデイ脅黎憲>
す )′ンタイウフ !́′ジ,ヽCI式 '4燕璃ユチ・湾。書構 A蕉歳 てメディカユ積 :〉

' 
テンクダ,7r tEX尋  管 Lヽと黒器 t凸分送 ,て (4奪 <メ ディウ占章″

!ヽ テ】グメラアィうEヽ●〉 女准ri弦辞 くメディヵ饗減 >ヽ

_ ●ァ



2024年度 授業l既要

学 料 帝ζ:等不十

荘晨名
(1案ど)

形態貌縄学m
(呼吸器・消化器)

Fuれ Cti(,1,4〕 1`0rph m

必修

密択
必修 年次

1■当茎文員 爾蔀 華司

実務経験 O

筏業
影憮

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分 前鶏

火34,―ス
t

曜日・時限

猛授業の■習内容,(X突務経験琺あ為教l浪、知見を有する教員が、どのような授業幕実施するのか、具体鈍に記畿する)

人鶴の鍵療任闘わる段種では、人譲Iの体(人体)と ,心 tこ関する無識が必要とさオとる。高校までは、粧4勿を壺lJ物 ,こついての ‐般力むな角:識を生物学とすこ学んだ 本゙牟,静
では将来伊ti康希1学に到する往事をするために必要な、人体に関する生物学的ケB識を学ぶのが形態機能学 (解副■・生理学)である。形態機識学霊で婦:人体と心ここ開
する魚議のうち、呼吸器。消化器|とついて学習するゃ

※1'…聾拇医師⇔柄lとllを テl大学,細胞生理学にて10年期の教授経験あり。

I夢1達目標】

人体の1著難と機能(呼啜器`善子と霧〕i上つとヽで系統織|こ学び生命のメカ‐ダム:こ関した在理機能を説碑デlできら

<共体ま与爵撚>
田鞭①彰鏃拗施学の学習分必要|よ世ついて井・■丸f`´積極酌,I授業(↓参加することか rホめ
団擦0平破路条分務造を数縫itつ しヽて税磐できる
ヨ様③鶴化器系構造と核粒毎ついて説明できる

峰黎紺戯鶴 客

t輌 辞
時Z鋲軒系の そヽ子産と横茫 (十〕唆絡系の役割 1鼻を募傷■'鳴与顎,
(臓 犠G,4や 脅からユろ空女1分 i癖 1こ ■る,で ,滋齢する呼吸器官を碁げることができみ

=:“
i拝
轄1壮器糸の結オと,袋従等崇装 (準 )i)
(脅裸ё

'呼

崚幹系す)独 !培 ,力 Fれ ,滞筆化 {感染防御)猿構を述ペアジことができち

漱観播
lⅢ

 14投鋒 糸 (′】碑 章 常独 駐 漁ヽ tと I気 営 支 `輝 ,
(暴 t輩じ)H鞠 |●にお11る約瀞′切市●拉鐘螂係が識耕でき/,

看;11帯
IⅢ i放の プ ロセ ン〔多r氏・

=,I此

4軟
,

(職 採(参 )丼 ,1とのtl子,4´ r'■バる1ま rができる

好麟:景
f増を吠 分 :ク ロ どスtガ ス分整 :峻 '/くⅢ孵ギ次|

(委報¢)呼強ヴ)幾浅主をとバあとをが rきる

6と li経
好憐鈴説薄X ti学 (甲絲:|1守唆i#i簗●費容器・呼唆牛11)
(爵標C'〕 力 t′子耳Iメー々一f渕章する俳気量分画の意味を説瞬できる

獅藤毎
呼残の副癖 (仲≠吸習宙F,)ノ′,,果器て

'お
I呼吸筋 '単咲の様々な巣常,

(自襟0コ革澪景 ,第鱗績量 ,1,f瑚努拘I呼気容量 ,1.移率つ轟抹応用無iイ イいて迷■ることができる

観尋強
呼 戦 諄 r、ヽ の 挟 負 t若モと
f博採C)外呼唆`大 呼ヽ唆を説明こきる

9挫〕豪
:強絋

(博 1離 C)i廷徹り潔節機構を述べることができる

10回 日
受量¬爵

く目擦0)肇lkの成手)と指耗を誠り1できる

強l11需 '纂
■

(い様0)歳め構造をi`べ、工:貯とよ久曽の生魯を挙げる■とができら

士?I叫 離
ヤllてと
(層 標0)黎 下◆後rⅢを|`ミることができる

13国 日
吸 増X

く欝採0)脅 。4嘲与・方〔聘′〉博控務4「碁げることが'できろ

i4烈 掛
(目標⑤)iヽ 1とでや偶駐緯から分たされる滞 称と、各々が作用| み

tう鐵日
薔Fも鋒来の成手＼とをt
子韓採命)鴻 ri器の持津柱:ヤういてお′ミ小ことが(本為

攀納牛習
時掛1外学習

専Fη踊講が多いヴ|で ,事薪tお,からない;要を議べておくと桂業中lr、理解が難みます。静からない●とこ虫そのま上にせ。す、そ吟郁1=賃聞｀す~る■う奮litと み
がt,ユ (´ kう。

評4購 f与法 (11(,(准 ↓

甍」監上ツヽ、■)

メィlrヽ ―
=ブ

|`Ⅲじめイの奪Ⅲl'苫着手などで難とい気|キち分t〉ヤ。とよ学ヽますが、若:資蔭市とヽ′て必要な知義●;■ 少 (′「・'→港り手1く が注!ばり主しェうゃ

【症真:業 fl書 (数す。参考碧ユ

くこ:数ⅢⅢ♯|,>
|・ |ノンゲ,イラフフr力 ＼`体の帯i“ど4操鋳● 角▼剖4理学 iイト正 雄■ 〈＼メディカ麟→駁>

燥丼||工韓 ,点ポ… /◆装f(1=テ 11護 |:



2024年度 授業概要

伴 斜 : 寿越 111

,1半数員 ノどヽ熊萩妙紀他7名必修

選根
′必隻歩 41次 2

実務経験 O
孝単日名
(英 )

路床機査

C''1ミ iCal■ xみ nliilと生lon 号H講髯分 ,1引岬
コース

授業
形態

妄静:疑
孝念μttF韓
(単位)

側

２ 曜自・時腺 金 .34

において、給療や処競の効果が将学的に証明され、根拠 ,こ基づいて真残さ,1′るよう:こなつた。
ス,こおいて、医茨琺が五いの専″η知識を基に共透毒語を使‐ぅて無をの茄経や治療力雀|、 お療効果、ケアプラン策定な声について討識しなければスムエズ

職者 ソ‐タを解釈 る基礎幾す 角!歳を修寄ギ,る。的を理解と′

とゴのマkうな社柴々宴れBるのか、果 る〉

ひをつが臨床検査であるs
り、造燃力浄符1決定する′‐ド,Iとは、聴昨禁密を欠かすこと

'■

できない。

カメ″ケし'ン
に進まないぅ

<具体的B標 >
H絆①際療施設で行う1狩査の介助や傘言つ指導tiついて理解か深よる
目学0クi領域分核査方法等検査機器iやFに′′しヽ(建 4子と、デ …夕と茨ホをつなげちととができる

ついて理解し、霜冨寄ケアの実業に役立てみことができる。

凝
=iⅢ
洵|● 1客

k囲 爵
、TIヽI11lЙ査
"流
1,、 1“艦.暮■/ヽゆ説―婉たれ庁、1徒Fttt'芽係

'政

激、保1存 ,移 ,と法に,サ |ギJ上謝す⌒

2壇 爵
看 畿 程中■)役割

〔評為e〕感染伊デ■対策、若野整歳抒が英施`措好する携査、生仏検411=■)介功、熟黒の取り概しヽに′,いて実施できる(猿習)

鱗将臓
fヒ学校F→｀

く督約9)と二清
=:内
質・I虫た輩声

'第

。糠代材・残坂It謝検為::■・うい1■弁Tす る

tt01掛
1と 7移静霊
(毎 約②〉蔵ψrヽ空恭rヒ合物 !筆'代講・普機能絵■,盛:年賓,報IIttfえ'去 r寺静|,鋭 ,(驚 fヽじタミうノ,薬協猿茂検査tiついて理解する

51il日
党 技・五 石ヤ7郎 ,破査
(昌 齢◇)炎症・城体松本u、 ア1/′レギ ,オ本 封モ:募マ ●々 。募;熾 trぅいてH鮮する

6,li l蒋
'μ

:翼1:攀

'91父

黛

(爵染tO)細
"'診

とチ1理和徹に4,いて学Å1

71功 踊
〈掛約②)な。喪 鴻貯留 'ぷ省艇波 ,μ粛:波ギ :riれ につい (裂年する

B「 1停 |
(綴 血流マ協xttk・攘強i軽歯・浴載、:ヤ横れた。骨擬検本!と →与・〔

0雲 繊
畠生 午η手 至9慈食
(趣 れを②)癬突症の珍l与‐、各種熊楽)1声 セ́夷登,マっいて毒:撃 1/、

10itt lヨ
は砕 争嘉切 M再

(日的②)各種病ぷ体と検査|と ,いてlill解する

■ヒP4日
関分 泌 字 欝 板 査

(博 的0)r垂 体競業,卜差体盗案・甲状燥。濤t雫状嫌ホル甕Iンど)椎査|こついて鶏1解する

12蜃 目
内分泌学的械薇
(F約②)欝1腎皮質 再ヽ奪普髄質'離棘・月孝鱒→薄声i常 ,その1上のオランモン伐査!と ,し こ`瑾解すわ

l討耳 il
′キff^標4
(ド的②)41理養能検益柱1つⅢて学.∫

よ4博 厨
生,S棋食

(民的②)生 )主`幾歳松査ほィういて学エ

15:聾 fヨ
主 体械 査

r鎌 義守く,》 瞬像桟査|こついて■ボ

準錦学習
皓間外学費

苺P4用議う1多いでアl‐で、事前にわからない言泰た譜′くて4や(ljt来 ■P,翠蜘|が ,4テ ,ます.1lFttIらなケヽこ■ユその主ユ,こ せず、その糾療質韓1する.えう1こところ
がt)主 /ヽ=う。

評価オよ ¢記試験 (loo劣 )

貨こ1生 /＼つ
ドッtr‐一うジ

崩気を理解→らうえて軒床横査1')始歳はさ雰ご,c絵査デ ‐夕と八閲¢,身体の豊常が:∫
"よ
うtと鮮:連すている|)か ^絡に■fパ

=と
フょゔ

1掟崩欺相
―
料文教材貫参考吾 I

く教手1善
'トふ輩歳:筆半講ri騨 :導 篤米棋交 く肝学書綻|

轟属移く薇|・メボーソ導1翠■淡 なと■i



2024年度 授業概要

学 料 を

':篠

本:

手導H名
(英 )

病理学

Patho,ogy

J跡修
選択

必修 年次 1

催基毅畏 松尾 拡

○実務経験

接 業

)レ熊
講義

総時間
(単位)

30

1

岳需韓区分 後理

コース 盤粛・H寺限 月 1・ 2

【授猪の学引内容,(※宴務経鍛r′′)ある教員、無男力在する救貝が,どのような授業を実施するのかt良体ゴヽ」に記歳すめ

病理学では、なぜ身体に4:調が起こるのかそし',療掲を考え、それちが実際の患者さん,こ具体子r、」tこと|のよう
'I現

れるわかを系統約■学がs

株犀i拡…背41'・ 軒として郵年α,安績があり、友タザ→,大学持経て、携在,1,デ11歯剌大学で病理学研究実績がある

【番1,差景:票 I

病気の承関の解塀.発生機序れ入体かヽの彬勢、縦識のオ占澄変化について説出月できる

(共体蛇目標>
H標○病え

"療
ぶl,こついて議ロナ弓できる

苗襟②窮気の成り立ちから先天其常・代醜:共 ftt・密環障害。灸症,漣務につ,ど てヽ説明できろ
韓凍②身谷内でい病釣変す監の成り立ちについて識甥できる

標準OⅢ麟i11オ司容

士:こ】働
,静4守 |‐C
(磯 凍0)

年ォキit・看亜なすA理事
病気の燐ミ固、

‐今ま,y由因ととてどのようなものがわるのか説明できる

修嘉博
癖気の旅熙
(岳 様0)璃気●″,l(lキ外閑に難とりようなものがあわ か説明できあ

3'ど 出
鵡‖

"越

'汗鰍械 T'晨 千易オュ出メぷ

(群 標つう縦胞 報ヽ繊の機傷とその原因に→【′`て説映で*る

4癖 日
袢十$丼泄.平員 1ヽ'):;真 ,易

`と

え

',‐

アυを支比〔とtフ【
『
)灸猿と

(■ 排②)炎たの募渕ユれ

`状

1とついて説明することがで苺る

島|コとll
免級 士免技 イく傘

(μ l要笠→雄生体:ユ i僻 ,ズ rこ とヽ′【l,ノ 兎疫、党喪痰応について説明で*る

う麟員
′|クレ■ をF ttt疫狭絲
rH標 9ぅ ァャルギ‐反i嶺多床畳症攻を自と免疫寮蘇につしヽて下売lデiでき為

7,|1麟
媒4'冷|

r臓標つ)ぷ策生の原蜘とな心病原れに持歓や落生の感染防御機構,こつ↓tて、またてヽ表織な荘4左とそ夕′ヽ冶療みを
'物
iとついて説明 きヾる

8'=1爵
静凍 i革 警

(荘 毎②)止嶺挙

“

基tし ての功雄R・,夏:化症がどのようlF病変でわるのか、腕炎の形成過斑ti学習→/υ。だⅢA4を |ンで
'ま

オ義二r病態に→いf手えサ1できる

'IⅢ

l lJ
r(再奪t軍帝

(環韓②)奉猿変1と■)いて説明できる

l ⅢⅢl樹
を1とと先
r雲 ほ②〉と|′)を tと死だついて学び、尊巌死や競和医残 ,騒和ケアなどつ終末1携艦抜の瞬鷲ilこ ついて考えると,→ミ【t浄み

11哺 慟
A責築官ユ嫌秩争異常
(掛根0)遠伝に膊する葉本占様H融を離認したとで、先天異常`遺伝子鼻常

“

ほどr分ょぅなものか、どのような妹崇で生じるか改朔できる

t2i=;消
疑 ザ易の 灯 表 と分 す手l

(強 1票の)越坊とすよ,rか、かスブ種とf式腫■)連ラヽ1ま何か、ぷ桂疑嘉と真社経蕩rヴ )峰 |ヽは付か、などtiついて,IttIIをえ明 (さん

帯群歯
燃銹ラ】,1の察駐

(洋 韓0,艇窃ザ|うと生機序tiついて訳 ll月でネあ

14れi,
生 績 雪預 tとよる生 体 ♂

'採
争

(確葉0)生活習どttとよる■外・ でゝアヽ影響,こついて誠印〉lてきる

1〔 ;:≡ 憂
放今
=裸
による主体の鮮吾

(,載 OⅢ 数,1津 ti k/ヽ 生体への影殺について主ll,1できる

輩衛学守
時語:4、■苦

守P4用 轟がういので、事厳,こわからない言葉■調べておくと長共中♂)理解が逮みユ夢ぐわか
～
,ないことはそいままfiせ ず、そ●部度賓簡けるようにエエろ

う|け
=i′
■|,

洋1薄 ,デ法 Ⅲ■試験(i90携〕

登蔀生小け
メ.,′ iィ  ン

,f ll l半 .衣サ,i裕 くデ:二 |ヽ '徴俣)● ′)いて湖連鮮ffて考えていく,1戦ギt′やす■を思います。暮#4用蒔など鎌 イ々ですが  縦 :こ学モデ:主と布わ、

【使用教41書・教 l′tr夕考書貰

て笠∫l巻 >
ネ|だ暮護半と,座 苺秦9基苺分♯}疾崩分歳子立マⅢI蟻慣のlt達てう 第慰学

(参考襴■>
‐卜 tr/グ `ク ,ブ ィカ友第分戒り歳:,,0癖態生理学 :学 :内 妻明 玉メデ r力と11板 >

箱同体縛。IAボーツ専錦学校 埼瀞 |



2024年度 授業概要

学 千キと      をに身分l

科日ネ
(芸 )

茨森治席諭 I
金望̀神経 ,題助器)

Dtstぉぉ,Tt eな れェent r

必i歩
選択

必修 午次 1

推基教員
※1勝円 毎(8)
※2松舛:元 (7)

実務経験 ※2◇

t受

デ手ケ態
識義

総1寺臓
(単位)

30

1

搬講区分 %坪

`'―
テ 曜日・J寺限 ※,,火 2※ 2.金4

憲授業の学習内容

'(※
実務経験イ)ある教員、知1身′を狩すわ執長が、どのような技業を実施すみ/)か、兵体勘に記裁すみ)

謡・:中経系や領靖機能,〉韓害,ま直接死に直結チる■雄′rつあらヽ ,いてナ,酪 t斜 !継系で,土障害されγ。部r'Iとょり症米笠
')発
義Iま異な衿、療幕や紫等のI寝序iとミっ

▽
r恵 !とり得る牌磐らr■測

し域秦を行■て′ヽ1こ とは若護たとても重要ですJ
淳動擁能I=人の生活に深くかかわり、Stつ ,I歩く:r´〉ヵitゞ :と予↓,々お本勧体かを,越味、仕事などコ己宴税¢)ため,)14勤

'こ

tVく ,森くかかオフ■ている▼
これら分幅広い分幹を系維持|こ分れと′、それぞれ■1持織か1)サ蕪,怒生理・範状など埃患1'■角子につなtFもこと

‐ζ著譜に必要二tア‐セスメン離セカを美います.

1(1妙 i驚住…23年の内科医とlⅢ質宴務経験がと)り、大学嘉|.l拡学部1こて叛授をとて教育'指 i幸孝と携わる
※芝朴井売 夕0学以″1互〉整形医簿ヤ|´ どユ,実萩おfある

【到遵目標】

随,朴等素、越奉lJ絡累察ぶ,こ聞
'る
病寒生裂・症状■女交を駐黙i′、々 ヒユメントfきる幕華的券,織を修魯〕る

ヽ具体l(J営 採>
a毎0霧イ神経系家感の寿体織ア・イスメントができる
Hl棄 (わ温動器素疾怒の身体能ア‐セネメ′|が Ⅲきる

援葉計爾・内容

1毎 日
男西 たうえて し

ワ第1樹
と ヤ:つ とヽ (■呼:←とる

8 Ⅲi彗
巽肇l lt甘 と草占苛祀盛湯

(ヨ標0)賜重管姫省 ,舜単々玉瘍を■t',Ⅲ lうれ状森かヤ縛単
'こ

議襲でき小

11す :科
瑛部夕1傷 .′'卜顕症
(轡禁(1)'頭常う夕携,オく要庄Ⅲl,X,升 riす る社と,オ :=を

'1朔

で■み

|:11安
媒楽士よ懇、す壮ギ手
(HttC)伸 4と神経焔

導箋患
の悪4,歳 1ハょと`堆」14今をの授線をとおころ換嶺 i荘牛オ雛工に1説孵できる

拌群 変
14環
簿 '手錦 斥大帝■み、ぶ 井 エ

(昌募中)う禅企変性歩患猪,Iび ふ,)れぶ。定義(原 l′、lt:→ 予`てれ嘆 fきる

7:|:策
′、4溝 Tri ttA患 、協 証 い〔次 忌

(目怯◇)末橘″Ⅲ縦次岸と脱手ヽ:に狭荘の病謙生撃ほついて誠鞠・rきる

導i=:4
打疾愚、こスタかAr
懺番C)続簑ネとて ,と・ I伐朝できる

a革:再
xH手勤静の検前・淳勤子の異常rrttt,れ る江犠 (=子令～♀P)

(日 源の)還競器の解剤整:ミを理解:々 う●で、逐軸希分共常 ,とみられる,■状ドンっぃて説明てきる

穣0れ :い
蟹 ,レみ

'|で
イ丁オ)イ↓ろ隙 :歳 く子`39～〒6,

〔J襟②),革動機オとに必要な扶Fれ■・うヤヽflt切 さ4る

■ ;■ 1郎
連動器裏急の主なお療・処置t'7T^lo5,
(欄 採0)大難‐A壊器甘ヴヤの治策寿法を,itt tと る

l,画 需
遂聯掛 ♂l友患 ('■ OS～ 球′,
(F捩り)今チ、えモ臼、輔蓄長務、その亀■)体傷tとつラ`て説萌でき驀

おれil`
逆9:群 ゲ)攻想 Pヽi都 ‐`″341
(厨様②)骨糧な症、問飾炎韓と第,大、変形1■博壽おテた、大燕骨頭壊死ほつい

44巨1携
煙 鋤洋■)襄 患 (I'233 ・ヽ″73)

(漏 標②)ヂ性変4求患(付 革ヽ去キi漿務、・ ,本…トメント序狭群;とン,サ てヽヽえ明できる

1馬口 F
えΥ助学予(″ lンκttξ (P″イ9ヽマ30′ ,

(彗標C〕傷決忠,茉Ⅲ澪神経感然 そイ)■:ザⅢ共を;玉いいてg勢.明 できる

オ■幅Ⅲ督
学
=脚
外■イ
歳髭:及患4其F“ ,ユ無引■荘分輩走イか主要Ⅲ4サ攻

‐,.:影態携北事;で学んだ内容について夜習を行い授携祥機をfを .
ことき■ルだ内容■(4装 と,学ボ携ヽiI夕賞とな′ヽ手きヽ ,■lr復習を ,分 riィォぅ.kぅ tit′ てくだ事い。

簿続方法
筆記試珀 (10け猜)
※1(神 1お )
シFク (もい,ち ,

:士ら41, T'
メンlr‐ ‐|テ

泰I虔け友患理登とが何 .オ 1至I″ で

'。

今i贅め査オ

“

|ど|う `,t,な歩片1社を,■上、ど分■うなお療を受Ⅲて,ちか、と,り ,ユモう章仝身将A尋など)かなと,Itl■ lr`テ,ゎ
fそ、')大モ必能な1筆 :寄が撮毎Ⅲ6ことち`せ■まヤ.帝 ittf井 共I客に害〆1/でもらえる看誠7,,I鎌彗(■なるた】,に癖態東常・友患群鮮を,分 ,こ iとかtい,r
く
'fさ

子`今
,ヽ魂争輩モ荘元を1学

'て

A崩 tカサ.liう |■ 1′て 干` Ⅲ

11文瀧教本:書 `教材。参 :を学 I

(教■1斉 Ⅲ
ジ テンダ,,・■フィr力ぶ よ

=と
予itC万歩 Iヤ益:永

=:1冶
、イ〕
=|´
子́ (ドディカlti厳 )

ヴ・ !′ンゲ グヽ
'フ
ィルRX去なと若i隻¢ 注 ,ヽI:v^寸 本、111本点

=(ん
fr方
出嶽》

て⌒
'考
爛「渉>

綿 rll医健・スボーッ奪μ増学校 l.~漑 rヽ



2024年度 授業概要

年 11 若護科

,■半教員 1公本 綺久必修

選 択
必修 年次 ユ

実務経験 ①

増厨名
(共 )

疾病給渡諭■
(血数 ,造ぬ器・篠環器)

I)iseェ ↓o Tiゃ at,rlent H 閉議区分 後理

r‐ス

授業
形態

講義
総埼擬
(単位 )

３０

　

‐

曜日'崎腺 水・1,2

r工枝は助索やi較マイ表業の述機,曳袋など人が4iをてしヽくのに重要な役著1を持っている,威豪,造■器の障害基ま、これらアッ世
=11と
共常をきたすダk患で,蛛 .求た

く※

ることで考競
て1)|^分な衣H表が求めら拍́まづ

‐

つなII スメン必要なア■4 幾力を警与ヽます

訂ユ礁驚1‐え,〕rブ)み工.

自衛球14院において29年間歯君区用としての実績がある

・治血器系、循環器系に移gする病態生職 症ヽ状 ,検査をI華解t′、ア l′ jスメントがで孝る工埓頑゙約知識を修得する

長l(キ 的ヽ昌襟>
晨編◇議I法 ,造穂i器疾患系の身体的ア・ヤオメ′卜ができる
障粽②,`1環番系疾藤の身体約アセスメントがでをる

目

&1機 自
血′藤の手恩成と務毛礎 (P、 16～ 17)
tF標こ〉)章モ校の今成分の働きについて誼鶉できる

21:博
InI綬 .近舞I審の異字でみられ′る妊墳く手ラ■8～ 41,
(藤礫0↓ をさと、うと魯、リンメく節煙巌、易盛券症、ととれ頼間、̀岳'靡 ii′ )Ⅲ■説場できあ

軒強,嘉
蘭τえ'i空 差I審■)異 〔ギ r4,ォ ,ォ しる子女蚕 (P4打 ム ;“ )
〔舞群(ll〉 来:恭血機査、骨縫検査、森筆x叡角ク

'1央
査、ガシ'ぺ節伏Aに 今いく!らえ,ifとみ

1オⅢI舞

V厨

“

え・垣 猟L審殊 傘 劣1藉好・米Ⅲ臣 Iヽ夕む4～Vl,

(員 幹り
'rヒ

学房輩i進血!,囃嘉(み捨亥(と対すな丈侍禁ひ:、 敗与f患ゑ法、推止、造れ丼 1々漁 |夕

“

と、なれ沐常瘍以 ト́ゲヽれな1文患tr対 ,魯オ|ゞ残,こ 1おいて
対瞬(■る

う:革

'営

猟:牧 '章営モ神の友 患 く賓 姻なXP,92～ 1樋 ,
(晨 導ゆ)金五:(′ノ難豪と特徴,こ■,いて説明できる

も国侵
斑〔It・ 逓 ユ 壮 の 次 る (工 |工 lrデt瑯 ,tFi 96～ 11■ ,

(豊標三二))}|1誰 1俣向の慈覇
'特
徴,とつ卜て議蝦でとる

411吟
則H宅 ,`生釧番り次患 (凱 rFrく兵F,くをlV6～おら,
(将標⇔)れ血麦ヽ■)種類と書敬について磁班できる

奉園 常
(曽模0)ツンパ房遭¢)種振と特徴について説明できる
ml f波・造痢!子手ザ)I兵 i尋 (リシヤ` 長奪,(P.1'`^フ 1患b,

I,10「 I

裕 粟帯 王〉絡 道 と租 鷲 、締環器播鵡
"共
需 4そとか ら|,さ

(F韓9)孫琉器7,構造と橡繊について想線し、柄秦揺基帝●)異常Iテ●1大 tt〉Ⅲl誠鴨 rきる
状

iOIユ!癖
(お 撃0,イ香環岳察串公検令と諭兼について説明できる
薩 凍 活 米 の 夢 く 、縮 凍 蕃 決 講 の 工 ↑ F含無

壮1'|:澪
心不余、声l HI紫宮
(置 禁0),Iヽイ|とと血圧異常√/芳4懸 t岸世ついて議研できる

12確 博
,マナ■ユーム‖功縣硬イと在、冠血流躍釈 ぼ工↑妻Ⅲ峯襄 f・Pヽ )

(藤 採②)モFr‖…ム勤派 ズヽ化症と虚血性心察ぷけ嘉態生riこ つ|、て駐併〔Iる

1患

“

I癬
t舞採②)茄 1激 rと、導系■弁機熊燃書イッ′

',′

X,熊生理iS I>い ぐ載猟できふ
れ'1慕伝S系の韓て、弁機能

'ど

障唇

lⅢOI善
先天湮 〉サtヽ綴 の浮 憩 栄 信、心覇揮拝 、心鞍 の具 耳 (心月冥′入

‐
,

f臓祥0)先天桂心療燕と心残炎砂病蕪生理について議朝Kt寺ろ

1る節 脅
起4穂り 掛 箕共 郁 、篠 環

=子

以デトの沫 狭患 に工る

“

算 審 糸
rブ ,洋看攻 t卜 1い■全

(繁経0,適 筆/プ 長ヽキ,とに環器系】タト′/)将く疾患い府熊とメカニズよに′ついて3itt fよ る

準備Ⅲ警
口と内外Ⅲ苫

前提 :察恋報弁4tて は解封t聡■)理解が,必要となります。「形態義縫学 Iで ⅢAァアfぬ容 ti´●サヽT“奮#F,|ヽ城主 ,こ臨Ⅲこと.
ことで

'Aヴ

t,■なが看斎葎学ぶ球tこ黙要をなってき枝す(′,ご復雷を :今 1■ ,,Iう 1子 (′ てくださⅢⅢ

評掘方とそ 学■試験 (l軸第)

文 i書生声、け

メドと ジ

荘護は次奉撃群が子。本
`重
要です。活譲の角魚がとⅢⅢよ,4疾忠た詩ち、こ|のような1奮求を貴1'ているか、どつ,,tうな全身状与なしかなどすと金 ィヽ(,,み て

その人
'こ

必養な者議が提社耳ち工iができます.若歳のメ
ー
:々 t革スナ↑も

',14奉
:立の巽1覧着 tとイだわため:と″f無荘虎ギ・疾な尊鮮とと介鷲雑め (い→てくだ

さい。
筆醸管理 |こは気を付けて大席1/ないよli,とフて下さい。

くオ蕉Ⅲl学手:>
ナーう・ンク,ケサツィカEX崇 患ユf′"義1)は

“

Vア t/ルⅢ…れい扉慕/感 4声 籐:矢野入す (メデζ力Fi士故〉
Ⅲ…!ィ1/グ・グライィカエX友な手ζ護② 征素善 球床峰

`打

】二市英志、翻撻彰■ Itiヽ 英::ナ ≪メディカ名線〉

【掟用教科書イ教″オ・:ダr.ど ,

て今 4翼 1):|.

|  'イ



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

疾病治療論Ⅳ
(腎・泌尿器・消化器・乳腺)

Disease Treatment Ⅳ

必修

選択
必修 年次 1

担当教員
※1河野 P白文助 (5)
※2井上 裕 (10)

実務経験 ※10 ※20

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース Π醒日。日寺1眼 ※1木。2※ 2木・1
【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

腎・泌尿器の障害や乳腺の障害は身体的な苦痛だけでなく精神的・社会的な側面での苦痛も大きく伴います。そのため、看護師には幅広い疾患理解が必要になりま
す。また、人体は消化・吸収・合成・分解を繰り返すことで生命維持や成長に必要なエネルギーを産生・蓄積しますが、多くの器官でそれぞれの役割を担つているため、
消化器の障害は多種多様になります。
これらの幅広い分野を系統的に分類し、それぞれの特徴から病態生理・症状など疾患理解につなげることで看護に必要なアセスメント能力を養います。

※1河野啓助…大学病院および地域の病院において、腎臓専F写医として20年以上の実績があり、現在に至る
※2井上裕…大学病院および総合病院で外科医師として30年以上の実務経験がある

【到達目標】

腎・泌尿器系、消化器系および乳腺に関する病態生理・症状・検査を理解しアセスメントができる基礎的知識を修得する

<具体的目標>
目標①腎・泌尿器系疾患の身体的アセスメントができる
目標②消化器系疾患の身体的アセスメントができる
目標③乳腺疾患の身体的アセスメントができる

1回 目
腎疾患を学ぶための基礎知識
(日 標①)腎臓機能を理解したうえで、関連する症状,検査について説明できる

2回 目
腎臓の疾忠 (腎不全、原発性糸球体疾忠高血圧及び腎hi管障害 )

(目 標① )急lV土腎不全の分類と特徴、慢1土腎隣病の特徴と症状について

'll潔

に、夕とり1できる

3回 目
腎臓の疾患(尿細管・岡質性疾懲、全身性疾患に伴う腎,'害、襲胞性腎障害)
(日 標①)臀機能障害に関連した尿の異常について説明てきる

4回 目
泌尿器疾患を学ぶための基礎知識
(日 標①)尿路の機能障害がどのような状態であるかをF「解できる

5回 目
泌只器の疾患

(日 標①)尿路の機能障害異を起こす原因・疾忠と治療を知る

6回 目

消化器の構造と機能
(日裸②)消化器疾患における症状・徴候の特徴と、その病態生}上について学ぶ
各症状・l散候と多臓器l′)疾忠との関連について理nTする

7回 目

消化器の検査と看,隻
(日 標②)消化器疾忠の診察と診断の方法について理解する
各種の検査の意義 ,目的,実施法(手技)。適応疾忠について理解を深める
冶療・処置の基本的な考え方を踏まえ、各f豪治療法の概要と適応疾患について学ぶ

8回 目
疾愚の理解
(目 標②)食道の疾患・胃―卜二指腸疾患についてナ■解を深める

9回 目
涙思の理解

(H標②)小 l易・大腸・1馴 IF日疾患の疾忠について理解を深める

10回 目
族思の ,'■角年

(日 標② )Л干脱・胆勢の疾 ilヽについて

'lれ

▼歩′没める

H回 目
炊 愁 の″■群

(日 標②)障隣の疾忠について説I男できる

12回 目
疾思の理η子

(日 標②))腹 l貨・腹壁・lJ(隔 1史の疾ぷについて理解を深める

13回 目
(H裸∪ ,孝L房のl正候について説 l月 できる

乳膜利で行われる診察・検査について説明できる

14回 目 (日 標③)平L腺千耳で行われる主な治療・処置について説明できる

15回 目 (目 襟③)乳腺の族ぷについて説明できる

準備学習
時間外学習

前提 :疾患理解には解剖生理の理解が必要となります。「形態機能学」で学んだ内容について復習を行い授業に臨むこと。
ここで学んだ内容が看護を学ぶ際に重要となってきますので復習を十分に行うようにしてください。

評価方法
筆記試駿(100%)
※1(30%)
※2(70%)

受講生への

メンセ~ジ

看護は疾患理解が何より重要です。看護の対象がどのような疾患を持ち、どのような治療を受けているか、どのような全身状態なのかなど把握して初めて
その人に必要な看護が提供することができます。看護の対象に喜んでもらえる看護の実践者になるために病態理解・疾患理解を十分に進めていってくだ
さい。
体調管理には気を付けて欠席しないようにして下さい。

<教科書>
ナーシング・グラフィカEX疾患と看護⑥ 腎・泌尿器/内分泌イ(謝 :給本正憲、西山博之、習田明裕、田中純子 《メディカ出版》
ナーシング・グラフィカEX疾患と看護③ 消化器:三原弘、明石恵子、土肥直樹、佐藤正美、稲森正彦 《メディカ出版》
ナーシング・グラフィカEX疾患と看護⑨ 女性生殖器:松浦幸忘、東敬次郎、林みずほ、小林範子、佐川正 《メディカ出版》

【使用教科書・教材・参考書】

<参考図書>

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

疾病治療論V
(自 己免疫・アレルギー・感覚器・感染

症・口腔 )

Disease Treatment V

必修
選択

必修 年次 1
担当教員

※1岡部 幸司 (10)
※2勝田 仁 (3)
※3松本 澄久 (2)

実務経験 ※10 ※40

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限
※1水 1・ 2 ※2火 2
※3水 1～4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人は異物から人体を守るための免疫機能を持っているが、障害が起きるとさまざまな健康問題が生してきます。自己を異物と誤認識しいてしまう自己免疫性疾患、外部からの具物に反応す
るアレルギーや、治療によつて生じるアレルギーなどがあります。また、新たな感染症忠者教も増加しており、基礎疾患のある忠者は重症化しやすいことから確実な知識が求められます。
これらの幅広い分野を系統的に分類し、それぞれの特徴から病態生理・症状など疾忠ユP解につなげることで看,tに必要なアセスメント能力を養います。

※I岡部幸司 歯科医師としての実務経験があり、福岡歯牟,大学にて20年以上の教育・指導経験と10年の教授としての実績がある
※2勝田仁 23年の内科医として実務経験があり、大学病院医学部にて教授として教育・指導に携わる
※3松本澄久 自術隊病院において29年間歯科医師としての実績がある

【到達目標】

麒染症、自己免疫・アレルギー系、感党器系、口1空に関する病態生理・症状・検査を理解し、アセスメントができる基礎的知識を修得する
く具体的日標>
日1票①自己免疫・アレルギー系疾患の身体的アセスメントができる
日標②感覚器系疾なの身体的アセスメントができる
日標③感染症の身体的アセスメントができる
日標①日腔疾忠の身体的アセスメントができる

装業計画・内容

1回 目
免 及 にか か わ る沖Ш月つし・機 関 とそ れ らの機 配

(目 標①)代表的な自己免疫疾患が発生するメカニズムについて理解し、簡潔に説明できる

2回 目
免疫機能の異常でみられる戸正状
(目 標①)免疫機能以上に関する症状について説明できる

3回 目
免 l隻職再この異7で行われ/p槙査
(目 標①)免疫機能以上に関する検査について説明できる

4回 目
免疫機能の異常の治頻・処営
(目 標①)免疫機能の異常に関する治療・処置について説明できる

5回 目
アレルキー (化粉,玉、/トビ~、 貸靱/レルキー)
(目 標②)花粉症、アトピー、食物アレルギーのメカニズムについて説明できる

6回 目
アレルギー (楽物アレルギー、接触 l生反層炎、専爪ら、アナフィラキシー ,
(目 標(1))薬物アレルギー、接触性皮膚炎、華麻疹、アナフィラキシーのメカニズムについて説明できる

7回 目 (目 標②)全身性疾患、RA、 成人スチル病、SLE、 抗リン脂質抗体症候群、シェーグレン症候群、血管炎症候群、ベーチェント病のメカニズムについて説
日 己免 り受次 恩 (膠 l′∇、フ丙リ

明 できる

8回 目
日の疾 患 を字 ふための基健 知融 と疾 患 の種 類

(目標③)聴党の機能と障害を簡単に説明できる

9回 目
耳鼻咽喉の疾患を学ぶための基礎知識と主な疾患
(目 標⑤〕鼻章と平衡茸の構造とI藍害を簡単に説明できる

10回 目
反 層 の次 患 を字 ふための基健 知識 と王 牟次 患

(目標③)体性感覚を持つ皮膚の構造と障害を簡単に説明できる
感染症を学ぶための基礎知識
(目 標 r2n)威 楽症によって起こる主な疾魚について、症状、診断、治療を理解する

11回 目

12回 目
感 梁垣 の檀 妄負とその「丙態

(目標⑤)主な感染症について説明できる

13回 目
感染圧の種類とその肩態
(目 標③)主な感染症について説朔できる

14回 目
画・日性の疾患を年ふア_y)の基便知識
(目 標④ )国 内炎の種類と億丁を理解する、また歯科疾患の病態と治療を理解する

15回 目
歯・口腔の戸天愚
(目 揮f4))舌痛、日□頭痛、,l真頭痛、上顎応、下顎痛の姜病熊と治療をユ甲揮する

準備学習
時間外学習

前提 :疾患理解には解剖生理の理解が之、要となります。「形態機能学Jで学んだ内容について復習を行い授業に臨むこと。
ここで学んだ内容が看護を学ぶ際に重要となってきますので復習を十分に行うようにしてください。

評価方法
筆記試験 (100%)
※1(60%)※2(20%)※ 3(20%)

受講生への
メッセージ

看護は疾患理解が何より重要です。看護の対象がどのような疾患を持ち、どのような治療を受けているか、どのような全身状態なのかなど把握して初めて
その人に必要な看護が提供することができます。看護の対象に喜んでもらえる看護の実践者になるために病態理解・疾患理解を十分に進めていってくだ
さい。
体調管理には気を付けて欠席しないようにして下さい。

病と看護① 血液/アレルギー・膠原病/感染症:前隆文、矢野久子 《メディカ出版》
患と看護⑥ 日長/耳鼻咽喉/歯・日腔/皮膚 :永井由已、中西健史、東野正明、池田清子、中島正博、畑中あかね、大西祐一

《メディカ出

林正 健二、山内豊明 ≪メディカ出版〉>

参

教科書>

ナーシング・グラフィカ健康の回復と看護① 疾病と治療
参考図書>

疾
疾

Ｘ

Ｘ

ナーシング・グラフィカ
ナーシング・グラフィカ

科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

疾病治療論Ⅵ

(リハビリテーション)

Disease Treatment Ⅵ

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 堤 文生

実務経験 O

授業

形態

講

演習

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 金3～ 4

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

リハビツテーションは対象者の生活の質を維持・向上することを目的として行われるものであり、看護の本質とも言える学問ならびに技術です。対象のリハビツテーション
は継続して行われることが重要であり、看護師やリハビリ部門との協力が欠かせないものです。
リハビリテーションについて基礎から実践的な内容へと段階を追って授業を行うことで、看護師としてのリハビツテーションの知識・技術を養います。

堤文生…理学療法士として8年間の実績がある。Hll年より多くの著書・論文執筆を行い、H17年より、いくつかの非常勤講師として基礎統計学の教育に携わつている

【到達目標】

リハビリテーションの概念と技術を理解する

<具体的目標>
目標①ツハビリテーションの概念と看護の位置づけが理解できる
目標②看護の対象となる人の自立に向けた、リハビリテーション技術の実際が理解できる

1回 目
(目標①)リハビツテーションの定義と理念、分野、医療システムをについて説明できる
(目標①)障害の分類や構造について説明できる

2回 目 (目標②)機能障害の評価方法について説明できる

3回 目 (目標②)日 常生活動作 (ADL)、 QOLについて説明できる

4回 目 (目標②)福祉用具や自助具について説明できる

5回 目 (目標②)中枢神経系障害におけるツハビリテーションについて説明できる

6回 目 (目標②)骨・関節系障害におけるル ビヽツテーションについて説明できる

7回 目 (目標②)高齢者疾患におけるル ビヽリテーションについて説明できる

8回 目 (目標②)実技指導(起居・移乗・移動)、 杖や車いすでの活用について説明できる

準備学習
時間外学習

前提 :疾患理解には解剖生理の理解が必要となります。「形態機能学」で学んだ内容について復習を行い授業に臨むこと。
ここで学んだ内容が看護を学ぶ際に重要となってきますので復習を十分に行うよう1こしてください。

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への

メッセージ

看護は疾患理解が何より重要です。看,4の対象がどのような疾患を持ち、どのような治療を受けているか、どのような全身状態なのかなど把握して初め
てその人に必要な看護が提供することができます。看護の対象に喜んでもらえる看護の実践者になるために病態理解・疾患理解を十分に進めていってく
ださい。
体調管理には気を付けて欠席しないようにして下さい。

<参考図書>
ナーシング・グラフィカ成人看護学⑤ リハビリテーション看護 :奥宮 暁子 ≪メディカ出版≫
リハビツテーションビジュアルブック :落合 慈之、稲川利光 ≪学研プラス》

【使用教科書・教材・参考書】

<教材>
講師準備

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

薬理学

Chnical pharmacology

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 野田 百美

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 月4限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床薬理学では疾患に関する理解のうえに治療に用いる薬を理解する必要がある。「難しそう」なイメージである薬理学であるが、薬の作用についてただ覚えるだけ
でなく、薬が疾患の治療に用いられる理由を理解し、投与前の準備から投与後の経過観察までの一連のプロセスにおける薬の適正使用に関する考え方を身につける
ことを目指す。

※野田百美…大学病院にて実務経験があり、大学院薬学研究員にて准教授として15年以上の実績があり

【到達目標】

薬物の特徴、作用機序、人体への影響および薬物の管理について説明できる

<具体的目標>
目標①医薬品の概要について説明できる
目標②主な疾患 (生活習慣病、がん・痛み)に使用する薬について説明できる
目標③主な疾患 (脳・中枢神経系疾患、感染症)1こ使用する薬について説明できる
目標④主な疾患 (救命救急時、アレルギー・免疫不全状態、消化器系疾患、その他)1こ使用する薬について説明できる

授業計画:内容

1回 目

医薬品
(目 標①)医薬品の分類と関連する法律を理解する
医薬品の作用原理とその影響・医薬品の適正な使用に向けて
(目標①)医薬品が作用する原理と作用に影響を与える要因を理解する、また医薬品を適正かつ安全に使用するための注意事項を理解する

2回 目

感染症に使用する薬
(目標②)各薬剤の服薬指導 (月R薬方法、服薬上の注意点の説明など)ができる
免疫疾患・アレルギー・炎症に使用する薬
(目標②)各薬剤の服薬指導 (月R薬方法、服薬上の注意点の説明など)ができる

3回 日

がんに使用する薬
(目標②)抗がん薬で治療可能ながんを理解できる
がん性疼痛に使用する薬
(目標②)抗がん薬の有害作用とその対策を理解する

4回 目

末梢神経系に使用する薬
(目標③)末梢神経系と神経伝導物質について理解する
中枢神経系に用いる薬 (向精神薬)
(目標③)脳・中枢神経系と神経伝導物質について理解する

5回 目

循環器疾患に使用する薬
(目標③)循環器疾患の作用機序と使用法を理解する
血液・造血器疾患に使用する薬
(目標③)血液・造血器疾患の作用機序と使用法を理解する

6回 目

代謝・内分イ′ピヽ疾患に便用する楽
(目標④)代謝・内分泌疾患の作用機序と使用法を理解する

呼吸器疾患に使用する薬
(目 標の)呼吸器疾患の作用機序と使用法を理解する

7回 目

消化器疾愚に使用する薬
(目標④)消化器疾患の作用機序と使用法を理解する
泌尿器・生殖器系疾患に使用する薬
(目標④)泌尿器・生殖器系疾患の作用機序と使用法を理解する

8回 目

感覚器疾患に使用する薬
(目標④)感覚器疾患の作用機序と使用法を理解する
周産期・教命救急時に使用する薬
(日 標④)周産期・救命救急時の作用機序と使用法を理解する

準備学習
時間外学習

症状や疾患について疾病治療論の復習をしておきましょう。

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への

メッセージ
講義の中でわからなかったことは、そのままにせず質問してください。解剖や疾患と薬理は密接に関係していますので、関連付けて学習しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ疾病の成り立ち②臨床薬理学 :古川裕之、赤瀬智子、林正健二、大西弘高 ≪メディカ出版≫
イメージできる 臨床薬理学 ≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

栄養学

Clinical Nutrition

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 荒川 優子

実務経験 ○

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 月1～ 2

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

食に関する情報が氾濫する中で、医療従事者には、正しい知識を持ち、何が健康のために本当に良いのかを判断する能力が求められている。そのためには栄養学
の基礎を修得する必要がある。栄養学では、基礎知識、健康の維持・増進、健康の回復と対象に合わせて栄養がどのように関わつているのかについて学習する。
荒川優子…管理栄養士としての実務経験があり、大学の非常勤講師の実績がある

【到達目標】

健康と食事との関連および食事療法について理解し、看護の対象となる人への健康の維持・増進に役立つ能力を身につける

<具体的目標>
目標①臨床栄養学の基礎知識について説明できる
目標②食品成分と食事摂取基準について説明できる
目標③日常生活と栄養について説明できる
目標④療養生活と栄養について説明できる
目標⑤疾患別の食事療法について説明できる
目標⑥食事療法の実際について説明できる

1回 目

臨床栄養学の基礎知識
(目 標①)臨床栄養学の意義と看護について説明できる
(目 標①)栄養アセスメント1こついて説明できる

2回 目

食品成分と食事摂取基準
(目 標②)食品成分表の見方と食品群を説明できる
(目 標②)食事標取量基準の考え方とエネルギーの計算方法を説明できる

3回 目
食文化
(目 標③)食文化の形成過程について説明できる

4回 目
連動と宋養

(目標③ )スポーツ時における望ましい栄養補給について説明できる

5回 目
人生各気における健康生浩と宋養
(目 標③)人生各期における食事摂取基準の特徴について説明できる

6回 目
検査のための食事

(目 標④)検査食の目的と制限される理由を説明できる

7回 目
治療による回復を促すための食事
(目標④)手術前・手術後の栄養サポートについて説明できる

8回 目
栄養成分別のコントロール食
(目標④)成分栄養管理の利点を説明できる

9回 目
囃下障害のある人のための食事
(目標④)摂取・囃下障害のある人に対する、安全で栄養バランスの良い食事について説明できる

10回 目
桂 口快 ナt又で きない 患 者 の た め の

~木
養 管 理

(目標⑤)「経管栄養法」「中心静脈栄養法」の実施方法やその管理、留意事項を説明できる

H回 目
消化器系疾恩の食事療法
(目標⑤)消化器系の疾患 (急性B華炎、急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、脂肪肝、胆石症、胆嚢炎)を治療するための食事、栄養基準と、各疾患への対応
について説明できる

12回 目
内分泌・代胡寸灰愚の食事療法
(目 標⑤)内分泌・代訪+疾患 (肥満症、糖尿病、脂質異常症、高尿酸血症)を治療するための食事、栄養基準と、各疾患への対応について説明できる

13回 目
循環器系万天愚の食事療法
(目 標⑤)循環器系疾患 (高血圧症、動脈硬化症、うっ血性心不全)を治療するための食事、栄養基準と、各疾患への対応について説明できる

14回 目
臀次愚の食事妹法
(目 標⑤)腎疾患疾患 (急性腎炎症候群、慢性腎臓病)を治療するための食事、栄養基準と、各疾患への対応について説明できる

15回 目
貸 争 消 専 の 夫 除

(目 標⑥)健康増進のための食事療法について説明できる
(目摂⑥)令習惜¬し交善のための金革指導について説明できる

準備学習
時間外学習

症状や疾患について疾病治療論の復習をしておきましょう。

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への

メッセージ
講義の中でわからなかつたことは、そのままにせず質問してください。人体の構造や疾病と栄養学は密接に関係していますので、講義中関連付けて学習
しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ疾病の成り立ち④臨床栄養学 i開戸啓子 ≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

公衆衛生

Public Health

必修
選択

必修 年次 1
担当教員 掛札博士

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 木4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

集団地域における健康の保持・増進のための組織的な保健活動について理解する

【到達目標】

1公衆衛生としてのヘルスプロモーションを学ぶ
2地域での総合的な健康づくりを推進する方法論を学び、実践できる

<具体的目標>
目標①公衆衛生の歴史やシステムを理解する
目標②疫学や保健統計の基礎と、それらを実際にどう活用するかを知り、将来の臨床の場での研究に役立てる
日標③公衆衛生活動や環境保健分野を知り、社会の視点から健康問題を見る

授業計画・内容

1回 目
公衆衛生の歴史・現在の公衆衛生システムと政策
(目標①)日 本の近。現代史を概観しながら、公衆衛生の改善のあゆみを押さえる

2回 目

公衆衛生の理念・概念・公衆衛生の物差し
(目 標①)経済学から見た公衆衛生と地域保健サービスの公的責任や公的供給の在り方を考察する
(目 標②)疫学を理解し調査研究に応用できる

3回 目

公衆衛生の活動プロセス・子どもの保健
(目 標②)l呆健活動において個から地域へ広げる活動の特徴を理解する
(目 標③)子ども・親に関する様々な施策の概要をとらえる

4回 目
高齢者・成人の健康づくり
(日 標③)我が国の高齢者保険の考え方を理解する、また成人保健対策の目的と現状を捉える

5回 目
歯科保健・精神
(目 標③)歯開歯と歯周疾患の特徴と有病状況を押さえる、また我が国の精神科医療と現状を押さえる

6回 目
難病・健康危機管理と災害
(目 標③)療養者を支える制度・システムを捉える、また健康危機管理の重要性を認識し、保健所を中心とした危機管理l本制とその役割を押さえる

7回 目
感染症・学校保健
(目 標③)感染症法や予防接種法など、感染症対策に関する法令の概要を押さえる、また学校保健における養護教諭の役割を押さえる

8回 目
産業保健・環境保健
(目 標③)産業保健の目的を理解し、その特徴を知る、また環境保健に対する様々なヒ刀り口を捉える

準備学習
時間外学習

自己が生まれ育った地域、また現在生活している地域の保健活動について行政のHPをしらべ具然的な活動について事前に調べておいてください

評価方法 筆記試験(100%)

受話生への
メッセージ

これまでに学習した科目と関連させながら学んでください

<教科書>
ナーシング・グラフィカ健康支援と社会保障② 公衆衛生 :平野 かよ子、曽根 智史、守田孝恵、山田和子 ≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

総合医療論

Nursing Treatments and Ethics

必修
選択

必修 年次 1

担当教員
※ 1.松本 澄久 (4)
※2.明石 征二 (4)

実務経験 ※10※ 2.O
授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日'日寺限 ※1火 1※ 2未定
【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

最先端医療に内包される様々な試みが、人間の生活や命に対する価値観への影響について考察することができる

※l…歯科医師として30年以上の実務経験がある
※2.…看護師として20年以上の実務経験がある

【到注目標】

1医学の発達、医療の体系と機能を理解する
2医療がどのような社会的役割を担つているのかを理解する
3生命の尊厳、生命の平等について深く考え、生命に対する価値観や倫理観を養う

<具体的目標>
目標①生命科学の進展により、新たに登場した技術と人間性の調和を考える
目標②看護倫理に関する基本的知識と倫理的意思決定を行うための枠組みを習得する

|― 1授業計画1内容

1回 目
医療の歩みと医療観の変遷
(目 標①)とポクラテスの誓いには、医療者の職業倫理としてどのような内容が含まれているか説明できる

2回 目

科学技術の進歩と現代医療の最前線
(目 標①)我が国の臓器移植において、実用化されている臓器にはどのようなものがあるか。また、そのうち脳死者からの提供が必要なものはどれか説明
できる

3回 目
現代医療の新たな,呆題
(目 標①)生命科学の進展により、新たに登場した技術と人間性の調和を考える

4回 目
医療を見つめなおす新しい視点、保健・医療・福祉の潮流
(目 標①)医療チームを構成する職種には、どのような人々がいるのか。具体的な役割と合わせて説明できる

5回 目
医療の原点と看護の原点―病と癒し
(目 標②)生と死について説明するk十が出来る

6回 目
私たちの生活と健康
(目 標②)医学の歴史と科学的根拠に基づいた医療の提供について説明できる

7回 目
臓器移植と生命倫理
(目 標②)新たな診断法や治療法の発展に伴う生命倫理の問題を理解する

8国 目
延命治療と生命倫理
(目 標②)終末期医療と尊厳死について考える

準備学習
時間外学習

看護における倫理、医療における倫理について考えをまとめてください

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への
メンセ~ジ

【使用教科書・教材・参考書】

※1<教科書>
系統看護学講座 専門基礎分野 総合医療論 :月 泉ヽ 俊三 ≪医学書院≫

※2<教科書>
系統看護学講座 専門基礎分野 医療概論 :康永 秀生 ≪医学書院≫

基礎看護技術と繋げて考えてください

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看譜科

科目名
(英 )

看護学概論

Introduction to Nursing

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 明石 征二

実務経験 O

授業
形態

講義

演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 月 ,4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護の本質を学び、看護の概念を理解することで、自己の看護観を育み深めることができる
看護専門職者としての素養を身に着けることができる

明石征二…看護師として20年以上の実績がある

【到達目標】

1看護の定義と本質について学び、看護の概念を理解する
2.保健・医療・福祉チームの中の看護の役割及び看護活動の概要を理解できる
3看護の対象となる人を理解し、看護専門職者としての看護の在り方、責任について考えることができる

<具体的目標>
目標①フロレンス・ナイチンゲールの看護覚書について説明できる
目標②保助看法について説明できる
目標③自己の看護観を述べることができる

||■ 授業計画・内容|

1回 目
看護の夕台まり

(目 標①)看護はいつ、なぜ、どのように誕生したのか ?(ナイチングールの生涯から、看護がどのように生まれ、発展していつたのか、ナイチンゲール前
後の歴史と関連させて変遷をまとめる

2回 目
石 Π篭教 育 刷 度

(目 標①)ナイチングールはなぜ、職業として看護師を養成したのか (専門職として看護教育制度がどのよう|こ生まれたのか、社会状況の変化から現在の
教育制度に至った理由がわかる)

3回 目
看 H隻の足義と日的
(目 標①)看護とは何か ?看護は何を目指すのか ?(看護の定義、目的、健康の概念を明らかにできる)

4回 目

栗務る虫占・名称る虫占

(目 標②)看護師だけでなくてはならないことは?看護師であつてもしてはならないことは?(保健師助産師看護師法から、看護師の業務独占、名称独占
の内容と、医療行為の区分ができる)

5回 目
者Π賽の対象と看護技術
(日 標③)看護の対象は人間であるということは何を意味しているのか ?(人間の概念をもとに、看護技術がアートであることの意味、看護師の役割、責務
を明確にし、「看護であるもの、ないもの」を明らかにできる)

6回 目

看護の質

(目 標③)看護の質とは何か、何が看護の質を高めるのか ?どのように自分の看護を高めるのか ?(看護を導く思考プロセスと看護実践の根拠、EBN、 クリ
ティカルシンキング、リフレクションの必要性を理解する)

7回 目
君護接]力の要素
(目 標③)何が看護に影響を与えるのか ?(看護援助に影響を与える要素を明らかにできる)

8回 目

看護の視点

(目 標③)どのような視点を、どのよう1こ活用すれば看護実践の質を高められるのか ?(パフォーマンス評価を通して、看護実践に活用できる看護の視点
を明確にできる)

9回 目

【演習 I
パフォーマンス課題 l

看護とイま?
A3用紙にまとめる
発表 (1人 3分 )

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

【演習ン フヾォーマンス課題1
相互評価
(ルーブリックの基準を参考にして自己評価。他者評価する)

準備学習
時間外学習

パフォーマンス,果題li発表日に欠席した場合、相互評価に参加できないため、評価の対象となりません
パフォーマンス課題2:指定日の9:00までに作品の提出がない場合、評価の対象となりません(あなたが考える看護について所定のレポート用紙2枚 )
再試験は筆記試験のみとなります

評価方法

パフォーマンス課題l(60%)
パフォーマンス課題2(20%)
授業態度 (出席・課題レポート)(20%)

受講生への
メンセ~ジ

自己の看護観を明確にしましょう

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ基礎看護学① 看護学概論 :志自岐 康子 ≪メディカ出版≫
フロレンス・ナイチンゲール 看護覚書―看護であること看,登でないこと改訳第7版 (フロレンス・ナイチンゲール :湯槙ます、他 訳)≪ 現代社≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

フィジカルアセスメント
必修

選択
必修 年次 1

担当教員 富岡 晋子

実務経験 O

授業

形態 演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限 未定

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護実践における技術の意味を理解し、看護活動の基礎となる共通基本技術を習得する

富岡晋子…看護師として20年以上の実務経験がある

【到達目標】

1フィジカルアセスメントの基本技術を習得する
2.系統的アセスメントの正確な技術を用いて実践できる

<具体的目標>
目標①フィジカルアセスメントの進め方を習得する
日標②フィジカルイグザミネーションを習得する

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)フィジカルアセスメントの意義と重要性を説明できる

2回 目
基本硬術 (祝診・角虫診・TJ診・聰診 ,
(目 標①)必要な情報を得るために用いる技術を説明できる

3回 目
呼吸器系のフィンカルアセスメントの遅 y)万

(目 標①)口からは違法までの間の空気の出入りが滞りなく行われているかをアセスメントできる

4回 目
呼 Hノ文器系のフィシカルアセスメントの〕_任 X)万

(目標②)呼吸器系のアセスメントを正確な技術を用いて実践できる (演習 :フィジカルアセスメント)

5回 目
循疎器系のアセスメントの進め方
(目標①)必要十分な血液が隅々まで届いているかというアウトカム(結果)を確認することができる

6回 目
循環器系のアセスメントの進め方
(目標②)循環器系のアセスメントを正確な技術を用いて実践できる (演習 :フィジカルアセスメント)

7回 目
消化器系のフィジカルアセスメント
(目 標①)消化器系の機能を理解し、腹部のフィジカルアセスメントができる

8回 目
消化器系のアセスメントの進め方
(目標②)消化器系のアセスメントを正確な技術を用いて実践できる (演習 :フィジカルアセスメント)

9回 目
運動系。中枢神経系のフィジカルアセスメント
(目標②)意識状態を図ることができる

10回 日
連動糸・甲刑X糸のアセスメントのと任y)万

(目標②)運動系。中枢系のアセスメントを正確な技術を用いて実践できる (演習 :フィジカルアセスメント)

11回 目
セクシャツティ(女性平し房・男性性器・女性性器のフィシカルアセスメント)
(目標②)プライバシーを配慮しながらアセスメントできる)

12回 目
生 命 の危 機 (シヨック・月酋罪 甲・機 ス 妬 性 晉 睡・岡 性 昏 洒■,

(目標②)緊急度・重症度を迅速に判断できる力を身につける)

13回 目

系統的アセスメント
(目標②)アセスメントの結果から、必要な看護を考えることができる (演習 :フィジカルアセスメント)

14回 目

15回 目

準備学習
時間外学習

フィジカルアセスメント:看護行為に共通する技術 Iで作成したバイタルサイン測定の手順書を持参してください
フィジカルアセスメントの授業は、講義と演習があります

評価方法 筆記試験100%(60点以上)とし、60点以下は再試験を実施する

受講生への
メンセ~ジ

看護実習室にて演習を行いますので、以下の内容を理解し演習に臨んでください。
1 白衣、ナースシューズを着用する。(授業が始まる前に更衣をすませる)
2,頭髪を整える。既定の髪色にする。ゴムは黒・紺を使用し、長髪はネットの中にきれいに整える。サイドや長い前髪はヘアピンでとめる。
3インナー・靴下は白を着用する。つけまつげ、エクステ、カラーコンタクト、ビアス、ネックレス装着は不可。
上記が守れないと、実習室での演習はできません。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
フィジカルアセスメントガイドブックロと耳でここまでわかる第2版 : 山内豊明 ≪医学書院≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 : 看護科

担当教員 富岡 晋子必修

選択
必修 年次

実務経験 ○

後期

科目名
(英 )

臨床看護総論

General Clinical Nursing 開講区分授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

曜 日コース

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的

医療において臨床とは、医療を求める人に対して医療行為を行う場合である。臨床看護総論では、臨床看護の場、対象(家族も含む)、 健康状態の経過からみた特徴
主要な症状を示す対象者への看護、治療や処置を受ける忠者の看護、臨床の場で多く使用される医療機器の原理と取り扱いについて学ぶ。

富岡 晋子…・看護師として20年以上の実務経験がある

【到達目標】

看護の対象となる人のライフサイクル、場、健康状態、症状、治療におけるニーズを把握し、必要とされる看護援助について学ぶ

<具体的目標>
目標①看護実践における技術の意味を理解する
目標②看護技術の概念を理解する
目標③看護の対象となる人のニーズを理解する能力を習得する

授業計画・内容

1回 目 臨床看護総論の枠組みについて説明できる

2回 目 (目 標②)看護活動の場および機会と経過段階の看護について説明できる

3回 目 (目 標①)治療の種類と方法について説明できる①

4回 目 (目 標①)冶療の種類と方法について説明できる②

5回 日 (目 標②)看護師の業務について説明できる

6回 目 (目 標③)事例を通して臨床看護総論を理解できる (グループワーク)

7回 目 (目標③)事例を通して臨床看護総論を理解できる (発表)

8回 目 (目 標③)チーム医療の視点について説明できる

準備学習
時間外学習

目標①)治療法や処置の対象となる人を理解するための予習が必要です
目標②)看護師が提供することができる技術について理解するための予習が必要です
目標③)疾患に対する理解のための予習が必要です

評価方法
筆記試験(70%)
課題レポート、出席、参加態度(80%)
総合的に成績評価を行う

受講生への
メンセ~ジ

臨床看護の対象となる患者、家族に看護師として関心を持ち、健康障害の経過や症状、治療によってどのような問題を抱え、どのような支援が必要となる
かを考察する科日となります。予習をして疑問点を明らかにして授業に臨んでください。

授業内課題については、授業内でフィードバックします (レポート提出)

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ基礎看護学⑤臨床看護総論 :任 和子 ≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

看護研究

Nursing Research

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 柴田 幸治 他

実務経験 ○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・口寺限 5月 の3連 日集中

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護基礎課程の最終段階として、学生ひとりひとりがこれまでの学習成果を再確認し、それらの成果を統合させる力を養い、研究過程やその成果を理解して、自分
の力として実践に活かせることが必要である。本授業では看護研究の基本的知識を基に、看護を多角的視点から深く考察し論述することをめざす。

柴田幸治…・看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

研究のプロセスを経て、研究論文を作成し発表することができる

<具体的目標>
目標①リサーチクエスチョンを明確にすることができる
日標②研究計画書の作成ができる
目標③研究計画に則つて研究を進めることができる
日標④実施したことを論文として記述することができる
日標⑤研究論文を発表することができる
目標⑥看護を多角的視点からクリティカルに考察できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)リサーチクエスチョンを記述できる

2回 目 (目 標①)リサーチクエスチョンに関わる文献検索ができる

B回 目 (目 標①)ツサーチクエステョンを文献を用いて記述できる

4回 目 (目 標②)研究計画書を作成できる

5回 目
(目 標③)研究計画に則つて研究を進めることができる
(目 標④)実施したことを研究論文として記述できる

6回 目
(目 標③)研究計画に則つて研究を進めることができる
(目標④)実施したことを研究論文として記述できる

7回 目
(目 標③)研究計画に則つて研究を進めることができる
(目 標④)実施したことを研究論文として記述できる

8回 目
(目標③)研究計画に卿1って研究を進めることができる
(目標④)実施したことを研究論文として記述できる

9回 目
(目 標⑤)他者にわかりやすいよう1こプレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

10回 目
(目 標⑤)他者にわかりやすいよう1こプレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

11回 目
(目標⑤)他者にわかりやすいよう1こプレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問。講評ができる

12回 目
(目標⑤)他者にわかりやすいようにプレゼンテーションができる
(目標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

13回 目
(目標⑤)他者にわかりやすいようにプレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

14回 目
(目 標⑤)他者にわかりやすいよう1こプレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

15回 目
( 目 し イこ る

( 目 他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

準備学習
時間外学習

研究計画に則って各自が進捗すること。規定された回数以上の指導を担当教員より受けたうえで発表する。研究計画書1回以上、論文完成まで3回以
上、抄録完成まで3回以上、発表に関する指導1回以上の指導を受けて発表した学生のみ評価の対象とするので積極的に取り組むこと。

評価方法
研究過程 (50%):取り組み、態度、発表
研究内容 (50%):論文

受講生への
メッセージ

看護研究には、看護のエビデンスを明らかにするいわゆる研究と、病棟の問題を解決する調査報告や実践報告などがあります。卒業研究としての看護
研究は、今年度は事例検討 (ケーススタディ)、 質的研究、量的研究すべてのデザインを可とします。
看護学生として実習や学習の集大成です。積極的に楽しく取り組みましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

配布資十1

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



科目名
(英 )

看護行為に共通する技術 I

(看護技術、バイタルサイン、
記録 。報告 )

Clinical Nursing Skills I

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 富岡 晋子

実務経験 ○

授業

形 態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
私たちが提供する看護技術は、疾患による身体的な苦しみを少しでも軽減し、精神的なストレスを緩和し、社会的な孤立からすく上げ、安寧や安楽
をもたらすものである。
まずは、バイタルサインは、対象の状態に応じた看護ケアを行うための判断指標となるため、解剖生理学の知識を活用し、バイタルサインを正確に
測定できるようになること、そして適切に記録と報告を目指す。

宮岡晋子…看護師として20年以上の実務経験がある

【到達目標】

1.看護実践における技術の意味を理解し、看護活動の基礎となる共通技術を習得する
2.浮腫緩和ケアの技術を習得する
<具体的な目標>
目標①看護技術とは何かついて説明ができる
目標②生命徴候であるバイタルサインの基礎知識や測定方法を理解する
目標③看護における記録と報告の必要性を理解し、正確な記録と報告ができる
目標④バイタルサインの基礎的知識や測定方法を理解し、バイタルサイン測定を実践できる

授業計画 1内容

1回 目 目標①看護技術とは何かについて説明ができる

2回 目 目標①バイタルサインの定義と活用について理解できる

3回 目
目楳⑫生命徴候であるバイタルサインの測冠することの意義を理解できる
一意識―

4回 目
目標⑫生命徴候であるバイタルサインの引1定することの意義を理解できる
一呼吸―

5回 目
目標(2)生命徴候であるバイタルサインの涙J定することの意義を理解できる
一体温―

6回 目
目標②生命徴候であるバイタルサインの測定することの意義を理解できる
一脈拍―

7回 目
目標②生命徴候であるバイタルサインの測定することの意義を理解できる
一血圧―

8回 目 目標②身体の正確な測定方法を習得する (演習 :身体の計測)

9回 目 目標③看護記録の目的と意義・構成要素と様式を理解できる

10回 目 目標③報告の意義と方法を理解できる

11回 目 目標③看護記録を実際に報告すことができる

12回 目
目標④バイタルサインの基礎的知識や測定方法を理解し、バイタルサイン測定を習得する (演習)

13回 目

14回 目
目標④バイタルサイン測定を実施し、その報告をすることができる(族習)

15回 目

準備学習
時間外学
習

争Rlにす―シンク・クフフィブジ基礎看Π隻写∪ 20呑  丞使看Π笹硬術
目標① l.看護技術とは何か
目標② 4,生命の徴候を観察する技術
目標③ 9 看護技術を展開する技術P187～
目標④12 生命の徴候を観察する技術

ipad ,大 卜の 円 容 を熟 読 す る

評価方法 筆記試験 (100%,

受講生へ

のメッ
セージ

頂習は右「隻笑習至にて行いますので、以 卜の肉容を選殉牢し幅んで くた さい。
1

2
る

3

白衣、ナースシューズを着用する。 (授業が始まる前に更衣をすませる)
頭髪を整える。既定の髪色にする。ゴムは黒・紺を使用し、長髪はネットの中にきれいに整える。サイ ドや長い前髪はヘアピンでとめ

インナー・靴下は白を着用する。つけまつげ、エクステ、カラーコンタクト、ピアス、ネックレス装着は不可。
上記が守れないと、実習室での演習はできません。

【使用教科書・教材・参考書】

ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 20巻  基礎看護技術Ⅱ ipad
看護技術プラクティス 第4版

2024年度 授業概要
2024年度 授業概要

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科日名
(英 )

看護行為に共通する技術Ⅱ

(安全・感染対策・皮膚・排泄ケア)

Clinical Nursing Skilis Ⅱ

必修
選択

必修 年次 1
担当教員

※1野崎 浩子 (5)
※2掛札 博士 (5)
※3梶原 理点 (5)

実務経験 ※10 ※20 ※30
授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日・時限 火。4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記裁する)

安全:看護活動を安全に行い、事故防止に努めることの重要性が理解できる
感染対策:スタンダードプリコーションの知識・技術を習得する
創傷管理技術:これからの臨地実習にて患者の皮膚の状態や褥若を考えることが多くあります。基礎知識を理解し、創傷管理する必要性と方法を説明できる

※l… 看護師として80年以上の実績がある
※2…看護師として20年以上の実績がある
※3…看護師として25年以上の実績がある

【到達目標】

前提:安全、感染、創傷に関して、看護師のスキルアンプがそのまま患者の生活や症状に直結するものである。看護技術の基礎の修得だけでなく、看護技術習得の意
義を学び、今後の看護技術の成長につなげてほしい

<具体的目標>
目標①事故防上の重要性を理解し、看護の対象となる人の安全,安楽を考慮した看護技術の実践が理解できる
目標②感染管理の必要性を理解し、自己と他者を守る感染予防の看護技術の実践ができる
目標③皮膚の構造と機能や治癒課程を理解し、創傷を管理する知識と技術を述べることができる

授業計画・内容

1蘇新翡影筈縄ける安全を脅かす要因について述べることができる1回 目

1爾靱 醒輔鞄解 肥2回 目

躙目 1毒覇奮ピ雨雪霧窪亀?茎攘量梨聟蒼馨涙こ覇霞甍ちげ第留移亀I増夏レィン管刷について鋼できるはコ
4回目
F晋態話昴こ肇翻  

『
黍霧眠導嘉群緊嚢轍解異否姜因について述べることができるはp

炉晋態話昴こ肇控鴨健亀顆摩浩静懇察裔gぞ翌詔欝飛躍賓錦暴爾の対策について述べることができる触⊃5回 目

1健粂晶昴轟爽∀秘材ぎプを笙雛γ啓
感染症を成立させる要素と成立過程

6回 目

1昼発疑嘉鞠 為金 (無菌l果イ乍、スタンダードプリコーション、防護用具、器具の消毒、廃葉勿 の原理・原則に沿つて実行できる候 p7回 目

1轟粂桑釘農奥鍵Ъ屎醒避笥餅詫各落
防のたX)の抜J力万法

8回 目

咽目僚発傘冨穆写恩褒挙警岳藩W老撓鯵覗箔票課碧躙 る
附 懸冤鍵翼躍時の対応の基本知識を習得する

10回 目

■回目
F智話鍵編寝翻越賂努饂馳ことができる
1写暫誰石確歎塚なな磐革褥着の発生と分類について説明ができる。12回 目

炉絲 蜀誰稼怒確亀程につヤて述べる説ができる13回 目

14回 目 肺 昏傷を管理する知識と技術を理解する

15回 目 1写絲 罰傷の管理 l倉」洗浄、創保護、褥盾予防ケア、褥着処置 )を実践できる(演習)

降 罐 麓 肇
超 ほ重 西 執

的 中

準備学習
時間外学習

諭 妹 1報耽概 ;0暇紹:艘 .0均 ※舒皮膚●叫n

1轟 羞 啓 澤 覇 華 ζ鶏 繁 罫
&鍵揮を最篭

しま端 者の療養生活を守る看講 師の重要なスやレであ勘 、専F日職‐

よヽうに注意して下さい。

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ
<参考図書>
看護技術プラクティス第4版 :竹尾 恵子 ≪学研≫

志自岐 康子 (編集)≪メディカ出版≫



2024年度 授業概要
学 科 看護科

利目名
(英 )

看護行為に共通する技術Ⅲ
(看護理論・看護過程)

Clinical Nursing Skills Ⅲ

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 大宮 和香沙

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限 月・水1～ 4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護行為に共通する技術である看護理論、看護研究、看護過程についてその意義と内容を理解し活用できるよう1こなることをめざす。看護理論では、看護の独自
l生と看護の対象となる人のとらえ方を学び自己の看護観を体系的に考え、看護研究では、意義と研究方法を学び、看護の発展に結び付けることの重要性を学ぶ。さら
に看護過程では、その構成要素を知り、科学的思考プロセスとなる看護過程の展開について学習する。

大宮和香沙 看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

1看護行為に共通する技術である看護理論、看護研究、、看護過程についてその意義と内容を説明できる
2看護過程の構成要素を知り、科学的思考のプロセスとなる看護過程の展開について理解できる
3理論化による看護理論から看護の独自性と看護の対象となる人のとらえ方を学び、自己の看護観を体系的に考えることができる
<具体的目標>
目標①研究と実践活動について説明できる
目標②研究の種類と特徴について説明できる
日標③研究における倫理とは何か説明できる
目標④看護を展開する技術を習得する

――
授業計画:内容

1回 目
看護を展開する技術
(目標④)科学的思考、問題解決的思考を基に、看護の過程における思考の方法 (看護過程)を学習する

2回 目

情報の整理とアセスメント
(目 標④)看護専門職として、患者のユーズを満たす質を保証するケアの提供の技術を習得する
課題1:ペーパーペイシェントを用いて、ヘンダーツンの14項 目で看護過程を展開する

3回 目

情報の整理とアセスメント
(目標①)看護専門職として、患者のニーズを満たす質を保証するケアの提供の技術を習得する
課題2:自 己のアセスメントした内容をグループワークにて検討〕

~る

4回 目
問題の明確化:看護診断と優先順位の決定
(目 標④)看護過程におけるクリティカルシンキングを理解する

5回 目

若 H隻計 国

(目 標①)看護専門職として、息者のニーズを満たす質を保証するケアの提供の技術を習得する
課題3:ペーパーペィシェントを用いて、ヘンダーノンの14項 目で看護過程 (計画)を展開する

6回 目

看護計画
(目 標④)看護専門職として、患者のニーズを満たす質を保証するケアの提供の技術を習得する
課題生自己の看護計画内容を発表する

7回 目

看護計画
(目 標④)看護専門職として、息者のニーズを満たす質を保証するケアの提供の技術を習得する
課題5:看護計画の追加・修正することができる

8回 目
実施、評価
(目 標④)患者の情報の管理と記録の方法を習得する

9回 目

臨床に役立つ看護理論
(目 標⑤)人間関係の看護論 (ヒルデガードEペプロウ)看護のセルフケア不足理論 (ドロセアEオレム)適応モデル (シスター・カリスタ・ロイ)について説明
できる

10回 目
臨床に役立つ看護理論
(目標⑤)目 的達成理論 (アイモジン・キング、ユニタリ・ヒューマン・ビーイング、マーサEロジャース)について説明できる

H回 目
臨床に役立つ看護理論
(目 標⑤)危機理論・危機介入 (フィンク/コーン/アグイレラ/ムース)について説明できる

12回 目

13回 目

14回 目

【演習〕グループワーク
様 な々理論家の理論の概要、興味を持つ
発表前日までに原稿をUSBで提出

た理論家について内容をまとめる

15回 目

【演習・発表】
1題 10分で発表
原稿を修正しデーターをTeamsへ提出

準備学習
時間外学習

【看護研究】文献検索、資本1準備は課題とする。授業の進行上必要なので、指示された課題は必ず準備し持参すること
〔看護過程】事例をヽ )とに看護過程を展開するので、疾患の理解、情報の整理、アセスメントに取り組んでください
【看護理論】3年次の看護研究において、理論を用いて展開するので理論家の書物を必ず1冊は読んでください

評価方法

【看護研究】30%(授業態度、提出物、出席:10%、 研究計画書:20%)
【看護過程】30%(出 席状況 10%、 課題110%、 課題210%)
【看護理論】40%(発表することにより評価の対象とする:出席状況10%、 発表10%、 成果物提出20%)
※総合評価で60点に満たない場合、再試験は筆記試験とする

受講生への

メッセージ
看護理論、看護研究、看護過程とも看護行為に必要な基礎的知識です。積極的に参加し、課題をクリアしていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ基礎看護学① 看護研究 1)II村 佐和子 (編集)≪メディカ出版》
ナーシング・グラフィカ 基礎看護学① 看護学概論 :り H村 佐和子(編集)、 松尾 ミヨ子(編集)、 志自岐 康子(編集)≪メディカ出版≫
看護の基本となるもの : グァージニア・ヘングーソン 《日本看護協会出版会》
看護理論看護理論21の理解と実践への応用 (改訂第3版):筒井長優美 (編集)《南江堂》

ス



2024年度 授業概要
学  科 看護科

科目名
(英 )

健康的な生活への援助技術 I

(環境、活動・休息、睡眠 )

Patient care plan I

必修
選択

必修 年次 1
担当教員 大宮 和香沙
実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
看護職者は、看護を必要とする人のニーズを把握し、適切な援助を実施する必要がある。
この科日では、まず、自分たちが生活する環境を想起させ八院環境を考え、適切な病床環境をもとに環境調整する技術を習得を目指す。次に、対象で
ある人や援助する側の効果的 。効率的な援助方法を理解し、安全で安楽な援助技術を習得を目指す。そして、休息・睡眠の意義とメカニズムを理解し、
必要に応じた休息・睡眠のとり方について考え、必要な援助方法を習得を目指す。

大宮和香沙…看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

看護実践における技術の意味を理解し、看護活動の基礎となる共通技術を習得する
<具体的な目標>
目標①看護技術とは何かついて説明ができる
目標②生命徴候であるバイタルサインの基礎知識や測定方法を習得する
目標③看護における記録と報告の必要性を理解し、正確な記録と報告ができる

授業計画・内容

1回 目 目標①環境を整える意義を説明できる

2回 目 目標①療養生活の環境を構成する要素を理解し、説明ができる

3回 目 目標①ベッド周囲と病床の環境調整と、ベンドメイキングに必要なリネン類の取り扱いと方法について説明ができる

4回 目 目標①ベッドメイキングを根拠に基づいて実施することができる (演習 :快適な療養環境の整備)

5回 目 目標①ベンドメイキングを根拠に基づいて実施することができる (演習 il夫適な療養環境の整備)

6回 目 目標①臥床状態にある患者のシーツ交換を根拠に基づいて実施することができる (演習 :臥床患者のリネン交換)

7回 目 目標②活動と休息の意義を説明することができる

8回 目 目標②姿勢の基礎知識を理解し、体位の種類とその目的を説明することができる

9回 目 目標②ポジショニングを理解し、方法を取得する (演習 :安楽な体位の調整・安楽の促進・苦痛のためのケア)

10Eヨ ロ 目標②ボディメカエクスについて理解し、いろいろな体位変換を習得する (演習 :体位変換・保持)

H回 目 目標②床上運動の援助を習得する (演習 :自動・他動運動の援助)

12回 目 目標②車いす 。ストレッチャーについて理解し、移送の方法を習得する (演習 :移乗介助・車椅子での移送・ストレッチャー移送)

13回 目 目標②移動を補助する器具について理解し、歩行補助具の援助を習得する (演習 :歩行・移動介助)

14回 目 目標③睡眠のメカニズムや睡眠がもたらす身体の変化を理解し説明ができる

15回 目 目標③睡眠の具体的な方法について説明ができる

準備学習
時間外学習

争同lにす―ンンク・クフフィカ基礎石護宇∪  20呑  基便看護丁又術 ipad 以 卜の内容 を熟読す る
目標①5 快適な環境を作る技術
目標②8 効率的で安楽な働きを作り出す技術と10 活動・運動を支援する技術
目標③ll 休息・睡眠を促す技術
演習を実施するまえには必ず手順書の課題を完成させる

評価方法

看護技術の手順書の課題
筆記試験100%(60点以上)と し、60点以下は再試験を実施する
ただし、技術試験 「麻痺がある患者への車いす移乗と移送」60点以上であることを条件とする (60点以下の場合は合格するまで試験を受け
ること)

受講生への
メッセージ

看護笑習室にて涙習を行いますので、以下の内容を理解し演習に臨んでください。
1 白衣、ナースシューズを着用する。 (授業が始まる前に更衣をすませる)
2 頭髪を整える。既定の髪色にする。ゴムは黒・紺を使用し、長髪はネットの中にきれいに整える。サイ ドや長い前髪はヘアピンでとめ
る。
3 インナー・靴下は白を着用する。つけまつげ、エクステ、カラーコンタク ト、ビアス、ネックレス装着は不可。
上記が守れないと、実習室での演習はできません。

【使用教科書・教材・参考書】

ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 20巻 基礎看護技術Ⅱ ipad
看護技術プラクティス 第4版

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要
学  科 看護科

科目名
(英 )

健康的な生活への援助技術 Ⅱ

(食事・排泄 )

Patient care plan H

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 白石郁美

実務経験 O

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

ヨース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する荻員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
看護職者は、看護を必要とする人のニーズを把握し、適切な援助を実施する必要がある。
この科日では、まず、よりよい食事と何かについて栄養と食事の基礎的知識を理解し、健康のレベルや食事行動の自立度に応じた栄養と食事のニーズ

を充足する方法を選択し効果的な援助方法を習得する。次に、排尿・排便に関するメカニズムや意義を理解し、対象である人の排尿・排使のニーズをア
セスメントすることによつて適切な援助方法を選択し実施する。

白石郁美…看護師として5年以上の実績がある

【到達目標】

日常生活における看護を必要とする人のユーズを把握し、その人に合わせた援助技術を習得する
<具体的な目標>
と食事の基礎的知識と援助方法を理解し、効果的な援助方法について習得ができる
の排泄を理解し、患者が健康的な生活を送るために必要な援助方法を習得する

内容

1回 目 目標①食事・栄養の意義と食事の関する生理学的メカニズムを理解し説明ができる

2回 目 目標①食事と栄養に関する基礎知識を理解し栄養状態のアセスメントができる

3回 目 目標①食事援助における基礎知識と注意点を理解する

4回 目 目標①食事援助、患者に適した方法日腔ケアが実施できる (演習 :食事介助・日腔ケア)

5回 目 目標①障害がある対象に安全においしく食べるための体位の工夫と食事援助が実施できる(演習 :食事介助)

6回 目 目標①非経目的栄養摂取の援助が実施できる(演習 :経鼻カテーテルの挿入・管理、経管栄養法による流動食の注入)

7回 目 目標②排泄の意義とメカニズム、アセスメントの方法を説明できる

8回 目 目標②排便障害の種類を理解し、援助に関する基礎知識を説明できる

9回 目 目標②排泄行動の制限によって生じる問題や排尿障害の種類と定義を理解し、援助方法を説明ができる

10回 目 目標②自然排尿と自然排便の援助方法を理解し、実施できる(演習 :つ F泄援助 (床上、ポータブル))

H回 目 目標②導尿を正しい方法にて実施できる(演習 :導尿又は膀脱留置カテーテルの挿入・管理)

12回 目 目標②導尿を正しい方法にて実施できる (演習 :導尿又は膀脱留置カテーテルの挿入・管理)

13回 目 目標②浣月易の種類や方法と摘便の方法を理解し、実施できる (演習 :浣腸)

14回 目 日標②摘便の方法を理解し、実施できる (演習 :摘便)

15回 目 目標②ストマーケアについて理解し、装具の交換とケアについて説明ができる (演習 :ス トーマ管理)

準備学習
時間外学習

■日lにす―シンク・ノノフフイノ
'丞
1楚看護

~子
∪ 20呑  基礎看,隻夜術 ipad 以 卜の7可容を烈読丁る

日標①13 食事・栄養摂取を促す技術
目標②14排泄を促す技術
演習を実施するまえには必ず手順書の課題を完成させる

評価方法

看護技術の手順書の課題
筆記試験100%(60点以上)と し、60点以下は再試験を実施する
ただし、技術試験「「滅菌操作にて女性の一時的導尿」60点以上であることを条件とする (60点以下の場合は合格するまで試験を受けるこ
と)

受講生への
メンセ~ジ

者口隻冥習室にて涙習を行いますので、以 卜の内らを匙角卒し煩習に踊んでください。
1 白衣、ナースシューズを着用する。 (授業が始まる前に更衣をすませる)
2 頭髪を整々える。F光定の髪色にする。ゴムは黒・紺を使用し、長髪はネットの中にきれいに整える。サイ ドや長い前髪はヘアピンでとめ
る。
3 インナー・靴下は白を着用する。つけまつげ、エクステ、カラーコンタクト、ピアス、ネックレス装着は不可。
上記が守れないと、実習室での演習はできません。

I使用教科書・教材・参考書】

ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 20巻 基礎看護技術Ⅱ ipad
看護技術プラクティス 第4版

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要
学 科 看護科

科目名
(英 )

健康的な生活への援助技術Ⅲ

(清潔、安楽 )

Patient care plan Ⅱ

必修
選択

必修 年次 1
担当教員 大宮 和香沙
実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
看護職者は、看護を必要とする人のニーズを把握し、適切な援助を実施する必要がある。
この科目では、まず、清潔保持に関する生理学的メカニズムを理解し、対象者の清潔に関するニーズを考え適切な援助方法を選択することで身体の清
潔を援助する技術の習得を目指す。次に、、安楽とは何かを考え安全で安楽な援助技術を習得を目指す。

大宮和香沙…看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

日常生活における看護を必要とする人のニーズを把握し、その人に合わせた援助技術を習得する
<具体的な目標>
目標①清潔保持に関する生理的メカニズムとニーズを考え必要な援助方法を理解し、適切な援助方法を習得できる
目標②対象者に安楽かつ1夫適さを提供する技術の必要性を理解し、適切な援助を選択することができる

授業計画●内容

1回 目 目標①清潔の意義と皮膚・粘膜の生理的メカニズムとケアについて説明ができる

2回 目 目標①清潔へのニーズのアセスメントと清潔の援助方法が説明ができる

3回 目 目標①衣生活のユーズをアセスメントし、寝衣交換の必要性と方法を説明できる

4回 目 目標①患者に適した洗髪の方法を選択し、実施ができる (演習 :洗髪)

5回 目 目標①患者に適した整容の方法を選択し、実施ができる (演習 :整容)

6回 目 目標①患者に適した方法で爪切りの方法が理解でき、手浴の実施ができる (演習 :手浴)

7回 目 目標①患者に適した方法にて足浴が実施できる (演習 :足浴)

8回 目
目標①寝衣交換が実施できる (演習 :点滴・ドレーン等を留置していない患者の寝衣交換、点潤・ ドレーン等を留置している患者の寝衣交
換)

9回 目 目標①全身清拭の援助が実施できる (演習 :清拭)

10回 目 目標①全身清拭の援助が実施できる (演習 :清拭)

ll回 目 目標①陰部洗浄とオムツ交換が実施できる (演習 :陰部の保清、排泄援助 (オムツ))

12回 目 目標①入浴介助とシャワー浴の援助が実施できる (演習 :入浴とシャワー浴の介助)

13回 目 目標②安楽について理解し、安楽の援助方法を説明できる

14回 目 目標②安楽を確保する援助を習得する (演習 :精神的安寧を保つためのケア)

15回 目 目標②器法の援助を習得する (演習 :体温調節の援助)

準備学習
時間外学習

事前にナーシング・グラフィカ基礎看護字⑨ 20呑 丞便看護技術 ipad 以 卜の7可るを烈読する
目標①12 身体の清潔を援助する技術
目標②17.安楽かつ快適さを確保する技術と16 体温を調整する技術
演習を実施するまえには必ず手順書の課題を完成させる

評価方法

者 H隻技術の手順書の課題

筆記試験 100%(60点以上)と し、60点以下は再試験を実施する
ただし、技術試験 「患者の上半身清拭 と寝衣交換」60点以上であることを条件 とする (60点以下の場合は合格するまで試験を受けること)

受講生への
メッセージ

者護異習堅にて反智を行いますので、以 卜の関容を理角年し煩智に蝠んで くた さい。

1

2
る

3

白衣、ナースシューズを着用する。 (授業が始まる前に更衣をすませる)
頭髪を整える。既定の髪色にする。ゴムは黒・紺を使用し、長髪はネットの中にきれいに整える。サイ ドや長い前髪はヘアピンでとめ

インナー・靴下は白を着用する。つけまつげ、エクステ、カラーコンタクト、ピアス、ネックレス装着は不可。
上記が守れないと、実習室での演習はできません。

【使用教科書・教材・参考書】

ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 20巻 基礎看護技術Ⅱ ipad
看護技術プラクティス 第4版

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

生命活動を支える援助技術
(治療・処置・与薬)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 入江 明日呑

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日。日寺限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

治療・診察に伴う援助技術としての治療・処置・与薬について基本的な看護技術を学び、実践することが出来るよう|こなる事を目指す。
与薬技術は直接的な身体への影響が大きい技術であり、安全かつ正しい指示に基づく正確な投与方法を身につける。
各注射方法について、演習モデルを活用し正確な技術の修得を目指す。

入江 明日香…看護師として10年間以上の実績がある

【到達目標】

治療の意義。目的及び看護の役割を理解し、診断・治療を受ける人への援助技術を習得することが出来る

<具体的目標>
日標①生命活動を支える援助技術を理解し、実践することが出来る

目標②検査・治療・処置の意義・目的と診察時の看
"隻

の役割が理解できる

日標③薬物療法における看護師の役割を理解し、与薬法の特徴と援助方法、安全に実施するための注意事項が理解できる

目標④各注射法の準備 ,実施・後始末が正しく実施することが出来る

1回 日 (目 標①)呼吸のメカニズムについて説明することが出来る

2回 目 (目 標①)呼吸を楽にする援助方法(酸素吸入。体位ドレナージ)を実践することが出来る(演習)

3回 目 (目 標①)呼吸を楽にする援助方法 (ネブライザー・吸引(日腔・鼻腔・気管・気切))を実践することが出来る(演習)

4回 目 (目 標②)検査・治療・処置の目的について説明することが出来る(腰椎穿刺・内視鏡・スパイロメーター・輸血)

5回 目 (目 標②)検査・治療・処置の看護師の役割を実践(腰椎穿刺・内視鏡・スパイロメーター)することが出来る(演習)

6回 目 (目 標②)検査・治療・処置の看護師の役割を実践(採血)することが出来る(演習)

7回 目 (目 標③)薬物療法の目的・方法を説明することが出来る(薬物管理・与薬方法)

8回 目 (目 標③)様々な薬物管理 (毒薬・劇薬・麻薬・血液製剤・抗がん剤・輸血)について実践する事が出来る

9回 目 (目 標③)安全な与薬方法(経口薬(内服・舌下)・経皮・外用薬・座薬・点R艮 )を実践することが出来る(演習)

10回 目 (目 標④)各注射方法について説明することが出来る(皮下注射・筋肉注射・皮内注射・抗がん剤)

11回 目 (目 標④)各注射法・注射器の取り扱い。アンプルカット・バイアルの使用を実施することが出来る(演習)

12回 目 (目 標④)皮下注射・筋肉注射を実施することが出来る(演習)

13回 目 (目 標④)静脈注射を実施することが出来る(演習)

14回 目 (目 標④)輸液療法を実施することが出来る(演習)

(目 標①)医療機器 (輸液ポンプ。心電図モニター、酸素ボンベ等)の操作・管理が出来る(演習)15回 目

準備学習
時間外学習

(準備学習)
患者に侵襲的な影響を与える看護技術となります。教科書の該当ページを予め確認し、授業に臨む事。演習を行うため、解剖生理学の復習を行って
いてください。

(時間外学習)
講義の後に演習を行うので、必ず講義の内容の振り返りを行い、演習に臨むこと。特に注射法に関しては実技試験もあるため、演習後も各自で注射法
の練習を行つておくこと。

態度・知識・技術を総合的に評価する。
態度 (10%):授業態度や演習への取り組み
知識 (90)%:筆記試験(但し、技術試験に合格していなければ、評価の対象とならない)評価方法

受講生への

メンセ~ジ
治療・処置・与薬は看護師として働く上で欠かせない技術の一つになります。
知識けでなく技術も習得できるように目的をもつて講義・演習に臨んでください。

【使用教科書・教材。参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ基礎看護技術Ⅱ (15章 16章 18章 19章 )
看護技術プラクテ才ス第3版 :竹尾恵子 ≪学研プラス≫

志自岐康子 (編集)≪メディカ出版≫



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

地域と暮らし
必修
選択

必惨 年次 1
担当教員 俳規須 千春

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・口寺限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

対象となる地域のきめ細かい観察やF死存の保健衛生統計を通して、地域ごとの問題・特徴を把握し健康を守る支援をするための基盤として、地域で生活する人々とそ
の家族を知ることは重要である。身近な地域を例に、地域診断の手法を用いて生活者を包括的にとらえ、学びを共有し、地域における生活と健康に関する課題を抽出
しわかりやすくプレゼンテーションできるようになることを目指す。

伊規須千春…看護師として28年間の実績がある。

【到達目標】

地域で生活する人々とその家族の健康と暮らしを支援する基盤を養うため生活者の視点で地域をとらえることができる
<具体的目標 >
目標①コミュニティを包括的な視点でとらえることができる
目標②地域の暮らしを検索し統計資料と統合することができる
目標③地域の生活の課題を述べることができる。

(目 標①)地域診断の展開に必要なモデルとその概要について説明できる1回 目

2回 目 (日標②)コミュニティ・アズ・パートナーモデルを用いて福岡市で生活する人々を包括的にとらえることができる

3回 目 (目標②)コミュニティ・アズ・パートナーモデルを用いて福岡市で生活する人々を包括的にとらえることができる

4回 目 (目標②)コミュニティ・アズ・パートナーモデルを用いて福岡市で生活する人々を包括的にとらえることができる

5回 目 (目標②)コミュニティ・アズ・パートナーモデルを用いて福岡市で生活する人々を包括的にとらえることができる

6回 目 (目標③)調べた内容を基に地域の課題を明確にすることができる

7回 目 (目標③)調べた内容を基に地域の課題を明確にすることができる

8回 目 (目標③)地域で生活する人々とその家族の健康と暮らしについて支援することの展望を述べることができる

準備学習
時間外学習

福岡市内のフォーマル・インフォーマルサービスの内容や手続きなど調べてみましょう

評価方法
筆記試験(50%)
パフォーマンス評価(50%)

身近な生活に目を向けて行政とのかかわりなどに興味を持って情報収集しましょう(地域の行事や市政だよりなど)
受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】

照林社 基礎から分かる地域在宅看護論

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

暮らしを支える看護
必修
選択

必修 年次 1
担当教員 伊規須 千春

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 ) 1

15 開講区分 前期

コース 曜日・口寺限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

我が回は、高齢者人口、とく1こ75歳以上の後期高齢者が増加する中、少子化により総人口が減少に転じ、高齢化率が急速に上昇している。2025年以降は医療や介
護の需要がさらに増加されることがみこまれる一方で高齢者の単身世帯や夫婦のみの世帯が増えるなど、個々の家庭だけで介護を支えるのは困難になっている。年齢
を重ね介護が必要になってもできる限り地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで尊厳をもって統けることができるよう、医療・介護・介護予防・生活支援・住まいが一体
的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築が推進されている。本政策は高齢者を対象として創設されたが、現在ではあらゆる世代が対象となっている。本授業で
は地域包括ケアシステムの概要を理解しその中での看護の役割を理解することを目指す。

lオ規須千春…看護師として28年間の実績がある。

【到達目標】

地域包括ケアシステムおよびその中における看護の役割について説明できる

<具体的目標>
目標①地域包括ケアシステムの創設の経緯について説明できる
目標②地域包括ケアシステムの構成要素について説明できる
目標③地域包括ケアシステムの構築について説明できる
目標④地域包括システムに関わる看護師の役割について説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)高齢化の推移と将来推計について説明できる
(目 標①)地域包括ケアシステムの必要性について説明できる

2回 目 (目 標①)地域包括ケアシステムの背景と機能について説明できる

3回 目
(目 標②)地域包括ケアシステムの構成要素の具体的意味について説明できる
(目 標②)費用負担区分からみた地域包括ケアシステムについて説明できる

4回 目 (目 標②)生活の場に応じた看護とサービス提供機関について説明できる

5回 目
(目 標③)地域包括ケアシステムの構築のプロセスについて説明できる
(目 標③)地域ケア会議の機能と役割について述べることができる

6回 目
(目 標④)地域包括ケアシステムに関わる多職種の役割について説明できる
(目 標④)地域包括ケアシステムの中での看護師の役割について説明できる

7回 目 (目 標④)地域包括ケアシステムの様々な看護師の活躍の場について説明できる

8回 目 (目 標④)地域包括ケアシステムの今後の課題と展望について説明できる

準備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への
メッセージ

地域と暮らしで学んだことを基盤に地域包括クアシステムとは何か、看護師との関係について学びます。
予習・復習をすることわからないことは確認することを心がけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ在宅看護論① 地域療養を支えるケア :茎 有桂(編集)、 石田千絵(編集)、 山下 留理子(編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看誰科

科目名
(英 )

在宅看護概論

Introduction to Community Nursing

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 奥畑 幸一郎

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

地域・在宅看護の変遷やその社会背景をはじめ、地域・在宅看護の目的・基本的な理念や関連する概念、原理原則を学び、地域・在宅看護の対象者の特性と支援
のあり方を学ぶ。

奥畑幸一郎…看護師として10年以上の経験を有する

【到達目標】

在宅看護の意義と必要性、概要を理解し学んだことを説明できる

<具体的目標>
目標①日本の地域・在宅看護の変遷とその社会的背景について説明できる。
目標②地域・在宅看護の目的と基本理念、関連する概窓、原理原則について理解できる
目標③地域・在宅看護の対象者の特性とその支援の基本を理解できる

1回 目
(目標①)生活・地域のとらえ方および健康との関係性について多角的視点から自己の考えを述べることができる
(目 標①)地域・在宅看護の背景について学んだことを説明できる

2回 目

(日 様 くZ)り 剋 〕貝X・ 住 七 石 護 価 朗 に つ い く口)と明 ゞご0

(目 標②)在宅看護と訪問看護について説明できる
r日

'正

の】芹字考 _意の給害‖聰 詐・特徴庁っいてぃ“静日月で共る

3回 目
(目 標②)地域療養を支える在宅看護の役割・機能を説明できる
(目 標②)地域・在宅看護を展開するための基本理きを説明できる

4回 目 (目 標②)地域・在宅看護における倫理を理解し課題について考えることができる

5回 目 (目標③)地域・在宅看護の対象者について説明できる

6回 目 (目 標③)在宅看護の対象者と在宅看護の成立要件について説明できる

7回 目 (目 標③)在宅療養の場における家族の捉え方について説明できる

8回 目 (目 標③)療養者と家族へのケアについて事例をもとに考えることができる(演習:事例の展開)

準備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法
筆記試験(80%)
授業への参加態度(20%)

受講生への
メッセージ

在宅で生活しながら療養する対象者は年々増加しており、訪問看護をはじめとする在宅看護の知識やマナーなどはとても大切なことです。
重要性をしっかり認識して授業に臨んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ在宅看護論① 地域療養を支えるクア :茎 有桂(編集)、 石田千絵(編集)、 山下留理子(編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 : 看護科

科目名
(英 )

在宅看護方法論 I

Community Nursing Methodology I

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 奥畑 幸一郎

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・口寺1眼

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

地域・在宅看護の対象者の支援の基盤となる訪問看護制度を学び、在宅ケアにおけるケアマネジメントや地域包括ケアシス>ムの基本、関係機関・職種との連携の必

要性、社会資源を学ぶ。

奥畑幸一郎…看護師として10年以上の経験を有する

的 】

在宅看護に携わる職種とその役割、他職種との連携および社会資源の活用について学んだことを表現するとともに、対象者個人の尊厳、個人情報の保障の重要性

について考えを述べることができる

<具体的目標 >

目標①在宅ケアを支える制度や社会資源を説明できる
目標②在宅ケアにおけるケアマネジメントや関係機関・関係職種間の連携を理解できる
目標③現在の訪問看護制度の基本を理解できる
目標④対象者とその家族に向けた訪問看護過程ならびにケアマネジメントを展開できる

授業計画 ,内容

1回 目
(目 標①)地域アセスメントの考え方について説明できる
(目 標②)地域包括ケアシステムと多職種連携について説明できる

2回 目
(目 標②)
(目 標②)
療養の場の移行に伴う看護について説明できる
地域包括ケアシステムと多職種連携について説明できる

3回 日 (目 標②)在宅看護におけるケースマネジメント/ケアマネジメントについて説明できる

4回 目
(目 標)②)社会資源の活用について説明できる
(医療保険制度、後期高齢者医療制度、介護保険制度、生活保護制度)

5回 目 (目標②障がい者に関連する法律について説明できる

6回 目
(目標②)在宅療養者の権利を擁護する制度と社会資源について説明できる
(目標②)高齢者施策について説明できる

7回 目
(目標③)訪問看護制度について説明できる
(目 標④)事例をもとに在宅復帰に向けた支援について看護過程の展開ができる(演習:看護過程の展開)

8回 目
(目 標③)訪問看護における医療保険と介護保険の調整が演習にて実施できる(演習)
(目標④)ケアマネジメント(サービスの調整)が演習にて実施できる(演習)

準備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法
筆記試験(70%)
実技 (演習成果物)・レポート(30%)

受講生への
メンセ~ジ

在宅で生活しながら療養する対象者は年々増加しており、訪問看護をはじめとする在宅看護の知識やマナーなどはとても大切なことです。

重要性をしつかり認識して授業に臨んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

<教利書>
ナーシング・グラフィカ在宅看護論① 地域療養を支えるケア :茎 有桂(編集)、 石田千絵(編集)、 山下留理子(編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

在宅看護方法論 Ⅱ

Community Nursing Methodology Ц

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 岸 薫

実務経験 ○

授業

形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

在宅ケアを支える訪問看護ステーションの概要、訪問看護サービスの展開について学ぶ。さら1こ、訪問看護師が実践する在宅における生活ケア・医療的ケアのアセス
メントや援助技術の方法を傍観する。さらに訪聞看護看護師に必要な訪問時のマナーを学び実践する。

岸 薫…看護師として20年以上の経験を有する

【到達目標】

在宅医療技術の基礎的知識について説明できるとともに在宅療養者の日常生活援助について理解しその一部を実践できる

<具体的目標>
(目 標①)訪問看護ステーションの設置、運営、従事者、対象者、サービス、利用までの流れを説明できる
(目 標②)訪問看護における看護過程の特徴、家庭訪問および初回訪問のプロセスを理解できる
(目標③)対象特性に応じたアセスメントができる
(目 標④)在宅における療養者とその家族の生活上の課題を検討できる
(目標⑤)在宅における安全と健康危機管理について説明できる
(目 標⑥)在宅療養生活を支える基本的な技術について理解し一部を実践できる

・ ■授業計画1内容

1回 目 (目標①)訪問看護ステーション開設基準、従事者、対象者、サービス内容、開始の流れ、利用料が説明できる

2回 目 (目 標②)訪問看護サービスの展開について説明できる

3回 目
(目 標③)在宅看口整における安全と健康危機管理について説明できる
(目標⑤)事例をもとに在宅療養者の災害対策について説明できる(演習 :事例展開)

4回 目 (目標③)生活ケアと医療ケアのためのアセスメントと援助について説明できる

5回 目 (目標③)生活クアと医療ケアのためのアセスメントと援助について説明できる

6回 目 (目 標③④)在宅療養における看護過程の展開技術について説明できる

7回 目 (目標②⑥)家庭訪問・初回訪間の手順・倫理・心構えを理解し一部を実践できる(演習 :初回訪問)

8回 目 (目標②⑥)家庭訪問・初回訪間の手順・倫理・心構えを理解し一部を実践できる(演習 :初回訪問)

9回 目 (目標③④)在宅療養における看護過程の展開技術についてその一部を実践できる(演習:情報収集)

10回 目 (目標③④)在宅療養における看護過程の展開技術についてその一部を実践できる(演習 :ヘルスアセスメントと家族のアセスメント)

H回 目 (目 標③④)在宅療養における看護過程の展開技術についてその一部を実践できる(演習 :ゴール設定と計画立案)

12回 目 (日 標③⑥)コミュニケーション、アセスメント、環境整備について説明できる

13回 目 (目標③⑥)コミュニケーション、アセスメント、環境整備について理解しその一部を実践できる(演習:住環境のアセスメント)

14回 目
(目標⑨)生活ツハビツテーションについて説明できる
(目標⑥感染予防について説明できる

15回 目 (目標⑥)在宅におけるターミナルケアの基本について説明できる

準備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法
筆記試験(70%)
実技・レポート(30%)

受講生への

メンセ~ジ
在宅で生活しながら療養する対象者は年々増加しており、訪問看護をはじめとする在宅看護の知識やマナーなどはとても大ヒ刀なことです。
重要性をしっかり認識して授業に臨んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ在宅看護論② 在宅療養を支える技術 :菖 有桂(編集)、 石田千絵(編集)、 山下 留理子(編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

在宅看護方法論Ⅲ

Community Nursing Methodology Ⅲ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 永田英子

実務経験 O

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日。日寺限 水 3.4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

在宅におけるさまざまな事例をもとに療養者と家族、その取り巻く県境と状況に応じた在宅看護の実際を学び、既存の看護の知識を応用し、在宅看護の実践に結び
つける。

*看護師として20年以上の臨床経験と教育師長として院内教育に携わつている

【到達目標】

事例を通して個々の対象の特徴、在宅ケア支援のための保健・医斎・福社のネットワークの活用方法、看護の継続性について学習し、対象のニーズを正しくアセスメ
ントし、実行可能な計画の立案と適ヒ刀な援助方法を選択できる

<具体的目標>
目標①訪問看護制度と事例を関連付けて看護を展開することができる
目標②訪関看護で行われる生活援助および医療処置について理解できる
目標③介護負担やレスパイトケアについて説明できる
目標④被虐待が疑われる療養者のケアについて説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①②)在宅での自己管理を受けている独居の糖尿病療養者の看護を展開できる(演習:看護過程展開)

2回 目 (目 標①②③)在宅で老々介護を開始する恒例の療養者の看護を展開できる(演習 :看護過程展開)

3回 目 (目 標④)被虐待が疑われる認知症高齢者の看護を展開できる(演習:看護過程展開)

4回 目 (目標①②)在宅での生活を希望する脳梗塞後遺症のある高齢者の看護を展開できる(演習:看護過程展開)

5回 目 (目標①②)最期まで自宅で過ごしたいターミナル期のがん療養者の看護を展開できる(演習:看護過程展開)

6回 目 (目 標①②)在宅での生活に不安を抱きつつ退院するALS療養者の看護を展開できる(演習:看護過程展開)

7回 目 (日標①②)事故により中途障害となった成人男性の看護過程を展開できる(演習 :看護過程展開)

8回 目 (目標①②)在宅での生活を希望する精神障がい者の看護過程を展開できる(演習:看護過程展開)

9回 目 (目 標①②)地域で生活する重症心身障碍児の看護過程を展開できる(演習:看護過程展開)

10回 目 (目 標①②)誤疎性肺炎を生じた調高齢者の看護過程を展開できる(演習 :看護過程展開)

11回 目 (目 標①②)回復期にある高次脳機能障害療養者の看護過程を展開できる(演習 :看護過程展開)

12回 目 (目 標①②)独居で終末期を迎える療養者の看護過程を展開できる(演習:看護過程展開)

13回 目 (目 標①②③④)マルトリートメントが疑われる医療的ケア児の看護過程が展開できる(演習:看護過程展開)

14回 目 (目標①②③①)初回訪問における情報をもとに看護過程を展開し共有することができる(演習:発表)

15回 目 (目 標①②③④)初国訪問における情報をもとに看護過程を展開し共有することができる(演習 :発表)

準備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法
筆記試験(80%)
授業参加態度と状況(20%)

受講生への
メッセージ

在宅で生活しながら療養する対象者は年々増加しており、訪問看護をはじめとする在宅看護の知識やマナーなどはとても大切なことです。
重要性をしっかり認識して授業に臨んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

<叛科書>
ナーシング・グラフィカ在宅看護論② 在宅療養を支える技術 :茎 有桂(編集)、 石田千絵(編集)、 山下 留理子(編集)≪ メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

成人看護学概論

Introduction to Ceneral Nursing

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 明石 征二

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

ライフサイクルのなかで最も長い成人期にある人々を全人的・統合的存在として理解するために、成人の身体的、心理的、社会的な特徴および発達課題化みた特徴
について学ぶ。
また成人の健康を健康―不健康の連続体として捉え、多様な要因により発生する健康問題の特徴を生活環境、生活習慣と関連づけて学習し、成人に対する看護の

基盤となる主要概念について説明することができるよう|こなる。

明石征二…看護師として20年以上の実績がある

【到達目標】

成人期にある対象を統合的に理解し、成人翔の対象が健康を認識し、その人らしく生活するための看護について学ぶ

<具体的日標>
成人期にある対象を流合的に理解し、成人翔の対象が健尿を諮融し、その人らしく生枯するたy)の看Π隻について写ふ。

目標①成人期ある人の身体的・心理的・社会的特徴、生活と健康問題について説明することが出来る。

目標②成人保健の動向を踏まえて、成人期にある人々の健康障害の特性とその要因について理解説明する言葉出来る。

目標③成人への看護アプローチの基本的な概念と理論について説明することが出来る。

授業計画・内容

1回 目 (目標①)ライフサイクルから見た成人の位置づけと特徴について説明することが出来る

2回 目 (目標①)成人期の健康問題の特徴とリスクファクターについて説明することが出来る

3回 目 (目標①)成人の健康と生活に応じた看護を説明することが出来る。

4回 目 (目標②)学習理論と自己効力に関して説明することが出来る

5回 目 (目標②)危機理論とストレス・コーピングについて説明J~ることが出来る

6回 目 (目標③)障害の受容過程について説明することが出来る

7回 目 (目標③)成人の健康問題を分析するための枠組みについて説明することが出来る

8回 目 (目標①②③)症例に対するディベートを行い、成人期の身体的・精神的・社会的特徴について説明することが出来る

準備学習
時間外学習

(準備学習)
該当する教科書のページを予め確認し、授業に臨むこと。

(時間外学習)
各国の講義の内容を振り返リディベートの時に講義内容が活用できるよう1こしておくこと。

評価方法

態度・知識。技術を総合的に評価する
態度 (10%):授業態度や演習への取り組み
知識 (70%):筆記試験
技術 (20%):ディベートによる表現方法

受講生への
メンセ~ジ

人生の中で最も長い期間にある成人期では様々な課題、健厚障害があります。
身体的・精神的・社会的影響を考える事が出来るように学びを深めていってください。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>

ナーシング・グラフィカ成人看護学① 成人看護学概論 :安酸 史子 (編集)、 吉田澄恵 (編集)、 鈴木 れL恵 (編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 : 看護科

科目名
(英 )

成人看護学方法論 I

(急性期)

Gener〔 ll Nursing Methodology I

必修

選択
必修 年次 2

担当教員
※1,柴 田 幸治 (10)
※2.尾場瀬 将裕 (5)

実務経験 ※10※ 20
授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・口寺限 金・2

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

手術前・手術中・手術後の患者を援助する方法、およびリスク予測に基づいた述語合併症を予防する方法を学び実践出来る能力を身につけていく。
また、手術による特徴的な機能障害を理解し、術後の健康回復を促進するための看護について学ぶ。さらに集中治療が必要な息者と家族の基礎的な看護について
学び、実践能力の向上を図つていく。

※1看護師として10年以上の実績がある
※2看護師として15年以上の実績がある

【到達目標〕

基礎看護学で学んだ「手術療法を受ける患者の看護」を基に、手術前,中・後看護を理解する

<具体的目標>

目標①手術を受ける患者看護(手術前・中・後)の一連の流れを説明することが出来る

目標②手術侵襲に伴う身体反応が理解できる

目標③手術を受ける患者の身体的・心理的特徴が説明できる

目標④手術を受ける患者の看護過程が実践出来る

授業計画・内容 |

1回 目 (目標①)手術前の看護について説明することが出来る

(目標①)手術室看護について説明できる2回 目

3回 目 (目 標①)手術直後の看護について説明することが出来る

4回 目 (目標①)術後合併症と予防のための看護について説明することが出来る

5回 目 (目 標②)身体侵襲による生体反応について説明することが出来る

6回 目 (目標③)呼吸器系に障害のある忠者の手術を受ける患者の看護について説明することが出来る

7回 目 (目標③)循環器系に障害のある忠者の手術を受ける患者の看護について説明することが出来る

8回 目 (目 標③)消化代謝系に障害のある患者の手術を受ける患者の看護について説明することが出来る

9回 目 (目標③)脳ネ申経系に障害のある忠者の手術を受ける患者の看護について説明することが出来る

10Eヨ ロ (目標③)運動器系に障害のある患者の手術を受ける患者の看護について説明することが出来る

H回 目 (目標③)内分泌・泌尿器系・生殖器系に障害のある患者の手術を受ける患者の看護について説明することが出来る

12E]目 (目標④)胃癌の手術を受ける患者の看護過程を展開することが出来る(演習)

13E]目 (目 標④)胃癌の手術を受ける患者の看護過程を展開することが出来る(演習)

14[]目 (目 標④)大腸癌の手術を受ける患者の看護過程を展開することが出来る(演習)

15E]目 (目 標④)大腸癌の手術を受ける患者の看護過程を展開することが出来る(演習)

準備学習
時間外学習

(準備学習)臨床看護総論、成人看護学概論での復習とフィジカルアセスメントの復習を行っておくこと。
(時間外学習)看護過程の展開は講義時間だけでは習得できないため、復習と自分でのまとめを行う。

評価方法

態度・知,散・技術を総合的に評価する
態度(10%):授 業態度や演習への取り組み
知識(70%):筆 記試験
技術(20%):課 題提出状況

受講生への

メンセ~ジ
周手術期にある患者の看護は、様々な場面で活用することがあり、臨床実習にも関わつてくる内容が多い領域です。
知識の修得を行い、実際に活用できるよう1こ学習を深めてください。

中島恵美子 (編集)≪ メディカ出版≫ング・グラフィカ成人看護学④ 周術期看護
ワークブ ク

教材・参考書】

<教科書>



2024年度 授業概要

学 科 看 誰 科

科日名
(英 )

成人看護学方法論 Ⅱ

(回復期 )

General Nursing Methodology Ⅱ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 白石 郁美

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・口寺限 金・3

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

リハビジテーション看護は、その対象を疾病や障害をもちながらも「生活する人」としてとらえ、看護の本質である「その人らしく生きること」を支援し、QOLを高めることを
目指す。社会状況の変化の中ますます重要になるリハビリテーション看護の視点を養うことを学習の目的とする。

白石 郁美…看護師として5年間以上の実績がある

【到達目標】

疾患に適応していく過程とセルフケアを促進する看護について説明できる

く具体的目標〉
目標①ル ビヽリテーションの概要が説明できる
目標②リハビツテーションに用いられる主要な概念について説明できる
目標③リハビリテーションにおけるl命理、法律、施策について説明できる
目標④チームアプローチと看護の役割について説明できる
目標⑤身体機能のメカニズムとアセスメント1こついて説明できる
目標⑥心理・社会的なアセスメントと援助について説明できる
目標⑦生活の再構築へのアセスメントと援助について説明できる
目標③回復期にある対象に応じた看護過程の展開ができる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)リハビリテーションとはイ可か自分の考えを述べることができる
(目 標①)リハビリテーションの歴史、領域、看護について説明できる

2回 目
(目 標②)リハビリテーションで用いられる主な概念 (ICF、 生活モデル、セルフケア、QOし ,ノーマライゼーション、エンパワメント、コービング、日己働力、レ

ジリエンス)について説明できる

3回 目
(目 標③)「障害者とはJについて自分の考えを述べることができる
(目 標⑥)障害者の権利、支える法律、サービスについて説明できる

4回 目
(目標④)ツハビツテーション関係職種によるテームアプローチについて説明できる
(目標④)チームアプローチのための情報共有と看護師の役割について説明できる

5回 目 (目 標⑤)身体機能 (呼吸、循環、運動、栄養)のメカニズムおよびアセスメント1こついて説明できる

6回 目 (目標⑤)身体機能 (υ F泄、性、高次脳機能、視覚、聴覚、疼痛)のメカニズムおよびアセスメントについて説明できる

7回 目 (目標⑥)心理・社会的(肯定的な自己概念、家族、社会の態度、居住環境)なアセスメントと援助について説明できる

8回 目 (目 標⑦)生活の再構築への(生活の再構築、ICF、 )アセスメントと援助について説明できる(演習)

9回 目 (目標③)慢性閉塞性肺疾患の看護過程が展開できる(演習)

10回 日 (目標③)急性心筋梗塞患者の看護過程が展開できる(演習)

H回 目 (目 標⑥)下肢切断患者の看護過程が展開できる(演習)

12回 目 (目 標⑥)脊髄損傷患者の看護過程が展開できる(演習)

13回 目 (目 標③)高次脳機能障害患者の看護過程が展開できる(演習)

14回 目 (目 標③)筋委縮性側索硬化症患者の看護過程が展開できる(演習)

15回 目 (目 標⑥)関節リウマチ患者の看護過程が展開できる(演習)

準備学習
時間外学習

課題やレポートはその都度指示します。予習、復習をしてひとつひとつしつかり理解してください。

評価方法

知識(70%):筆記試験
態度(30%):レ ポート、出席、参加態度

総合的に評価

受講生への

メッセージ

日本では2025年に戦後生まれの団塊世代が後期高齢者になり、超高齢社会になると言われています。また、若くして事故や疾病によって機能障害を

負い、他者の支援を必要とする人も増えています。さら1こ障害をもちながらも自立して生活し、仕事やスポーツなどの活動、社会参加を積極的に行ってい

る人もいます。最近では地域で生活している人も増えてきましたので、周囲に目を配リリハビリテーションの視点から世の中を見てみましょう。いろいろなこ

とに疑問をもつことが学習のスタートです。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ成人看護学⑤リハビリテーション看護 :奥宮暁子(著 ,編集)、 石川ふみよ(編集)、 金城利雄(編集)≪メディカ出版≫
メディカ出版 成人看護学実習ワークブック:山本仕代子(監惨)

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

担当教員 福本 力口津美必修
選択

必修 年次 2
実務経験 ○

開講区分 前期
(英 )

科目名
成人看護学方法論Ⅲ

(1曼性期 )

General Nursing Methodology Ⅲ 授業
形態

講義
総時間
(単位 )

３０

　

‐ 曜日・時限 金 ,4コース

慢性疾患をもつ対象者は、生活上の自己管理能力が求められる。そのため、生活の再構築が必要な射象者の健康障害について理解し、その支援をするため

践について学ボ。

が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、 る

本 力日津美―・看護師として20年間以上の実績がある

目標①慢性疾患がその人の人生に及ぼす影響について理解できる

目標②慢性疾患を有する対象の身体的、社会的側面から捉え、セルフコントロールを必要とする人の看護を理解できる

目標③疾患に適応していく過程の特徴とセルフケアを促進する看護を理解できる

目標④慢性疾患を有する人とその家族への看護を理解できる

【到達目標】

入れ、自己管理に向けての教育をすることの必要性を理解し看護のありかたを学ぶ

目標〉

1回 目 セルフマネジメントの構成要素、主要概念、看護職の責任・能力、援助で障害になることについて説明できる

2回 目 セルフマネジメントのための対象理解について説明できる

3回 目 成人教育学、エンパワメントモデル、自己効力理論、コミュニケーション理論について説明できる

4回 目 (目 標①④)対象理解について説明できる

5回 目 (目 標③)援助方法について説明できる

6回 目 (目 標②)評価のしかたについて説明できる(時期、目標と行動、次の計画につなげる)

(目 標②③)糖尿病とともに生きるセルフマネジメントのために必要な援助の一部 (簡易血糖測定、食事指導)が実践できる(演習)7回 目

8回 目 (目標②③)腎不全とともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

9回 目 (目標②③)慢性呼吸不全とともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

10回 目 (目 標②③)月干π更変とともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

H回 目 (日標③④)がんとともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

12回 目 (目 標②⑥)慢性心不全とともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

(目 標②③)エイズとともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる13回 目

14回 目 (目 標②③)難病とともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

15回 目 (目 標①①)死が近づいた人のセルフマネジメント支援について説明できる

準備学習
時間外学習

目標①)対象者の発達段階、発達課題について予習が必要です
目標②)対象者を全人的側面から理角子するための予習が必要です
目標③)疾患についてや、セルフケアの必要性について理解するための予習が必要です
目標④)疾患を有する人と家族の関係について理解するための予習が必要です

評価方法

総合的に成績評価を行う

筆記試験(70%)
課題レポート、出席、参加態度(30%)

受講生への

メッセージ

成人が何らかの慢性的な病をもったときに、生活者としてどのように病気と家庭生活、社会生活の折り合いをつけて、自分らしく生きていくかを考えなけ
ればなりません。それにはどのような支援が必要となるかを考察する科目です。予習をして疑問点を明らかにして授業に臨んでください。

授業内課題については、授業内でフィードバックします。(レポート提出)

【使用教科書・教材・参考書】

<教利書>
ナーシング・グラフィカ成人看護学③セルフマネジメント :安酸史子(編集)、 吉田澄恵(編集)、 鈴木純恵(編集)≪メディカ出版≫
メディカ出版 成人看護学実習ワークブック:山本佳代子(監修)

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

成人看護学方法論Ⅳ

(終末期 )

General Nursing Methodolog Ⅳ

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 村上 志歩美

実務経験 O

授業

形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限 水.3,4

【授業の学習内容〕 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

緩和ケアは、WHOによつて「生命を脅かす疾患による問題に直面している患者とその家族に対して、痛みやその他のその他の身体的問題、心理社会的問題、スピリ
チュアルな問題を早期に同定し、適切な評価と治療によつて、苦痛の予防と緩和を行うことで、クオリティ・オブ・ライフを改善するアプローチである」と定義されている。以
前は「ターミナルケア」ともいわれ、終末期に行われるケアが主体であつたが、現在では早期からの緩和ケアの重要性が叫ばれ、その焦点も、死にゆく患者のケアから苦
痛の緩和に移つてきた。緩和ケアは、基本的緩和ケアと専門的緩和ケアに分類されるが、本授業ではがん医療に携わるすべての医療者に必要とされる基本的緩和ケ
アについて学び、必要とされる看護について説明ができるよう|こなることをめざす。

村上 志歩美…看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

緩和ケアを必要とする患者の全人的苦痛を学習し、緩和ケアに必要な看護について理解することができる

<具体的目標>
目標①緩和ケアの概要について説明できる
目標②忠者の持つ全人的苦痛について説明できる
目標③患者の意思決定支援とコミュニケーションについて説明できる
目標④在宅緩和ケアと家族ケアについて説明できる
目標⑤生命倫理と非がん疾患の緩和ケアについて説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)がん患者が抱える苦痛とQOLについて説明できる
緩和ケアとは何か説明できる

2回 目 (目 標①)身体症状とその治療・看護について説明できる

8回 目 (目 標①)身体症状とその冶療・看護について説明できる

4回 目 (目 標②精神症状,社会的ケアとその治療・看護について説明できる

5回 目 (日 標②)スピツチュアルクアについて説明できる

6回 目 (目 標②)意思決定とコミュニケーションについて説明できる

7回 目 (目 標③)意思決定とコミュニケーションについて実践できる(演習)

8回 目 (目 標③)意思決定とコミュニケーションについて実践できる(演習)

9回 目 (目標④)在宅緩和ケアについて説明できる

10回 目 (目 標④)家族ケアについて説明できる

11回 目
(目 標③)生命倫理について説明できる
生命倫理の4原則について説明できる

12回 目 (目 標⑤)非がん疾患の緩和ケアについて説明できる

13回 目 (目 標⑤)非がん疾患の緩和ケアについて説明できる

14回 目 (目 標②④⑥)がん終末期の症状と全身状態について説明できる

15回 目
(目 標⑫(4)① )幅死期のクアについて説四月できる

臨終後のケアについて説明できる

準備学習
時間外学習

成人看護学概論、臨床看護総論を基盤として専門性を深める浴1目 です。復習をしつかり行っておいてください。緩和ケアに関して新たな専門用語が出
てきます。予習として調べておきましょう。

評価方法

出席・態度・知識・技術を総合的に評価します
出席(10%)
態度 (10%):授業への取り組みや提出物、実技
知識 (80%):筆記試験

受講生への
メンセ~ジ

緩和ケアは、終末期やがん患者に限定されたものではなく今日ではすべての患者に必要とされています。普段から社会状況やがん息者のおかれた状
況などに興味を示して情報を集めてください。

【使用教科書・教材'参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ成人看護学⑥緩和ケア :宮下光令 (著、編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

成人看護学方法論V
(救急看護 )

General Nursing Methodology V

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 深梅圭

実務経験 O

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・口寺限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記喜比する)

重篤で急激に変化する対象の状態を科学的な視点でアセスメントし、生命維持に必要な看護技術を習得する。
救急看護の概念を理解する。救急看護の基礎知識と技術を理解できる。救急医療における初期対応の本質が理解できる。重症救急患者の集中治療看護が理解でき
説明ができる

深梅圭二…看護師として20年以上の実務経験あり。

【到達目標】

1急病・けが,災害など、急に身体の疾患または損傷を受けた人々を対象に診療する医療であることを習得する
2救急処置,医療行為の介助,生活行動援助,精神的サポートなどの看護活動であることを学び場所・疾患・臓器。対象の発達段階・診療科・重症度を問わず実践される
看護であることを修得する

〈具体的日標>
目標①緊急時の対応 (BLS)を身に付ける
日標③救急医療の蘇生の基本が説明できる
目標⑤救急医療の処置・トリアージが説明できる

目標②救急医療と搬送システムにおける看護師の役割が説明できる
目標④救急医療の倫理が説明できる
目標⑥救急医薬品が説明できる

1回 目 (目 標①)BLSを説明できる

2回 目 (目 標①)BLSを実施できる(演習)

3回 目 (目標②)救急医療における対象の理解と看護師の役割について理解できる

4回 目 (目 標②)救急医療体制について説明できる 救急搬送システムが説明できる

5回 目 (目 標②)初期・第二次救急医療を理解し看護師の役割が説明できる

6回 目 (目 標②)第二次救急医療を理解し看護師の役割が説明できる

7回 目 (目 標③)救命の連鎖 (チェーン・オブ・サバイタミル)が説明できる

8回 目 (目 標③)蘇生の基本 ABCDEアプローチが説明できる

9回 目 (目 標④)救急看護と法的・倫理的側面について説明できる

(目 標④)絶対的医療行為と相対的医療行為が説明できる10回 目

11回 目 (目 標⑤)周囲の状況確認とスタンダードプリコーションが説明できる

12回 目 (目 標⑤)救急処置 救急忠者のトリアージrough survey(A・ BoC・ DoE)と head to toeが説明できる

13回 目 (目 標⑤)意識・呼吸・循環 フィジカルアセスメントが説明できる

14回 目 (目 標⑤)救急救命処置 心肺蘇生・気管内挿管の介助が説明できる

15回 目 (目標⑥)救急時に使用される医薬品が説明できる

準備学習
時間外学習

・授業中に次回授業について教科書の該当ページを指示する。指定したページを理解すること
・事前課題について、講義前にレポート課題を出す
(課題等に関するフィードバック)
・提出された課題について講義の中にとりあげ、振り返りをする
・講義中に疑問が生じた時には、あいまいにせず確認する

評価方法

出席・態度・知識・技術を総合的に評価します
出席 (10%)
態度 (10%):授業への取り組みや提出物
知識 (80%):筆記試験

受講生への
メッセージ

「命を救い、生を支える」救急処置,医療行為の介助,生活行動援助,精神的サポートなどの看護活動のことである。
場所。疾患・臓器・対象の発達段階・診療利・重症度を問わず実践される看護である。 救急医療においては身に付けるべき能力の一つです。

<教科書>
ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術 :志 自岐 康子(編集)、 習田明裕(編集)、 松尾 ミヨ子 ≪メディカ出版≫

【使用教科書・教材・参考書】

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

老年看護学概論

Introduction to Geriatric Nursing

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 奥畑 幸一郎

実務経験 ○

授業
形態

講義

演習

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・口寺限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

治療を必要とする高齢者だけでなく、生涯ともに生きる高齢者、終末期にある高齢者など、さまざまな健康レベルにある高齢者を対象に広い視野を持ち、住宅環境か
ら地域まで見渡し、ニーズを見出していく必要性があります。
高齢者の多様で個別性の高いニーズを把握し、援助の方策を考えるためには、老いをや老年期の役割・発達段階を理解し、高齢者の尊厳を大切にしたうえで関わる
ことが重要となります。この授業ではそのための基礎的な知識と技術を学習します。

奥畑幸一郎…看護師として10年以上の経験を有する

【到達目標】

老年期の特徴を理解し、社会構造の変化や高齢社会における健康問題の動向と看護の役割の概要を理解する。

<具体的目標>
目標①老年期の特徴を説明できる
目標②加齢に伴)い身の変化と特徴を説明できる
目標③老年期にある対象の尊厳と権利擁護について説明できる
目標④老年看護の機能と役割について説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)老年期の特徴について説明できる

2回 目 (目 標②)力口齢に伴う身体機能の生理的変化について説明できる

3回 目 (目 標②)加齢に伴う身体機能の生理的変化について説明できる

4回 目 (目 標②)加齢に伴う身体機能の生理的変化について説明できる

5回 目 (目 標②加齢に伴)心理・精神機能の変化について説明できる

6回 目 (目 標③④)高齢者看護の特性について説明できる

7回 目 (目 標③④)高齢者看護の特性について説明できる

8回 目 (目 標②)加齢に伴)い理・精ネ申機能の変化について説明できる

準備学習
時間外学習

前提:老年方法論で実際の看護を考えていく必要があり、概論を理解していないと方法論も難しくなりますので復習を十分行うよう1こ。
(目 標①)老年期の特徴は多いため、どのような特徴があるのか予習しておいてください。
(目 標②)認知機能低下・せん妄うつについてそれぞれ特徴を予習しておいてください。
(目標③)それぞれの理論家の特徴について復習し、まとめておいてください。
(目 標④⑤)老年看護の役割について自身の言葉で表現できる。(レポート提出)

評価方法
筆記試験(80%)
レポート(20%)

受講生への

メンセ~ジ
現在、医療を受ける対象者のほとんどが高齢者になっています。また、高齢化が進み、高齢者の特徴も多様化していおり、老年看護学は医療場面のほ
とんどで活かされる能力です。
体調管理には気を付けて欠席しないように注意して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ老年看護学① 高齢者の健康と障害
ナーシング・グラフィカ老年看護学② 高齢者の健康と実践

堀内 ふき(著 ,編集)、 大渕 律子 (著 ,編集)、 諏訪 さゆり(著,編集)≪メディカ出版≫
堀内 お、き(著 ,編集)、 大渕 律子 (著 ,編集 )、 諏訪 さゆり(著,編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看誰科

科目名
(英 )

老年看護学方法論 I

Gerittric Nursing Methodology I

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 奥畑 幸一郎

実務経験 ○

授業
形態

講義
GヽV

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

治療を必要とする高齢者だけでなく、生涯ともに生きる高齢者、終末期にある高齢者など、さまざまな健康レベルにある高齢者を対象に広い視野を持ち、住宅環境か

ら地域まで見渡し、ニーズを見出していく必要性があります。
地域で生活する高齢者を取り巻く医療について、その実際を学び高齢者が地域でどのような生活を行っているか理解することで病院と地域、地域と生活の場を意識し

た高齢者看護の在り方を理解することを目指します。

奥畑幸一郎…看護師として10年以上の経験を有する

【到達目標】

高齢者を取り巻く生活・療養の場における看護や介護、社会保障の在り方について理解できる
<具体的目標 >
目標①高齢者をとりまく社会状況について説明できる
日標②高齢者が生活する場の特徴について説明できる
目標③高齢者を支える社会制度の全体像について説明できる
目標④高齢者看護の基本について説明できる
目標⑤高齢者のヘルスプロモーションについて説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目標①③)高齢者をとりまく社会について説明できる

2回 目 (目標②③)長期療養施設・在宅の看護について説明できる

3回 目 (目標④)高齢者看護の特性について説明できる

4回 目 (目標④)高齢者看護における倫理について説明できる

5回 目 (目標④)高齢者看護におけるチームアプローチについて説明できる

6回 目 (目標④)高齢者のリスクマネジメントについて説明できる

7回 目 (目標⑤)高齢者のヘルスプロモーションについて説明できる

8回 目 (目標⑤)認知症への取り組み

準備学習
時間外学習

前提 :在宅看護や医療福祉施設での看護は今後の医療の基盤となります。看護師としての幹を太くするために積極的に学習を進めてください。
・医療保健福祉施設の種類や違いについて、復習しまとめておいてください。

評価方法
筆記試験(70%)
レポート(30%)

受講生への
メンセ~ジ

高齢者を支える看護と制度は密接な関係があります。法律や制度は難しいと感じるかもしれませんが少しずつがんばりましょう。
体調管理には気を付けて欠席しないように注意して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ
ナーシング・グラフィカ

老年看護学①
老年看護学②

高齢者の健康と障害
高齢者の健康と実践

堀内ふき、大渕 律子、諏訪 さゆり
堀内ふき、大渕 律子、

"原
訪 さゆり

≪

≪

メデ
メデ
イ 出版
出版
≫

≫イ

カ
カ

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

老年看護学方法論 Ⅱ

Geriatric Nursing Methodology Ⅱ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 入江 明日香

実務経験 ○

授業
形態

講義
GW

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・口寺限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

高齢者の看護を実践するには、高齢者の特徴を理解したうえで疾患や障害との結びつきを理解する必要があります。高齢者の特徴とその看護、高齢者が受ける医療
が高齢者に与える影響を考え、疾患を持つ高齢者の医療現場や療養現場での看護について学びます。
また 高齢者の尊厳ある死を守るため自分自身の死生観を育み行動できるための素養を身につけます。

入江明日香…看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

老年期の対象を生活の観点から総合的にアセスメントし、援助するための基本的な看護技術を修得することを目指す
<具体的目標>
(目 標①)高齢者の生活を支える看護について説明できる
(目 標②)高齢者によくみられる疾患について説明できる
(目 標③)高齢者に対するアセスメントが説明できる
(目 標④)治療を受ける高齢者の看護について説明できる
(目 標⑤)終末期の看護について説明できる
(目 標⑥)認知症・うつ病・せん妄の看護について説明できる

・授業計画・内容

1回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 食生活を支える看護

2回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 〕F泄を支える看護

3回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 清潔・衣生活を支える看護

4回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 活動と体息を支える看護

5回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 歩行・移動を支える看護

6回 目 (目 標①②③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 呼吸・循環機能障害を支える看護

7回 目 (目 標①②③)高齢者の生活を支える看護について説明できる その他高齢者に特徴的な症状・疾患を支える看護 (高齢者のがん冶療)

8回 目 (目 標⑥)認知症高齢者の看護の概要について説明できる

9回 目 (目 標⑥)うつ病・せん妄の看護の概要について説明できる

10回 目
(目 標④)薬物療法を受ける高齢者の看護について説明できる
(目 標0)手術療法を受ける高齢者の看護について説明できる

H回 目
(目 標④)リハビリテーションを受ける高齢者の看護について説明できる
(目 標④)行動制限を受ける高齢者の看護について説明できる

12回 目
(目 標①)診祭・検査を受ける高齢者の看護について説口)1できる
(目 標④)入院・退院における高齢者の看護について説明できる

13回 目

14回 目

15回 日 まとめ

準備学習
時間外学習

老年看護学概論で学習した内容を復習して授業に臨むよう1こしましょう。 関連動画がある場合は視聴しましょう。
予習においてはテキストの該当項を読んできましょう。各時間で小テストを行います。学習した内容を整理し、授業に臨くみ理解を深めましょう。

評価方法
筆記試験(80%)
レポート・課題・(20%)高齢者の生活を支える看護に関するレポート課題

受講生への

メンセ~ジ
老年看護の実践力につながる科目ですので積極的に学びを深め、今後の老年看護学実習で実践力を磨いていってほしいと思います。
体調管理には気を付けて欠席しないよう1こ注意して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ老年看護学① 高齢者の健康と障害
ナーシング・グラフィカ老年看護学② 高齢者の健康と実践

堀内 ふき、大渕 律子、諏訪 さゆり ≪メディカ出版≫

堀内 ふき、大渕 律子、諏訪 さゆり ≪メディカ出版≫

(目標⑤)高齢者への終末期看護の実践について説明できる

(目 標⑤)高齢者への終末期看護の実践について説明できる

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

利目名
(英 )

老年看護学方法論Ⅲ

Ceriatric Nursing Methodolo印 Ⅲ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 入江 明日香

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

高齢者に多い疾患を学習することで実習に行った際の学びを深いものにすることができると考えます。また、疾患と結び付けることで高齢者看護の実際をイメージする
ことが出来ると思います。また、グループワークや発表を行うことで、学生の看護の視野を広げることができると考えます。
健康障害をもつ高齢者を全人的に理解しアセスメントし対象に合わせた看護を展開するための能力を養うことを目指します。

入江 明日香…看護師として10年間の実績がある

【到達目標】

高齢者を全人的に理解し、健康上の課題をアセスメントし個別性をふまえた看護を立案することができる。

<具体的目標>
目標①健康障害をもつ高齢者および家族に対する看護の実際が説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目標①)慢性心不全の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

2回 目 (目標①)慢性心不全の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

3回 目 (目標①)慢性心不全の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

4回 目 (目標①)誤疎性肺炎の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメント・ビジョンゴール作成)(演習)

5回 目 (目標①)誤疎性肺炎の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

6回 目 (目標①)誤疎性肺炎の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(2グループ発表)(演習)

7回 目 (目標①)認知症の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

8回 目 (目標①)認知症の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

9回 目 (目標①)認知症の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(2グループ発表)(演習)

10回 目 (目標①)脳梗塞の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

H回 目 (目標①)月図梗塞の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメント・ビジョンゴール作成)(演習)

12回 目 (目標①)脳梗塞の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(2グループ発表)(演習)

13回 目 (目標①)大腿骨頸部骨折の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメント・ビジョンゴール作成)(演習)

14回 目 (目標①)大腿骨顕部骨折の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

15回 目 (目標①)大腿骨頸部骨折の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(2グループ発表)(演習)

準備学習
時間外学習

(目標①)高齢者に多い疾患(慢性心不全・誤喋性肺炎・認知症・脳梗塞・大腿骨顕部骨折)の事前学習をし、グループワークで意見を出すことが出来る
ようにしておいてください。

評価方法
筆記試験(50%)
演習。発表 (50%)

受講生への
メッセージ

老年看護の実践力につながる科日ですので積極的に学びを深め、今後の老年看護学実習で実践力を磨いていつてほしいと思います。
体調管理には気を付けて欠席しないように注意して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ老年看護学① 高齢者の健康と障害
ナーシング・グラフィカ老年看護学② 高齢者の健康と実践
成人看護学,老年看護学で使用した教材

堀内 ふき、大渕 律子、諏訪 さゆり ≪メディカ出版≫
堀内 ふき、大渕 律子、諏訪 さゆり ≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 利 看護科

科目名
(英 )

小児看護学概論

Introduction to Pediatric rヾ ursing

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 伊規須千春

実務経験 ○

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

今日、子どもの生活習慣病の増加、こころの問題、思春期の子どもの自殺、育児不安、児童虐待など、子どもを取り巻く社会や家族に深く関わる子どもの健康問題が

増加している。小児看護に携わる看護者は、権利を有する一人の人として子どもを尊重し、さまざまな健康レベルの子どもが社会の中で健やかに発達し生きていくこと
ができるように、看護を提供していく必要がある。小児看護学概論では、子どもの権利の尊重、子供の発達の理解と発達段階、子どもにとっての家族について学習す
る。

伊規須千春…看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

小児看護学で用いられる概念・理論について説明できる。

(具体的目標〉
目標①小児看護の目的と対象について説明できる
日標②子どもとは|こついて説明できる
目標③子どもの権利について説明できる

授業計画:内容

1回 目

ノlJEとイま
(目標①)成長・

'え
達の原則と影響因子について説明できる

(目標①)/Jヽ児看護の対象・目的について説明できる

2回 目
小児看護とは
(目 標②)新生児期の子どもとその看護について説明できる

3回 目
小児看護とは
(目 標②)乳児期の子どもとその看護について説明できる

4回 日
小児看護とは
(目標②)幼児期の子どもとその看護について説明できる

5回 目
小児看護とは
(目標②)学童期の子どもとその看護について説明できる

6回 目
小児看護とは
(目 標②)思春期の子どもとその看護について説明できる

7回 目
子どもの権利と看護
(目 標③)小児医療の歴史と子どもの権利について説明できる

8回 目
子どもの権利と看護
(目 標③)小児と家族を取り巻く環境について説明できる

準備学習
時間外学習

授業の中で必要な課題やレポートなどは指示します。指示されたものは忘れないように持ってきてください。

評価方法 筆記試験 (loo%)

受講生への

メンセ~ジ
自分の周囲にいる子どもを意識して注意深く観察してみましょう。
子どもに関する社会的問題 (虐待や待機園児問題、少子化など)のニュースを興味を持ってみてみましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教利書>
ナーシンググラフィカ月ヽ児看護学① 月ヽ児の発達と看護 :中野 綾美 (編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

担当教員 阿部良寛
2
実務経験 ○

修
択
必
選

必修 年次小児看護学方法論 I

Pediatric Nursing"lethodoligy I 開講区分 前期

科目名
(英 )

コース

業
態
授
形

講義
総時間
(単位 )

15

1 曜日・時限 木。3.4

のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

今日、子どもの生活習慣病の増加、こころの問題、思春期の子どもの自殺、育児不安、児童虐待など、子どもを取り巻く社会や家族に深く関わる子どもの健康問題が
している。小児看護に携わる看護者は、権利を有する一人の人として子どもを尊重し、さまざまな健康レベルの子どもが社会の中で健やかに発達し生きていくこと

ができるように、看護を提供していく必要がある。小児看護学方法論 Iでは、子どもの健康増進のための社会制度および健康障害や入院が子どもに及ぼす影響につし
て学習する。

(※

阿部良寛…保育士として20年間以上の実績がある

〈具体的目標〉
目標①子育てを支える環境について説明できる
目標②子供の成長・発達について説明できる
目標③子供の精神保健について説明できる
日標④子供の発達障害について説明できる
目標⑤子供の事故について説明できる

【到達目標】

子どもを守る環境、制度について説明することができる

1回 日 (目 標①)幼稚園・こども園・保育園・保育所・託児所の特徴と社会的役割について説明できる

2回 目 (目標②)排泄・睡眠・運動機能・言語イ[会性・情緒について説明できる

3回 日 (目標②)子どものストレスと対処、支援について説明できる

4回 目 (目標③)虐待 ,トラウマ・生活習慣の問題について説明できる

5回 目 (目 標③)子どもの成長に影響する環境について説明できる

6回 目 (目 標④)発達障害を持つ子どもの対応について説明できる

(目 標⑤)子どもの事故防止について説明できる7回 目

8回 目 まとめ

準備学習
時間外学習

授業の中で必要な課題やレポートなどは指示します。指示されたものは忘れないよう1こ持ってきてください。

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への
メッセージ

自分の周囲にいる子どもを意識して注意深く観察してみましょう。
子どもに関する社会的問題 (虐待や待機園児問題、少子化など)のニュースを興味を持ってみてみましょう。

<教科書>
ナーシンググラフィカノト児看護学① 小児の発達と看護 :中野 綾美 (編集)≪メディカ出版≫

【使用教科書・教材・参考書】

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

小児看護学方法論 H

Pediatric Nursing Methodoligy Ⅱ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 伊規須千春

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限 水・1

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

今日、子どもの生活習慣病の増加、こころの問題、思春期の子どもの自殺、育児不安、児童虐待など、子どもを取り巻く社会や家族に深く関わる子どもの健康問題が

増加している。小児看護に携わる看護者は、権和Jを有する一人の人として子どもを尊重し、さまざまな健康レベルの子どもが社会の中で健やかに発達し生きていくこと
ができるように、看護を提供していく必要がある。小児看護学方法論Ⅱでは、小児の療養中に必要となる援助技術について学習する。

伊規須千春…看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

小児の健康障害および健康障害が子どもやその家族に与える影響を理解し、健康状態に応じた看護について説明できる

く具体的目標〉
目標①援助関係を形成する技術について説明できる
目標②安全・安楽な環境を調節する技術について説明できる
目標③日常生活援助技術 (食事。

'信

泄・清潔)について学んだことの一部が実践できる
目標④子どもへの処置 (呼吸を整える、与薬)|こ必要な技術について説明できる
目標⑤救急救命の技術について説明できる
目標⑥症状・生体機能の管理技術について説明できる
目標⑦安全・安楽を確保する技術について説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目標①)援助関係を形成するうえで必要な基礎知識を説明できる
(目 標①)子ども・家族との援助関係を形成する技術について説明できる

2回 目
(目 標①)援助関係を形成する技術の活用について説明できる
(目 標①)子どもや家族との援助関係を形成する技術の活用について自分の考えを述べることができる

3回 目
(目 標②)子どもの視点に立った病院の物理的環境づくり|こついて説明できる
(目 標②)発達段階・睡眠と休窟、の観点からの環境づくり|こついて説明できる

4回 目
(目 標②)事故防止のための環境づくり1こついて説明できる
(目 標②)感染予防のための環境づくり1こついて説明できる

5回 目
(目 標③)子どもへの食事援助の実際について説明できる
(目標③)子どもの健康状態に応じた食物・栄養摂取方法とケアについて説明できる

6回 目
(目 標③)おむつ交換と排泄自立への援助について説明できる
(目標③)浣腸・導尿・ストーマケアの概要を説明できる

7回 目
(目標③)沐浴・入浴・清拭について説明できる
(目 標③)洗髪・口腔ケア・衣服の交換について説明できる

8回 目 (目標③)日 常生活援助について(学内で)学んだことの一部が実践できる

9回 目
(目 標④)酸素療法・吸引・成入について説明できる
(目 標④)体位ドレナージ、人工呼吸の管理、体温の調整について説明できる

10回 目
(目 標④)与薬に必要な基礎知識について説明できる
(目 標④)経口薬・座薬・注射・輸液管理・輸血管理について説明できる

H回 目
(目 標⑤)
(目 標⑤)
子どもにおける救急蘇生法および救急救命看護について説明できる
救急蘇生法の実際とその他の応急処置 (気道異物、消化管異物・中毒、熱傷、羽水、熱中症、骨折)について説明できる

12回 目 (目 標⑥)子どものバイタルサインの測定について説明できる

13回 目
(目 標⑨)検体の採取 (採血・尿採取・便採取)について説明できる
(目 標⑥)検査 (心電図、パルスオキシメーター、腰椎穿刺、骨髄穿刺)に必要な看護について説明できる

14回 目
(目 標⑥)子どもの身体計測の方法が説明できる
(目 標⑦)安楽な体位を確保するための援助について説明できる

15回 目
(目 標⑦)処置やケアヘの遊びの活用について学んだことと関連付けることができる
(目 標⑦)安全・安楽を考慮した行動制限について自分の考えを述べることができる

準備学習
時間外学習

授業の中で必要な課題やレポートなどは指示します。指示されたものは忘れないように持ってきてください。

評価方法
筆記試験(70%)
課題レポート(30%)

受講生への
メンセ~ジ

自分の周囲にいる子どもを意識して注意深く観察してみましょう。
子どもに関する社会的問題 (虐待や待イス`L園児問題、少子化など)のニュースを興味を持ってみてみましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシンググラフィカ月ヽ児看護学① ガヽ児の発達と看護 : 中野綾美(編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看誰科

科目名
(英 )

母性看護学概論

Introduction toヽ ′laternity Nursing

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 前田 梓

実務経験 O

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

母性看護学は、女性の一生を通じた母性の健康の保持・増進を目指した看護を基盤として次世代の健全育成を目指す看護について学ぶ。看護学概論では、母性看

護学の対象および目的について学習する。

前田梓…急性期病棟や集中治療棟で看護師として9年間、助産師として大学病院などの周産期センター、産婦人科クリニックなどで10年以上の実績がある

【到達目標】

母性を統合的に理解し、生活および健康問題に関わる援助の在り方について学んだことを説明できる

<具体的日標>
目標①母性看護の基盤となる概金について説明できる
目標②母性看護の対象について説明できる
目標③母性看護の対象を社会の変遷と状況について説明できる
目標④母性看護を取り巻く課題について説明できる

授業計画・内容

1回 目

目標①)母性・父性および親性の概念と考え方について説明できる
日標①)母子相互作用と家族発達について学び、女性・家族を中心としたケアについて説明できる
目標①)母性看護実践を支える概念や看護技術について説明できる

2回 目
(目 標②)リプログクティブヘルス/ライツについて説明できる
(目 標②)セクシュアリティとジェングーについて学び、性の多様的な要素を説明できる

3回 目
(目 標②)性分化のメカニズムと性意識の発達について説明できる
(目 標③④)性的指向に関する世界と日本の動向を学び、性的少数者と家族への母性看護について説明できる

4回 目
(目 標③)出生に関する統計について説明できる
(目 標③)死亡に関する母子保健統計について説明できる

5回 目 (目標③④)母性看護実践における倫理的・法的。社会的課題について説明できる

6回 目
(目 標③)
(目 標④)
子どもと女性の保護に関する法律、女性の就労に関する法律について説明できる

母子保健に関する法律を理解し、母性看護の実践の場で社会資源として活用する術を説明できる

7回 目
(目 標③)子育て支援に関する制度・施策について説明できる
(目 標③)周産期医療体制を学び周産期医療システムにおけるテーム医療について説明できる

(目 標④)
(目 標④)
暴力・虐待防止に関する現状と法律について説明できる
性暴力を受けた女性と児童虐待の看護について説明できる

準備学習
時間外学習

課題はその都度指示します。興味のある人は、先を進めてください。

評価方法
終講試験(60%)
小テスト、課題レポート(30%)
授業態度(10%)

受講生への

メンセ~ジ
母性看護学は生物の起源であり現在・未来の根源となる学問です。自分自身や自分をこれまで支えてくれた人々の存在に感謝し、これからの自分の生

き方、看護師としての生き方を考えるきつ力斗ナになつてもらえたらうれしいです。一緒に広く多様的で柔軟な視野をもって母性看護学を楽しく学んでいきま

しょう。

【使用教科書・教材。参考書】

<教科書>
ナーシンググラフィカ 母性看護学①概論・ツプログクティブヘルスと看護 ≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

精神看護学概論

introduction toヽ lental Health Nursing

Z、修
選択

必修 年次 2
担当教員 粒時一典

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 ) 1

15 開講区分 前期

コース 曜日。日寺限 金 1～4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記裁する)

精神看護学は、心の問題を有する苦悩を理解し、生きることを支えることであり、また心の健康時の援助と、心の健康が障害された時の回復への援助をすることが必要で

ある。そのため、精神看護学を学ぶため、心の健康、心の発達、働きについて理解し、人間の人生の過程で生じる心の問題に対する看護を学習を理解する。
精ネ申看護学概論では、精神看護学の位置づけを明確にしたうえで対象の理解、看護の機能と役割を理解でき、本授業終了時には各々の説明ができるよう1こなる。

粒崎一典…看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

精神看護の概要、精神看護の対象となる人の心について理解し健康のレベルと障害の関連や精神の不健康状態について説明できる

<具体的目標>
目標①精神看護の目的・意義が説明できる
目標②精神看護の対象が説明できる
目標③精ネ申看護の機能と役割が説明できる
目標④看護の倫理と人権について説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①③)精神障害についての基本的な考え方について説明できる

2回 目 (目 標①②③)人間のこころと行動について説明できる

3回 目 (目標①②⑥)人間のこころと行動について説明できる

4回 目 (目標②)人格の発達と1青緒体験について説明できる

5回 目 (目標②)ライフサイクルとメンタルヘルスについて説明できる

6回 目 (目標②③)現代社会とこころについて説明できる

7回 目 (目 標②)家族とその支援について説明できる

8回 目 (目標③④)看護の倫理と人権擁護について説明できる

準備学習
時間外学習

学習は自分自身の人格的成長とメンタルヘルスとに密接に関係することから、学習効果を高めるためには予習が必要です。
目標①精神看護の基本的な考えである精神障がいや人のこころの様々な視点から理解する予習が必要です
目標②③精神看護の対象は個人だけでなく家族、職場、地域なども含まれることを理解する予習が必要です
目標④精神科医療における倫理問題について予習が必要です。

評価方法

筆記試験(80%)
レポート提出(10り
授業への参加及び学習状況(10%)

から総合的に評価する

受講生への
メッセージ

この精神看護学概論は精神看護学を学んでいくための八日的な科目です。
まずは皆さんの生活で起こつている身近なこころの健康やこころの危Jから学んでいきましょう。日本の精神保健医療福祉の歴史的背景やユ見状と課題や、
支援対象者の人権や安全を守る仕組みを学びましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ精神看護学① 情緒発達と精神看護の基本、メディカ出版

<参考書>
精神看護学ノート第2版 :武井麻子 ≪医学書院≫

福岡医健・スポーン専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

精神看護学方法論 I

Mental Hcalth Nursing Methodogy l

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 粒崎 一典

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限 金 1～ 4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

精神看護学は、心の問題を有する苦悩を理解し、生きることを支えることであり、また心の健康時の援助と、心の健康が障害された時の回復への援助をすることであ

る。そのため、精神看護学を学ぶため、心の健康、心の発達、働きについて理解するが必要であり、人間の人生の過程で生じる心の問題に対する看護を学習すること
が必要です。
精神看護学方法論 Iでは心の問題に焦点を当て、心の機能、発達について理解し、ライフステージ各期の段階での問題の対処について学び、精神保健の機能、役
割について説明が出来るよう1こなる。

粒崎 一典…精神科の看何贅師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

精神障害者の人権を守り、地域生活を支えていくための施策を説明することができる

<具体的日標 >
日標①精神保健 ,医療にかかわる歴史及び制度について説明できる
目標②精神保健・医療・福祉チームの中での連携や協働の重要性を理解し、看護の役割を説明できる

1回 目 (目 標①)精神医療の歴史と看護について説明できる

2回 目 (目標①)精神医療の歴史と看護について説明できる

3回 目 (目 標①)精神保健医療福祉をめぐる法律について説明できる

4回 目 (目 標①)精ネ申保健医療福祉をめぐる法律について説明できる

5回 日 (目標②)精神保健活動とリハビリテーションについて説明できる

6回 目 (目標②)精神保健活動とリハビツテーションについて説明できる

7回 目 (目 標②)ストレスマネジメントと精神科における看護師の役割について説明できる

8回 目 (目標②)ストレスマネジメントと精ネ申科における看護師の役割について説明できる

準備学習
時間外学習

精神障害者の人権を守り、地域生活を支えていくための施策を理解し学習効果を高めるために予習が必要です。
目標①精神保健・医療・福祉チームの中での連携や協働の重要性を理解し、看護の役割を理解する予習が必要です。
目標②精神科で働く看護師自身のメンタルヘルスクアについて予習が必要です。

評価方法

筆記試験(80%)
レポート提出(10%)
授業への参加及び学習状況(10%)

から総合的に評価する

受講生への

メッセージ
神保健上の問題が生活と生き方に与える影響を理解し基本的な関わり方を学習する。
また精神医療に関わる人権擁護、倫理について学びましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教利書>
ナーシング・グラフィカ精神看護学① 情緒発達と精神看護の基本、メディカ出版

<参考書>
精神看護学ノート第2版 :武井麻子 ≪医学書院≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看譜科

科目名
(英 )

災害。国際看護

Disaster and lnternational Ⅲヾursing

Z、修
選択

必修 年次 3
担当教員 岸 薫

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 金。3

〔授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

・災害看護についての基礎知識を養う
。災害の定義、災害サイクル、災害の種類・特徴について理解できる。災害時に必要な技術を修得する。
・国際看護活動に関心を持ち、国際的活動における看護師の役割について理解する。
・人種や国籍をこえた、普遍的・専門的任務について理解する。
・同じ地球に住む人間として、相互に関心を持ち、助け合う「人のこころ」について考えることができる。
岸薫…看護師として20年以上の実務経験がある

【到達目標】

1近年多発する災害に対応できる看護の基礎知識を養うために災害サイクルに応じた看護の役割を学ぶ
2.災害看護における技術としてCSCATTTを学び、トリアージの方法の実習を行う。国や地域、民族間の保健医療・健康・看護の格差を一国の看護職だけで解決できない
看護や保険上の問題を世界共通の看護課題として取り組む
3保健医療・健康・看護の格差の現状の要因を検討し改善するための介入方法を探求する。文化・社会的な違いを理解し文化に適した最適な看護を探求することを学ぶ

<具体的目標>
目標①災害の定義と分類について理解できる
日標②災害医療に関する国の政策と法律を理解する
目標③災害時のCSCATTT、 トリアージが理解できる
目標④災害サイクルが理解できる

目標⑤災害時のこころのケアが理解できる
目標⑥防災対策が理解できる
目標⑦国際看護学の定義・目的が理解できる

災害看護の概念を説明ができる1回 目

2回 目 (目 標①)災害の定義を説明ができる

3回 目 (目 標①)災害の種類と特徴を説明ができる

4回 目 (目標②)災害医療に関する国の政策と法律を説明ができる

5回 目 (目標③)災害時の医療救護活動の基本原則 CSCATTTと 一次トリアージ(START法 )・二次トリアージ(PAT法 )および止血法を実施できる(演習)

6回 目 (目標④)災害サイクルを説明できる

7回 目
(目標④)災害サイクルに応じた看護を説明できる:

①災害発生の看護 ②急性期の看護 ③亜急性期の看護 ④l曼性期の看護 ⑤復興期の看護 ⑥静穏期の看護⑦準備期の看護

8回 目 (目標④)災害サイクルに応じた看護を説明できる:①救急医療と災害医療の相違②避難所・救護所での看護

(目標④)災害サイクルに応じた看護を説明できる:災害弱者(要配慮者)への看護・子ども・妊産帰・高齢者・障害を持っている人びと9回 目

10回 目
(目標④)災害サイクルに応じた看護を説明できる:災害弱者 (要配慮者)への看護を理解する 基礎疾患を持っている人 ・々日本語を話せない人びと

人道憲章と人道対応に関する最低基準 スフィア・プロジェクト

H回 目 (目標⑤)災害とこころのケアi①被災者の心のケアを説明できる (子ども・高齢者・遺族)②救援者のストレスとストレスマネジメント

12回 目 (目標⑦)アメリカの医療・看護について興味を持つことができる

13回 目 (目標⑦)アメリカでの医療・看護の実際がわかる

14回 目 (目標⑦)日 本とアメリカの医療・看護の違いについて説明できる

15回 目 (目標⑦)海外で活躍する看護師の話を聞くことで、世界に目を向けることができる

準備学習
時間外学習

・授業中に次回授業について教科書の該当ページを指示する。指定したページを理解すること
・事前課題について、講義前にレポート課題を出す
(課題等に関するフィードバック)
。提出された課題について講義の中にとりあげ、振り返りをする
。講義中に疑問が生じた時には、あいまいにせず確認する

評価方法
授業への参力日及び学習状況(30%)
テストレポート課題(70%)
から総合的に評価する

災害時の防災・減災におけるチーム医療の中での看護師の役割を理解し、災害発生～災害急性期、亜急性期 ～慢性期、回復～復興期 までの全ての

過程での救護活動に必要なスキルを学ぶ。また、大規模災害時に国際的視野に立った活動ができるスキルを学ぶ。
さらに、NBC災害 ((nudear)、 生物 (ЫЛoJcd)、 化 学物質 (chemに』)による特殊災害)1こ対する基本的知識・技術について理解する。
災害時の医療。看護活動の基盤となる法的根拠や災害対策および災害時の救護活動の方法を理解し多」々 と変化する状況下で他職種と協働しながら被
災者の状況や特性に応じた看護活動を展開するための基礎的知識・技術・態度について学習する。身に付けるべき能力の一つです。

受講生への

メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】

<教利書>
ナーシング・グラフィカ看護の統合と実践③ 災害看護 :1西井 明子(編集)≪メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

医療安全

Vヽorkplace Health and Sarty

必修
選択

必修 年次 3
担当教員

※1出森智子
※2氷田英子

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30 開講区分 後期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

セーフティマネジメントについて基礎能力を養う
※1 大学病院および総合病院において15年間セーフティマネジメントを行つてきた
※2…病院において、医療安全管理責任者および教育師長として院内のセーフティマネジメントを行つてきた

【到達目標】

1.医療施設のおける医療安全を担保するため、関わる職業間の連携が理解できる
2医療安全とコミュニケーションについて理解できる
3患者への安全を高めるためのチームについて理解できる
空.医療訴訟の実際を学ぶ
<具体的目標>
目標①医療安全を学ぶことの重要性について説明できる
目標②チーム医療と医療安全の重要性について説明できる
目標③医療安全に必要なことについてクラスで共有する
目標④医療安全管理者の業務内容が説明できる

1内容

1回 目
(目 標①)医療安全の考え方の変化について理解できる
医療 事 苫文とは・事 百文l万上

2回 目
医療過誤の成立条件
(目 標①)ヒューマンエラーのメカニズムを、人間の基本特性とエラーを誘発しやすい環境との関係で説明できる

3回 目
医療・看護行為の事故防止
(目 標①)看護業務を行う際の環境の特徴を説明できる

4回 目
医療事故と安全対策
(目 標④)看護業務に関わる主な医療事故の背景、要因、対策について説明できる

(目標②)インシデントアクンデントの実際を理解できる5回 目

6回 目 (目標②)インシデントレポートイこついて理解できる

7回 目 (目標②)RCA分析が理解できる

8回 目 (目標②)SHELL分析が理解できる

9回 目 (目標②)グブルチェックと方法を理解することが出来る

10回 目 (目標②)日 本医療安全調査機構報告を理解できる

11回 目 (目標②)チームワークとコミュニケーションにうちて説明できる

12回 目 (目標③)チームワークとコミュニケーション(チームビルディンググーム)

13回 目 (目標③)医療安全対策 (転倒・転落)について説明できる

14回 目 (目標③)医療安全対策(誤薬)について説明できる

15回 目 (目標③)医療安全対策(認知症)について説明できる

準備学習
時間外学習

演習では、毎回ブリーフィング、でブリーフィングを実施します。
観察者、記録者、発表者を輪番制で選出してください。

評価方法

※1(30%):課題レポート
※2(70%)内訳 :3名 lグループとなり、3Word動画を作成 (動画に出演することで評価の対象となる)(50%)

デブリーフィングのレポート(10%)
課題レポート「患者の安全を担保するために必要なこと」(10%)

※60点に満たない場合は、筆記試験による再試験を実施する

受講生への
メッセージ

患者の安全を醸成するために私たちは何をしなければならないのか、明確な答えを出せるよう|こしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

※l<教科書>
講師準備

※2<教材 >
講師準備

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

専門職連携学習
必修
選択

必修 年次 3
担当教員 柴田 幸治 他

実務経験 ○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

各職種の専門性を高め、これからの地域社会を支える多職種協働を実現させるために、いくつかの専門職間で学習に取り組むことで「理解・共有」「展開・応用」「連携
協働」を目指す学習に取り組む。

柴田 幸治…看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

他職種の役割・機能の理解を深め、多職種連携について考えるとともに看護師の役割を追究する

<具体的目標>
目標①各専門職の役割・責務について理解する
目標②l次救命の技術を修得する
日標③専門職間で対象者の目標を共有する

1回 目
多職種連携の意義と学習目的
(目 標①)看護職の専門性と役割を明確にする

2回 目 【演習】
救急救命の技術を取得する
(目 標①)CPR、 トリアージについて学ぶ(緊急時の応援要請)3回 目

4回 目 【演習】
理学療法士の視点から息者を捉え、看護実践に活かす
(目 的②)事例を通して、理学療法士の役割・機能の理解を深め、多職種連携について考えるとともに看護師の役割を追求する5回 目

6回 目 【演習〕
歯科衛生士の視点から患者を提え、看護実践に活かす
(目 的②)事例を通して、歯刊衛生士の役割・機能の理解を深め、多職種連携について考えるとともに看護師の役割を追求する7回 目

8回 目 まとめ (発表 )

準備学習
時間外学習

事例は予め看護計画を立案しておきましょう

評価方法
成果発表:(50%)
課題レポート「専門職連携教育で学んだことを今後にどう活かすか」(50%)

受講生への

メッセージ
これまでの実習で学んだことをさらに深化してください

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
なし
<講義資料>
ペーパーペイシェントその他講師準備

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

看護の統合演習 I

FinaI Practical

必修

選択
必修 年次 3

雫 田 子 冶

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習
個人ワーク

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、 る)

既習の知識・技術を統合し対象の状態に応じた看護を実践する能力を養うことをめざす。具体的には、学んだ知識を統合して看護診断を活用し、看護計画の立案がで
きること、注射技術・救急処置技術に関する知識を想起するとともに実践可能となること、看護実践能力における自己の課題を明確にできることをめざす。

柴田 幸治 看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

既習の知識・技術を統合し対象の状態に応じた看護が実践できる

<具体的目標>
目標①看護診断の必要性が説明できる
目標②看護診断に愁要な理論,知識が説明できる
目標③看護診断過程が実践できる
目標④看護事例を基にした看護過程の展開が出来る
目標⑤看護事例の展開に必要な事例検討を行うことが出来る
目標⑥看護実践能力における自己の課題を明確にできる

1回 目
(目 標①)看護診断の特徴が説明できる
(目 標①)NANDA Iの 構造が説明できる

2回 目
(目 標②)看護診断選択時の基準・独自の介入とアウトカムについて説明できる
(目 標②)データ収集の基礎知識と枠組みが説明できる

3回 目 (目 標③)看護診断過程について,比明できる

4回 目 (目 標③)診断指標、関連因子、危険因子の抽出ができる

5回 目 (目 標③)アウトカム設定と看護計画の概要を説明できる

6回 目 (目標③)アウトカム設定と看護計画の立案ができる

7回 目

8回 目

9回 目

【演習】
シミュレーション学習
(目 標①⑤)老年期にある対象の看護が実践できる(脳血管障害、大月l民今頚部骨折、終末期)

10回 目

H回 目

12回 目

【演習】シミュレーション学習
(目 標①⑤)成人期にある対象の看護が実践できる(人工呼吸器、心筋梗塞、胃がん)

13回 目

14回 目

【演習】
シミュレーション学習
(目 標④⑤)/Jヽ児期にある対象に必要な看護過程の展開ができる(喘′自、、感染症、)

(目 標⑥)看護実践能力における自己の課題を明確にできる15回 目

準備学習
時間外学習

※1:【看護診断】看護診断ハンドブックの序説(Pl～ 23)を読んで予習してください。
※234:国家試験に向けて、事例を通してアセスメントし、これまでの実習および模擬試験を振り返りながら学習してください

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への

メッセージ
卒後の実践に必要な知識と技術です

<教牟1書 >
看護診断ハンドブック

教員配布資料
リング・J・ カルペニート ≪医学書院≫

【使用教利書・教材・参考書】

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

看護の統合演習Ⅱ
必修

選択
必修 年次 3

担当教員 柴田 幸治

実務経験 ○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日・日寺限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

実習での学びを既習知識と統合し国家試験問題と関連付けて学習をすすめ、看護師に必要とされる知識・技術・倫理観の修得を目指す

柴田 幸治…看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

実習における学びを既習知識と統合し看護師に必要とされる知識・技術の向上ができる

<具体的目標 >
目標①看護の社会的側面および倫理的側面について説明できる
目標②看護の対象および看護活動の場と看護の機能について説明できる
目標③人体の構造と機能および健康障害と回復について説明できる
目標④看護技術に関する基本的知識・技術について説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)健康の定義について説明できる
(目 標①)健康に影響する要因について説明できる

2回 日
(目 標①)看護で活用する社会保障について説明できる
(目 標①)看護における倫理について説明できる

3回 目
(目 標①)看護に関わる基本的法律について説明できる
(目 標②)人間の特性について説明できる

4回 目
(日 標②)人間のライフサイクル各期の特徴と生活について説明できる
(目 標②)看護の対象としての患者と家族について説明できる

5回 目
(目 標②)看護活動の場と看護の機能について説明できる
(目 標③)人体の構造と機能について説明できる

6回 目
(目標③)主な疾患と徴候について説明できる
(目 標③)薬物の作用とその管理について説明できる

7回 目
(目 標④)看護における基本技術について説明できる
(目標④)日 常生活援助技術について説明できる

8回 目
(目標④)患者の安全・安楽を守る看護技術について説明できる
(目標④)診療に伴う看護技術について説明できる

準備学習
時間外学習

実習での学習をもう一度テキストや参考書と照らして知識を統合させることができるようにしましょう

評価方法

※10°/o:内訳  出席・授業態度 (200/。 )、 提出物 (800/0)
※90%:内訳 6回のまとめ試験の偏差値平均が420以上とする

受講生への

メッセージ
国試前の大 Lフ〕な科目です。真剣に取り組みましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

〈参考書〉
オープンセサミ 1～5東京アカデミー
レビューブック    メディックメディア
これで完壁 !看護国試必修完全攻略集  啓明出版

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

コミュニケーションスキル

Communication SkiH

必修
選択

必修 年次 1
担当教員 早 田真樹

実務経験

授業
形態

講義

演習

総時間
(単位 ) 1

15 開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
コミュニケーションの本質について学び、人格の形成及び人間関係の構築について理解し実践できるよう1こなることを目指
す。さらに授業内でグループワークやゲームを通じて他者との円滑なコミュニケーションを実践する。学びをブレーンストーミン
グ、K」法などの手法を用いて意見をまとめ発表する。

総合病院の患者サービスの担当及び責任者として10年間の実務経験がある

【到達目標】

人間を人との関係で生き成長する存在ととらえ、人間関係を円滑に保つ必要とその方法について理解する
〈具体的目標>
目標①送り手と受け手の対人的コミュニケーションにおける相互作用について多角的に理解できる
日標②人間関係の向上に役立つスキルについて体験し理解できる
日標③看護場面で直面する人間関係の基本的知識・技術を学び理解できる
目標④相手を思いやる感性やコミュニケーション能力を高めることができる

1回 目
コミュニケーションとは
目標①人とコミュニケーションについて説明できる

2回 目
基本的対話スキル
目標①l対 1の会話の基本と会話における心がけと方法について個人の考えを発表できる

3回 目
基本的紺話スキル
目標①②グループでの会語の基本と心がけについてグループで話し合いまとめを発表できる

4回 目
人間関係を円滑にする表現技術
目標②人間関係を円滑にするための伝え方と基本について説明できる

5回 目
仕事の上で必要とされる表現技術
目標③仕事上で必要とされる伝え方の基本と表現手段について説明できる

6回 目
アンガーマネジメント
目標④トラブルのもととなる感情への対処についてグループでまとめたことを発表できる

7回 目
社会的スキル
目標④社会的スキルの基本と紺人行動における実践および文書作成について説明できる

8回 目
サービスマインド
目標④サービスマインドの定義、基本要素について説明できる

準備学習
時間外学
習

普段の人とのコミュニケーションについてフィードバックを行います。

評価方法 検定試験100%

受講生へ

のメッセー

ジ
人との関りを意識して生活しましょう。

<教科書>
コミュニケーションスキルアップ検定:滋慶教育科学研究所 ≪滋慶出版≫

【便用教科書・教材・参考書】



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

看護関係法規
必修
選択

必修 年次 2
担当教員 平部 康子

実務経験 ×

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース lヽedical Laws and Regulations 曜日・時限 金・1

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

法の基礎知識並びに保健・医療関係法規を学び、看護専門職者としての法的役割と責任を明確にできる

【到達目標】

1看護に関する法律について理解する
2看護師としての責任を認識できる

<具体的目標 >
目標①保健医療福祉と法のかかわり方について説明できる
目標②保助看法および医療チームを構成する各職種の法律について説明できる

オリエンテーション 基本となる法規
(目標①)チーム医療にかかわる医療スタッフの法的な枠組みについて概観する

1回 目

2回 目
看護師/医師/その他の職種に関する法規
(目標①)医療法の中の、医療提供の理念と医療安全に関する規定について学ぶ

3回 目
薬物に関する法規 感染症予防に関する法規
(目標①)薬物の使用についての基本的概念と、感染先勝予防についての基本的概念およびその理由を学ぶ

4匹可目
母子保健福祉/′Jヽ児保健福祉に関する法規
(目標①)母子および小児に関する法律について説明できる

5回 目
高齢者,障害者。その他保健福祉に関する法規
(目標①)看護が医療だけでなく人々のあらゆる生活場面で必要とされていることを想像力を羽ばたかせながら学ぶ

6回 目
福祉・保険に関する法規
(目標②)福祉・保険に関する法律について説明できる

7回 目
労働衛生/環境・食品・公害・その他に関する法規
(目 標②)地域や空間に関する法律について説明できる

8回 目
まとめ
(目 標②)関係法規に関する看護師としての役割について学ぶ

準備学習
時間外学習

医療法、保助看法について予習して講義を受けてください

評価方法 筆記試験 (80%)フトレポート(20%)

受講生への

メッセージ
倫理学や総合医療論を想起させながら学んでください

<教科書>
系統看護学講座 看護関係法令 健康支援と社会保障制度④ 森山幹夫 ≪医学書院≫

【使用教科書・教材・参考書】

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 : 看護科

科目名
(英 )

社会福祉

SocialヽVelfare

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 木塚 大成

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分 前期

コース 曜日・時限 月。1

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記裁する)

社会福社の理念、日標について理解し、法律や制度・施策の体系について学ぶ

【到達目標】

1.社会福祉の基礎を学ぶ
2.医療と社会福祉の連携、支援システムを学ぶ
3社会人として社会情勢に関心を持ち、看護の対象となる人の生活との関連について理解する

<具体的目標>
目標①社会福祉・社会保障の目的や機能および歴史について説明できる
目標②社会福社の実践方法、社会資源の活用方法について説明できる
目標③子ども、障がい者、高齢者などのライフサイクルに応じた諸制度、生活保護、地域福祉、社会保障制度について説明できる
目標④障害を持ちながら地域で生活するとはどういうことなのかを考察する

1回 目
現代社会と社会福祉・社会保障
(目 標①)社会福祉の概念について述べることができる

2回 目
社会福祉。社会保障とは何か、社会福祉、社会保障の歴史
(目 標①)社会保障や社会福祉の定義、その範囲や法体系、予算や規模などについて述べることができる

3回 目
(目 標①)社会福祉の幅広い領域を説明することができる
磁 会 禍 祉 の 1日 い キ と役 割

4回 目
社貪禍7止の

~夫
践方法

(目 標②)社会福祉実践の目的と概念について述べることができる

5回 目
社会資源の浩用方法
(目 標②)社会資源の意味とその活用方法について述べることができる

6回 目
子ども・家庭と福祉、障吾児・者と幅祉
(目 標③)子どもの権利について述べることができる

7回 目
難妬対策、高齢者と福祉
(日 標③)これまでに行われた難病対策の取り組みについて述べることができる

8回 目
公的扶助制度、生活保 R甍における生活保障
(目 標③)生活保護における生活保障のしくみと内容について述べることができる

9回 目
生活困窮者対策と生活保護制度の見直し
(目 標③)生活保護の種類・範囲・方法について述べることができる

10回 目
(目 標③)地域福祉の定義と理念について述べることができる
地 坂 禍 7止の 厄 義 と理 念 、地 坂 禍 祉 計 口

ll回 目
社会禍イ止協議会、地域禍不止推運の財腺、イ呆健・医療と禍社の運携
(目 標③)社会福社協議会について説明できる

12回 目
年金制度、医療イ呆険制度
(目 標③)年金制度の意義としくみについて説明できる

13回 目
介Π受保険制度、雇用保険制度
(目 標③)介護保険制度のしくみと主なサービス内容について述べることができる

14回 日
労災保険制度
(目 標③)労災保険制度の概要と給付について説明できる

15回 目
生活と福祉
(目 標の)Jllコ立における福祉た保律・医療の悼機についておべるこμができる

準備学習
時間外学習

自分や家庭に起こる身近な出来事が社会福祉や社会保障とどのよう1こつながっているのかを、事例を通して思い描いてください

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への

メッセージ
患者からは医療ケアだけを求められているのではなく、臨床にあっても地域に生活する人としての視点を持つセンスが必要です

<教季1書>
ナーシンググラフィカ健康支援と社会保障③ 社会福祉と社会保障 :増 田雅暢、平野 かよ子、島田美喜 《メディカ出版≫

【使用教科書・教材・参考書】

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

微生物学

Microbiology

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 吉岡 香絵

実務経験 ×

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜日・日寺限 火3～ 4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

感染症をなくすことはできないが、早期に治療して症状を軽減させたり、流行を拡大させないよう予防することは可能である。そのためには「病原体」を知り、「病原体と

宿主 (ヒト)との関係」を理解することが不可欠である。感染症にかかつている患者の体内において、身体は病原体とどのよう|こ聞い、排除しようとしているのかを理解し、
その病原体の特徴、治療法や予防法などについて学習する。

吉岡香絵…大学病院で歯科医師として勤務、現在歯科大学で微生物の研究をしている

【到達目標】

微生物の分類や特徴を学び、人体に及ぼす影響および感染予防について説明できる

<具体的目標>
目標①宿主の臓器・組織別にみる感染症と病原体について説明できる
目標②宿主の因子が影響する感染症と病原体について説明できる
目標③感染症の分類と感染防御機構について説明できる
目標④感染・発症予防について説明できる
目標⑤感染症の検査・治療について説明できる

1回 目 こついて述べることができる(目 標①)

真菌の性質
(目 標①)真菌細胞の構造の特徴を述べることができる

2回 目

3回 目
原虫の性質
(目 標①)生物としての原虫の特徴を述べることができる

4回 目
ウイルスの性質
(目 標②)細菌と比較してウイルスの増殖の特徴を述べることができる

5回 目
感染と感染症
(目 標②)生体の防御機構と、病原体が感染するという現象を関連付けて述べることができる

感染に対する生体防御機構
(目 標②)自 己免度の指雲にはどのようなものがあるか説明できる

6回 日

7回 目
感染源・感染経路から見た感染戸正
(目 標③)病原微生物の感染源と感染経路を分類できる

8回 目
滅菌と消毒
(目 標③)滅菌と消毒の定義を述べることができる

9回 目
感染症の検査と診断
(目 標③)病原微生物の検査法の種類とその概要を述べることができる

10回 目
感染症の治療
(目 標④)化学療法の選択毒性について述べ、さらに抗菌薬と抗真菌薬の選択毒性の違いについて述べることができる

H回 目
感染症の現状と対策
(目 標①)標準予防策の考え方について述べることができる

12回 目
病原細菌と細菌感染症
(目 標④)細菌の特徴を理解し、どのような病気を引き起こすのかを述べることができる

13回 目
病原真菌と真菌感染症
(目 標⑤)真菌の特徴を理解し、どのような病気を引き起こすのかを述べることができる

病原原虫と原虫感染症
(目 標⑥)原虫の特徴を理解し、どのような病気を引き起こすのかを述べることができる

14回 目

15回 目
病原ウイルスとウイルス感染症
(目 標⑤)ウイルスの特徴を理解し、どのような病気を引き起こすのかを述べることができる

準備学習
時間外学習

感染について理解し、基礎看護技術に繋げてください

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への

メッセージ

医療施設には、感染源となる患者と、高齢者や基礎疾患を持つ感染しやすい別の患者が、同一空間にいます。両者に接触する医療従事者には、媒介
感染を起こさないための知識と技術、そして細心の注意と順守が求められます。感染の制御は医療従事者の必須業務なのです。
医療従事者1人の無知と無視が、他のすべての人の努力を無駄にしてしまいます。まず、相手が感染症の患者であろうとなかろうと、だれにでも、どこに
でも、いつでも行う手指術生 (手洗いと手指消毒)を「魔法の習慣」にしましょう。

<教利書>
系統看護学講座 専門基礎分野疾病の成り立ちと回復の促進④ 微生物学

【使用教科書・教材・参考書】

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 : 看護科

科目名
(英 )

臨床心理学

ChnicaI Psycho10gy

必修

選択
必修 年次

担当教員 中島俊介

実務経験 ×

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 金。2

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記裁する)

看護の対象は単なる生き物としての人間ではない。「′いを成長させながら人生を全うするための」意味を求める人間である。その人生心理学ともいうべき人間の心理を
臨床的に理解する。

中島俊介…大学において、主に大学生を中心にカウンセリングを実施、

【到達目標】

1臨床′心理学の概要について理解する
2アセスメントの概要を理解する
3.介入の様々な技法(森田療法など)のためのスキルを身に着ける
4健康な人生の発達的な成り立ちと心構えについて理解を深める

<具体的目標>
目標①目的を見失わないライフスタイルについて考えを述べることができる
目標②あるがままの自分を生きること1こついて自分の考えをまとめることができる

1授業計画1内容|― |

1回 目
胎児期・乳児期
(目標①②)様々な知識を得ることで、少しでも子供や興味関心を深め新たな認識と見識を得る

2回 日
幼児期
(目標①②)ヒト1ことって重要な力である「探求心・好奇′い」を幼いころから伸ばしていくためにできることを考える

3回 目

学重翔

(目 標①②)人格の中核を築き、社会にで生きていくために必要な基礎能力を学ぶ初等教育の場に参入することについて自己の考えを述べることができ
る

4回 目
思春期
(目 標①②)躍動的な反面複雑な時期への対応について考える

5回 目
青年期
(目 標①②)「大人になることの難しさ」|こついて自己の考えを述べることができる

6回 目
若い成人期-20代から30代まで
(目 標①②)よりよく生きるための「′いの健康」とはどのようなものなのか、どのような態度とスキルで生きていけば幸せになれるのを考える

7回 目
成人期-30代から60代まで
(目 標①②)人生の荒波・困難に際して自己のライフスタイルをどう是正して、そしてうまく活用して幸せになるかを考えることができる

8回 目
老年期
(目 標①②)高齢化する現代の問題を認識し、高齢者の健康を支援する自己対象体験を詳細に検討する

準備学習
時間外学習

人間発達学の講義内容を想起して、繁げながら学んでください

評価方法 筆記試験(10o%)

受講生への
メッセージ

自己の生き方を見直し、看護師としての目的を見失わないよう1こしましょう

【使用教利書・教材・参考書】

<教科書>
心と人生 幸せのライフ・スタイルを求めて : 中島俊介 ≪ナカ‐シヤ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科 目名
(英 )

生化学

Biochemistry

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 自見 英治郎

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 金・1～ 2

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

実験室で観察する化学反応とは違い、生体内の化学反応はpHも温度も温和な条件で進む。また多様な種類の反応が同じ場所で同時に起こる。それでも混乱することな
く、これらの化学反応により私たちの体は栄養分からエネルギーを取り出し、生体構成分子を合成し生命活動を行つている。生化学では、私たちの体がどのような物質から
成り立っているか、それらの物質がどのように作られ、分解され、調節されて生命を維持しているのか学ぶ。

【到達目標】

人体の構成成分である化合物の性質と代謝について説明できる

<具体的目標>
日標①生体を構成する物質について説明できる
目標②生体内の物質代謝について説明できる

1回 目
代謝総論
(目 標①)生命活動にはエネルギーが必要であることを知る

2回 目
生命維持に必要な栄養素の構造とイl生質1(糸田月包・糖質・脂質)
(目 標①生命活動の場である細胞の基本的な構造と機能を理解し、生化学反応の場となる細胞小器官について知る

3回 目
生命維持に必要な栄養素の構造と′陛質2(アミノ酸とタンパク質・核酸とヌクレオチド)
(目 標①)栄養素としての糖質、脂質、タンパク質、核酸の性質を理解し、これらの栄養素に関連する生命活動を支える物質について知る

4回 目
生命維持に必要な栄責́・素の構造と性質3(ビタミン)
(目 標①)ビタミンの性質を理解し、生命活動における重要性について知る

5回 目
酵素
(目 標①)体の中で代謝の流れを作る酵素の働きを理解する

6回 目
楯質代羽す(楯質代謝のが)1要・角子糖の仕組み。グツコーグンの合成と分解、ペントースリン酸回路を経る代謝。糖新生・血梧の調節とホルモンの作用)
(目 標②)糖質の種類と基本構造、また、それぞれの役割、および血糖調節機構を理解する

7回 目
脂質イ代∋す(鳩質代訓の4党者」と利地要・月目質て

')ヤ

肖化・吸ll又と貝T蔵・月目男万留電のを今角年)
(目 標②)月旨質の種類と、それぞれの基本的な役割について理解する

8回 目
月目質|く副寸(クトン体の1馬 F冴寸・月目月万鍍と脂月万の合成・コレステロールの代謝,
(目 標②)月旨質は体内でどのように運搬されるのかを理解する

9回 目
ダンバク質とアミノ酸の代謝 (ダンパク質・アミノ酸の役吾Jと枇要 'ダンバク質の消化とロノ文収・アミノ城の代副す)
(目 標②)タンパク質の消化吸収がどのように行われるのかを理解する

10回 目
核百オ文d・ヌクレオチド代謝 (核酸の合成と分解の概要、核酸代謝異常を理解する。)
(目 標②)核酸の合成と分解がどのように行われるのかを理解する

11回 目
エネルギー代謝の統合と制御
(目 標②)月干臓、筋肉、先進の脂肪組織の代謝バランスとそれを制御するホルモンの作用を理解する

12回 目
遺伝情報1
(目 標②)遺伝情報が何に担われ、どのよう|こ保存されているのかを理解する

13回 目
遺伝情報2
(目 標②)転写・翻訳を理解する

14回 目
先天性代訓寸異常について説明できる
(目 標②)遺伝子に異変が起こると、それが原因で代謝が正常に行われないことがあることを理解する

15回 目
復習と試験対策
(目 標(2))こ れまでの講義内容を総復習することで本講義の全体イ象を理解する

準備学習
時間外学習

専門用語が多いので、事前にわからない言葉を調べておくと授業中の理解が進みます。わからないことはそのままにせず、その都度質問するようにこころが
けましょう。

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への

メッセージ
病気を理解するうえで生化学の知識は必要です。私たちの身体が摂取したものをどのように消化・吸収し栄養分として活用するのか一緒に学びましょう。

<教科書>
ナーシング・グラフィカ人体の構造と機能② 臨床生化学 :宮澤恵二 ≪メディカ出版≫

【使用教科書・教材・参考書】

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 : 看護科

科目名
(英 )

倫理学

Ethics

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 高田熱美

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・日寺限 金・1～ 2

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人間の行為について学び、他人の問題ではなく、自分の問題として倫理をとらえることができる。

【到達目標】

1.倫理や道徳について自己の考えを述べることができる
2集団社会における倫理について考えを述べることができる
3,倫理的側面から自己の,果題について述べることができる

〈具体的目標>
目標①人間性の教育について自己の考えを述べることができる
目標②教育路倫理の関係について考えを深めることができる

1回 目
教育と倫理の開元
(目 標①)教育と倫理の生成、その相補的な働きを社会生物学、動物行動学および化石人類学的知見から明らかにする

2回 目
生きる力
(目 標②)我が国の教育でいう生きる力とは何かを考え、意味を明らかにする

子どもと老人
(目 標①)子どもと祖父母とのかかわりにおける教育及び人間学的意味を明らかにする

3回 目

4回 目

教育とクア
(目 標①)心のケアを要するとされている子どもとはいかなる存在であり、それはいかなり歴史・社会ないし教育的営為によって生まれてきたのかを明らか
にする

5回 目
道徳の教育
(目標①)道徳とは何か、教育的知見から説明できる。

6回 目
ラッセルー人間の尊厳―
(目標②)哲学的知見から、人間の尊厳の問題について検討する

7回 目
ランセルー自由と規律―
(目標②)子どもの自由と規律、自然と文明について検討する

8回 目
ホフイトヘッドー人間の尊厳―

(目標②)哲学的思考で、人間の尊厳についてパラダイムを示す

準備学習
時間外学習

高校で学んだ哲学を復習してください。

評価方法 筆記試験(loo%)

人と関わるうえで、物事の善し悪しについて常に考えられる医療者を目指してください。受講生への
メンセ~ジ

【使用教科書・教材・参考書】

<教利書>
人間性の開元 :高田熱美 ≪学術図書出版社≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

選択
必修 年次 1

×
科目名
(英 )

情報科学

Information

コース 形態 演習 (単位) 2 曜日・時限 火・3～4

おける情報システムの問題点認識とそれへの対応、メディアリテラシーとネットワークリテラシー、個人情報の管理や守秘義務など基
、看護師として必要な情報処理技術をWord、 Exc』、PowerPdntを 使い看護業務に役立つ知識と技術を事例を踏まえ

【到達目楳】

看護師としての
①情報システムの問題点認識とそれへの対応
②ネットワークリテラシー、個人情報の管理と守秘義務
③レポート作成や患者指導、論文作成に必要不可欠なワープロノフトウェアの基礎知識の習得
④数値データ処理、グラフ作成、データベース処理操作を可能にする表計算ソフトウェアの基礎知識の習得
⑤プレゼンテーションソフトウェアの習得と医療従事者のためのプレゼンテーションの基礎知識の習得

1回 目 【医療情報とモラル】プライバシー尊重と個人情報保護、守秘義務について

2回 目 【医療従事者としてのSNS利用】ネットワーク上のルール、マナーについて

3回 目 【キーボードの基礎・Windowsの基礎知識】

4回 目 【Wordの基礎知識1】 Word概要、Wordの基本ツール、基本入力

5回 目 【Wordの基礎知識2】書式設定、文章の入力、保存、読み込み、印刷

6回 目 【Wordの応用1】院内通知文書作成の基礎知識。レポート作成の基礎知識

7回 目 【Wordの応用2】インフルエンザ予防ポスター作成

8回 目 【Wordの応用3】患者指導書作成の基礎知識

9回 目 【ExcЫの基礎知識1】 Excd概要、Excdの基本ツール、基本入力

10回 目 【Excdの基礎知識2】資料を用いた表の作成と編集

H回 目 【Excdの応用1】医療現場でのExcЫ活用例・グラフ作成(グラフの種類と活用法)

12回 目 【PowerPdntの 基礎知識】PowerPoht概 要、基本ツール、基本入力

13回 目 【PowerPdntプ レゼン資料作成】プレゼン資料作成の基礎知識

14回 目 【プレゼンテーション】医療従事者のためのプレゼンテーション

15回 目 【情報科学(まとめ)】

準備学習
時間外学習

タイピングは日ごろから練習しておき、授業中の演習で遅れないようにすること

評価方法
受講日数、受講態度、提出課題、小テスト、タイピングテスト、演習問題による総合評価
割合は提出課題・小テストタイピングテスト演習問題60%程度、その他、受講日数、受講態度、期待する成果項目ごとのポイント
評価40%程度

受講生への

メッセージ

スマホやパソコンを使つて気になつた情報や疑間に思つたことを検索するのは、もう日常生活の一部となっていると思います。これ
と同じように医療機関においても医療情報システム(電子カルテやオーダーノングシステムなど)があり多くの医療従事者が利用し
ています。この情報に関する基本的な知識やマナー、情報発信と医療現場における情報処理技術をこの講義で身につけて下さ
い

【便用教科吾・教不
'「

・参有吾 J

「30時間でマスター Omce 2019」 実教出版 ISBN:978-4-407-34835-4

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

人間関係論

Human Relations

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 阪井 俊文

実務経験 ×

授業

形態

講義
演習

総時間
(単位 ) 1

15 開講区分 前期

コース 曜日・時限 金・4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人間を人との関係で生き成長する存在と捉え、人間関係を円滑に保つ必要とその方法について理解する。

【到達目標】

1.送り手と受け手の対人的コミュニケーションにおける相互作用について多角的に理解できる
2人間関係の向上に役立つスキルについて体験し理解できる
3看護場面で直面する人間関係の基本的知識・技術を学び理解できる
4.相手を思いやる感性やコミュニケーション能力を高めることができる

<具体的目標>
目標①人間関係を理解するための基礎となる心理学の概dや概観する
目標②他者を理解し、人間関係をつくるために役に立つ理論や技法を習得する
目標③保健医療、とくに看護において、どのような人間関係が重要であり、どのような意味を持つのか、組織、地域社会といった背景を含めて考える

授業計画・内容

1回 目
人間関係の中の自己と他者
(目 標①)人間関係を構成する自己と他者について、私たちが自分自身についての理解や意識をどのように持ち、他者をどのようにとらえているかを知る

2回 目
対人関係と役割
(目 標①)他者との関係の形成や、それを維持または崩壊させようとする気持ちを知ることができる

3回 目

コミュニケーション

(目 標②)コミュニケーションがどのような特徴を持ち、どのような機能を呆たすのかを理解した上で、1対 1、 集団や組織、マスメディアやインターネットを通
じたコミュニケーションについて考える

4回 目
カウンセリングと心理療法
(目 標②)カウンセリング、心理療法の種類とその方法を学び、看護に応用する

5回 目
コーチング
(目 標②)コーテングスキルの種類とその方法を学び、実習や臨床で活かす

6回 目
アサーティフ ション

(目 標②)医療現場における様々な状況に対して、看護師としてアサーティブな対応を考える

7回 目
保健医療テームの人間関係
(目 標⑥)職場 (医療スタッフ間)でのコミュニケーションについて考える

8回 目
懲者を又える人間関係
(目 標③)患者とはどのような存在かを理解し、患者と医療者の関係の在り方を考える

準備学習
時間外学習

自己理解・他者理解について考えてください

評価方法 課題レポート(100%)

受講生への
メンセ~ジ

あらゆる人との関係の構築を目指してください

【使用教利書・教材・参考書】

<教科書>
系統看護学講座 基礎分野 人間関係論 :石川 ひろの ≪医学書院≫

<参考書>
患者を感動させるコミュニケーション技術 :宗像恒次 ≪ばる出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 : 看護科

科目名
(英 )

家族論

Sociorogy oF the Family

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 阪井 俊文

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 金 4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

個々の人間にとって家族とは何か、社会にとつて家族とは何かを理解し、家族・社会の特徴と課題を学ぶ

【到達日標】

1家族の構造・機能を含めて家族とは何かについて考えることができる
2夫と妻のパートナーシップ(夫婦関係論)について考えることができる
3親子関係での子育ての意味、母性、父性、祖父母論について考えることができる
4.家族と社会について考えることができる

<具体的目標>
目標①家族は、時代や社会によって異なる様相を呈する。21世紀社会の家族の在り方を考える
日標②専門援助者として、家族の変化にどのように対応すべきかを考える

1回 目
家族看護の特徴と理念
(目標①)家族看護をなぜ学ぶのかを臨床実践上のニーズ、家族イメージの視点から述べることができる

2回 目
家族看護の実践の場面
(目標①)家族看護が必要となる場面および家族のライフサイクルのつながりについて述べることができる

3回 目
家族とは
(目 標①)家族の定義、看護実践の対象としての家族について述べることができる

4回 目
家族構造
(目標①)家族構造の理解と構成要素について述べることができる

5回 目
家族機能
(目標①)家族機能の一つである社会機能について述べることができる

現代の家族とその課題
(目 標②)現代家族の口果題について述べることができる

6回 目

7回 目
家族を理解するための理論
(目 標②)家族発達理論、家族のストレスについて説明できる

8回 目
家族に変化をもたらすための介入
(目標②)家族療養について説明できる

自己の家族の在り方について考える機会としましょう
準備学習
時間外学習

評価方法 課題レポート(100%)

受講生への
メッセージ

疾患だけはおろか、患者だけを診る看護では不十分になる。病院における看護では、家族成員に、療養上必要な協力を得たり、息者の安心のために

協同することが必要です。目の前にいる患者の家族は、普段どのような家族であるのか、そして現在どのような状況であるのかを把握したうえで看護する
ことが必須です。

<教科書>
系統看護学講座 基礎分野 人間関係論 :石川 ひろの ≪医学書院≫

【使用教科書・教材・参考書】

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 : 看謹科

科目名
(英 )

文化人類学

Cuitural Anthropoligy

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 中村 晋介

実務経験 ×

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 月 ,3

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

自分の住む社会の文化を理解するとともに世界の人々の様々な文化・生活・価値観を学び幅広い視野で人間をとらえることができる。

【到達目標】

1人間の多様な生き方を社会や文化の側面を通して理解する
2人間の健康・病気・治療の認識は文化によって規定されていることがわかる

<具体的目標>
目標①人間が生きる社会において、文化を多角的に捉える
目標②ハンセン病について学び病気と文化について考えを深めることができる

1回 目
イントロダクション

(目 標①)文化人類学とは何か。人間と文化・歴史について考える

2回 目
文化の進化と伝播
(目 標①)個人・家族・社会・ライフサイクルの側面から文化を見つめる

3回 目
宗教と世界観
(目 標①)身体・病気,経済の側面から文化を見つめる

4回 目
人間の死と文化
(目 標①)人間の死を通して、人類の文化を多角的に捉える

5回 目
ハンセン病問題
(目 標②)ハンセン病についてわかる

6回 目
ハンセン病の歴史
(目 標②)ハンセン病忠者が社会からどのようにみられていたか、そしてどのよう1こ変わつてきたかがわかる

7回 目
ハンセン病のこれから
(目 標②)現在のハンセン病患者の生活について分かる

8回 目
まとめ
これまでの講義を振り返り自己の考えをまとめることができる

準備学習
時間外学習

ハンセン病について、事前に学習しておいてください。

評価方法 課題レポート(100%)

受講生への
メンセ~ジ

日本の歴史の中で、人類の文化がどのように変化したのかを考えるとともに、これから人間が生きていくための文化を創造してください。

【使用教科書・教材・参考書】

<教材 >
講師準備

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

社会学

Sociology

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 中村 晋介

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜日・時限 月・3

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

社会構造や人間と社会の関係とその相互作用を学び、人間の環境としての社会を理解する。

【到達目標】

1物事を社会の中で多角的・批判的に捉えることができる
2.先人たちによつて得られた社会に対する知識・見識・事象の成り立ちやあり方を理解する

<具体的目標>
目標①社会人・看護専門職者としての具体的な知識を身に付ける
目標②社会における看護という職業の位置づけを明らかにすることができる

1回 目
(目 標①)健康、病気、医療への視座から、社会学の概念がわかる

(目 標①)社会学的視点とモデル・保健医療と社会学について考える
2回 目

3回 日
(目 標①)社会調査の理論と技法を身につけることができる

4回 目
(目 標①)健康・病気の社会格差について考える

5回 目
(目標②)「働き方」「働かせ方」について考える

6回 目
(目 標②)地域社会と地域保険について考える

7回 目
(目 標②)現代的変化の位相について考える

(目 標②)社会と医療をa頭に置いて:社会の新しい地平を追究する8回 目

準備学習
時間外学習

社会情勢に興味を持ちあらゆる分野の情報を取得してください

評価方法 課題レポート(100%)

受講生への

メッセージ
社会の変化を知ることで、実習においてコミュニケーションの一助となります。今社会がどのよう|こなっているのか、常に興味を持ちましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教材 >
講師準備

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

教育学

Education Studies

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 北ドロrf正則

実務経験 ×

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分

コース 曜日・口寺限 金 ■

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人間の可能性を引き出すための教育の意義・方法を理解し、生涯教育や看護活動に役立つ基礎知識を身につける。

【到達目標】

1.教育意義が理解できる
2教育の種類。方法・実践・評価までの一連の流れを理解することができる
2教育技術を看護活動に活用することができる

<具体的目標 >
目標①教育学を学ぶことを通じて役に立つ考え方や方法を見出すことができる
目標②教育という視点から社会や人の営みを学び、それまでとは違う角度を持って考えたり、見たりすることができる

授業計画・内容

1回 日
社会の中の看護と教育・教育と|ま何か―I教育Jの概念
(目 標①)教育と看護の関係について、社会の中での役割や働きかけの意味を考える

2回 目
教育の対象―子ども間と発達。社会変動と教育
(目標①)歴史・社会と発達 (観)との関係について考える

3回 目
教育の程織化―宇l父
(目標①)社会における看護と教育の共通点について説明できる

4回 目
教授―人を教えるということ・JI育―他者とのかかわりを'導く

(目標①)教えることの専門職としての学校教師の役割を考える

5回 目
養護―教育の貰け手を見守る
(目標①)医療行為としての治療・看護という働きかけと、教育を比較する

6回 目
発達―教育を受けて成長する

(目 標① )「教授」「訓育」「養護」「発達」について説明できる

7回 目
学びの場―学校と家庭・教育の目標と評価
(目標②)教育の営みを考える

8回 目
教育のメディアー教育をデザインする
(目 標②)指導・教育の方法方夕考える

準備学習
時間外学習

(目 標①)臨床では、忠者とその家族への治療的教育と後輩育成のための教育を担うことになります。
まずは、教授される者としての態度を身につけることです。

(目 標②)あらゆる角度から教育について思考を広げ、考えを深めてください。

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への
メッセージ

看護・医療にかかわることを目指す学生の基礎教養として、教育学の考え方や知識を身につけてください。
医療職者となった後も教育学に関心を持ち、看護に役立ててください

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
系統看護学講 基礎分野 教育学 :木村 元 ≪医学書院≫

<参考資料>
看護学生のための教育学―自己の再建のために― 改訂3版 :高谷 修 ≪金芳堂≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2024年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

論理的思考

Medical Logic

必修
選択

必修 年次
担当教員 国越 道隆

実務経験 ×

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位)

15 開講区分 前期

コース 曜 日・時限 木・4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

何か判断した場合、なぜそう判断したのかが問われます。つまり、判断の論拠 (理由)です。そして、判断が、必要な論拠を前提としてそれら前提から、結論として導かれ
る議論を提示することができます。論理学は、そうした議論の正しい筋道について考察する学問です。論理学が明らかにした議論のための正しい筋道はひろく学ばれて
います。それは判断するために正しく考える方法であり、また他の人にわかりやすい仕方で議論を提示する方法でもあります。
看護師は、医療者間で専門的な情報を正確に理解しまた伝達すること、また患者にわかりやすぐ隋報を伝達することが求められます。ですから、こうした論理学を学ぶこ
とは必須です。この講義では、最終的に正しい議論を提示できることを目指し、そのために必要な論理的技能を練習問題を通じて段階的に修得していきます。

l字」達日裸】

1わかりやすい仕方で議論を提示できること
2誤解の生じにくい仕方で情報を発信できること
3,判断の誤りについてその原因を分析できること
4正しい議論を提示できること
<具体的目標>
目標①接続詞の使い方、主張と主張、パラグラフとパラグラフの論理的関係に敏感になる
目標②他人の主張に対して、また自分自身の主張に対して、「なぜそう言えるのか」と問うことができる
目標③日常の日本語に潜む論理性に目覚め、言葉の厳格さを求める姿勢を身につける
目標④ディベートや小論文執筆を実際にできる

授業計画・内容

1回 目
相手のことを考える
(目 標①)オロ手にきちんと伝わる議論をすることができる。

2回 目
予 夫 な の 7)ゝ巧 え /Fのア,｀

(目 標①)論理的思考で検証することができる

3回 目
言いたいことを整理する
(目 標②)きちんと伝えられる文章を書き、話す力、そしてそれを的確に理解する力を身に着ける。

4回 目
きちんとつなげる
(目 標②)接続の構造を学ぶことができる。

5回 目
文章の幹を捉える
(目 標③)ある主張に対する否定の形を検討し、整理し、演繹的推論を正しく行い、適切に評価できる。

6回 目

そう主張する根拠は何か
(目 標③)議論の組み立てを学び、論証の結果として導かれた結論が、どのようにして、またどの程度までその論証によって正当化されるのかを吟味するこ
とができる。

7回 目
円 推 な箕 間 を丁 る

(目 標④)これまで検証してきたことを踏まえつつ、特に批判的観点から議論を組み立てることができる。

8回 目
反 論 す る

(目 標④)ある主張に対する否定の形を検討し、整理し、適し刀に評価できる

準備学習
時間外学習

教科書を下読みしておく。そして、わかり1こくい部分を見つけておく。
教利書の学習章をもう一度通読する。練習問題が理解できたかよく確認する。

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への

メッセージ
主体的に学習することが大事です。
手始めに、自分が理解できにくい部分を見つけ、摂業中に挙手して質問することから始めてください。

【便用教科書・教材・参考書】

<教科書>
思考力改善ドリル 頚草書房 2020植原亮
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